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｢在町の近代化｣は,地域研究シ1)-ズの第 11解にあたる｡地域研究シリー ズにも10余年の
才月が流れたことになるOそれだけvE,公刊VC際してt^つも感じる喜びと反省とが一層の実感をと
もなってくる.よくぞここまでやれたという喜びと, この書に果して10か年の年令が加わってい
るかという反省とがこもごも嘆いてくるo
h うまでもなく,水島蹄海=業地帯は,地域開発の優等生であb,県南工業化の核であるoこの
水島を核とする工業化の波が,周辺部忙どの上うを汲及的効果を及ぼしているかは,弗昧韓い研究
テーマである｡その上,その周辺部が歴史的vc由緒があり,しかも近代化への動きが追求できる地
域である場合,それだけ研究価値が増大する｡そうした観点から在町 ･陣屋町 ･河岸町 ･不受不施
派の本山妙党寺のある御津郡御辞町が対象地に遺定言れることとをったD ｢在町の近代化｣という
項麿が選ばれたのもそうした理由からであった｡
昭和 41年 4月以降数回の予備交渉と尊前調達を済ませた後,昭和42年 7月末,本学教官占名
広島大学教官2名,卒業生,学生約58名の者が参加して, 4泊 5日の日程で現地調査が実施され
たoこの研究はあくまでも総合調査であD,近代化はあくまでもその視点VCすぎをい.したがって,
調査の過程や報告番の作成においてもつねK藩藩の疎通をはかb,全体の統一に努力してきた｡ し
かし,よぎをい事情Ttハくつかの問題はオミ,トせざるをえなかったため,全篇の統一がそこなわ
れた嫌いもあるoLかし,若さをいとわず,壌食を忘れて研究した成果がこの報告書である｡調査
メンバーが三年次生であD,調査期間が姪かいとともあって,至らない点は多々あるが,来襲に迫
ろうとした努力に梅はなhoとの研究成果をもと托,若い学生諸君が,さらに充奏した研究生活 ･
勧戟生活vE進んでくれることを期待してJPtない｡
現代性,変動する社会であb,硬直した観念でもってものを考える時代は過ぎ去ったといわれる｡
激しい変化VC対処して生きる道は一つしかない.変化の方向をよみとb,それvc基づいた生活を現
在に実現することであるo^は,受身の凄勢を冶て.主体者として変動vc対処しなくてはならないo
それだけにリスクが伴なうoそのため,科学的な予測と計画が必要になる.この報告番は,そうし
た未来建設の一助に7,･9えたならば幸て壕,るということが調査当初からの秘められた念願であった｡もし,
御津町の発展と将来に役立つことがあればわれわれのこの上ない喜びである｡
をか,最後になったがこれほど大規模を関釜には,かなDの費用と受入れ側の協力体制が必須
不可欠である｡とくに ,本年度は,三島浄琴記念財B]よb多額の研究奨励金の支給を得ることが
でき,研究室の総力をあげて調査に取 り組むととができた｡財団の御好意が,自力で然々と励ん
ITきたわれわれの研究にどれほどの勇気と希望 とを与えてくれたかは知る人のみが知る喜びであ
るo また,山陽放送の学術文化財団からも迦年にわたって援助を受けたO研究会が今日あるのも
その故である｡心から感謝するとともに-膚の柵進を誓いたい｡なお,三島財団へ報告された研
究成果のレジメをこの報告啓のはじめにかくことによって全体への僻轍としたいO
地元の御浄町がわれわれに示されたど協力VClも感謝の言葉を知 らをho町長,教育長,町役場各
課,教育委見合の方々,および宿舎の優を与えられ,協力を惜 しまれなかった妙党寺,大坪区長,
その他町民の皆様方に対し教官学生一同心からお礼申上げる次第である.
末尾に公務をさいて調査に参加 し,後輩を指導してくれた多数の卒業生諸君にも!&謝致します｡
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調 査 地 の 概 況 と 成 果
谷 口 澄 夫
醗査地として選んだ御津町は,昭和 28年4月に金川町ほか6町村が合併して発足したもので,
面硬 119･29kね うち74車は山林 (舌傭高風 耶 200- 5007托),耕地は僅かVCIO解
余で旭川およびその支流の谷底vcあ9,浜口集落･落合集落の性格の強いとの地方の,商業 ･交通
･文化の中心的機能をもつのが金川であるO金川吐旧帝時代vc岡山藩家老日僅氏の陣屋の所在地で,
岡山エb北へ汽車で50分,バスで40分で達し,日雀寮不受不施派の本山妙覚尋もとこVCある｡
当町の総世帯数2,824のうち6915帝をしめる良家の大部分は米麦中心に依存してL^るが,最近
では温室ぶどう･椎茸などの集約的経営が発遺し,t7t2租洗薬化が進みつつある.
岡山･倉敦を中核とした県南地域は.新産業都市に指定され,大規模な工業化が促進されてめざ
せしい変容を現出しつつある｡御津町も県南工業地域の一項vc栴み入れられているが.その地理的
位債と用水不足などの条件から,直接的vc工業地域としての発展は期待できないoしかし将来予想
される主たる動向としては,川現在進んでいる労働集約的な農業 (温室ぶどうなど)を伸ばすこと,
(2)腺南都市の住宅地とするとと.(8周道の亜備計画の完成と相せって,商品 (木工品･衣料品など)
ストックセンターをおいて･岡山市の商薬繊維を能封 け るとと･をど･いずれもセy.a-ランド
としての機能をもたせることをねらっている｡ t
このようを､地域的な性格と陳腐をもつ当町を研究取査するt.とは,広竣工英化の推進が周辺地域
に及ぼす諸彫中を考察するとともvc,その内部的な変貌と包蔵する陳鮭を具体的vr解明することvc
よって,いわゆる地域開発の適正な進展vc宜するととができると思考する.調査忙あたって設定し
た諸項目は次のとかDである｡
(11御津町の成立と現勢,(2)地理的費境,(31集落,(I)歴史的展軌 (5)交通の近代化と地域開発,(6)
聯 僻造,(7)県南の工業化と人口移動,(8)社会構造,桝宗教と教育文化,Oq県南地域のエ薬化と御
津町.上配の諸頭目についての研究調査は,郷土史料IP役場資料などの文献資料に依るほか,実地
調査 .関取調査および調査粟vC上る悉皆駒童を適宜併用して,地元側の協力のもとにすすめられた｡
駒壷の成果
調査は完了したわけではないが,今までの成果の王なる点を略記すれば次のとかDである｡地理
的調査VC上れば,この地域vcは高原上vC盤林業VC依存した古い山村部宵をのこしながら,谷底平地
には果樹栽培をどな取 b入れた近代的な曲集部落がひるが少,後者が次第vt前者を圧倒している過
程が指摘される.例えば,既存の山村集落の消液化の現森がそれであるOまた,県南地域の=菓化
の余波は, この地方の典薬労働力の放出 (通勤･出稼ぎ)の増大をもたらし,そのことは近代的塊
業としての果樹親埠の将来にも開頭を掛-T'ているo交通の近代化と地域開発との関連性からみれば,
当地方を県南工業地域と椿ぷ上からも,また当地方の内部的的発の上からしても,かつて重要な役
割を果した鉄道 (津山線)ュbも,むしろバス.トラックに上る輪送方式が有利化しつつあD,こ
のためvcも道路計画の鵬 的な推進が要諦されるというべきであるO
社会学的改訳査はさまざ壇を問題を浮かび上がらせたO県南の恥発政策がかをb局地重点政熊で
あb,その効果の周辺波及が十分VC期待できないことから,地域開発政兼vCテコ入れをし,それを
7
再編成する意図のもとVC,御津町でも吉尾.伊El地区を対象として盛典構造改善専業が施行されたo
Lかし,=薬化の間鞍的影響は否定でさなく,企巣的Jk英･専業漫家の育成を企図する典薬横道改
善車兼と,虚民各自が個別的vc志向する兼業化とが相括抗する現寂がかこb,今後の大き在院院と
怒っている｡さらに,=黄化への適応の違いが,家族 ･近隣生活･親族粗放 ･村落構造VC及ぼした
影響を検討すれば.核家族の自立化 ･独立化を鋭く7 7ミリー ･ポリシ VーEは問題があA,家族負
個々を重んずる家族結合を中心とする,新しい家族の存在を欝める必要があることが究明された.
また,この地方は日蓮宋不受不施派が支配的を地区であb,かつて払 信仰組織の上でキ1)スト教
的近代化を説く改革派が,曲民生活vc根をおろした伝統的な信仰を守る保守派に勝ったが,その後,
伝統と密発 した家 ･村落共同体とクィア,ブした信仰庇級が持続された｡しかし轍私 家･村落共
同体の解体化とともvc,在来の教団信仰粗放vcヒビが入9,近代化VC即した新しい再編成,つまb
個々の信者を把握し,未信者の地域的拡がbK応じた寺院殻菅や信者組級の再編成が要望されてい
るなど,当町の現勢は工菓化･近代化という時代の潮流vc稗さしての変動と不安定,旧い殻から脱
皮せんとする試練と,未来への進展を志向する鈴綜した練馬vcとbかこまれながら動いているのが
実態であるOこれらの諸問題を,できるだけ総体的･統一的vl'解明するためVCは,今後の作業に一
層の精進が要請される｡
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第 1章 御 津 町 の成 立 と現 勢
第 1節 位置 ･地勢 ･広ほ う
御津町は昭和28年 4月 1日,御津郡牧山村 ,字鹿討 .金川町,字甘西村及び赤磐郡五城村 .
葛城村の七ケ町村の合併によ9発足し同年 7月 1日大字中野を津高村に分離 .里昭和29年 4月
1日大字下牧中牧の一部が岡山市に分町合併を見るに至ったDまた昭和51年9月50日に赤妙
郡都美村の大字中畑 .石上の一部が御津町に編入し現在に至っている｡面積 119.29平方粁.
人口15.060人を沸し盛業商業を中心とした町として坪進している｡
日)位置 :御辞町は岡山県の中部に任し,御酔郡の中央にあD.その位置は北緯 54度 42分 ,
東経 155度 12分 .標高 59･21米である｡
東部は赤磐郡青井町 .山陽町に接し南部は岡山市及び御津郡津南町に .西部は吉備郡足守町に ,
北部は御津郡建部町及び加茂川町に接している｡
(2) 地勢 :御津町の四囲は .中国山脈の支脈の20雅一 580米の山岳に囲まれ .北西部は高く
南部に低くなっている｡吉備高原の南限と考えられる｡
町の東部を中国山脈に源を発する旭川 .東流する三谷川 ,商流する新庄川を合して南流し,上
房郡桝形山に発した辛甘川が町の中央部を東西に貫托し.大手金川にかいて旭川に合流してい
る｡主としてとの両河川(旭川と字甘川)の沿岸に平地があD耕地をなしている｡
(3) 土 地
(】)広 ほ う
東西 12.55RⅢ 南北 17.20Ⅹ皿
(2) 面 積 S28.4. 1 114,552血売
S29.4. 1 108.852た遥
S51.9.50 119,290ki
地 目別面横
山 林 8,818 Ila 75･9葬 宅 地 120･811a l10多
田 1.05O h･a 8.8飾 その他 1.,69419ha 14･2帝
畑 24515ha 211多
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御浄町はその周囲を200- 500mの山 に々囲まれ ,盲備高原の南端部辺に位匿しているD
金山は郡 500mに達し,高原と岡山平野を区切っているo金山は歴史的にも興味深い要素を
もち.自然的にもまたそ)である0時にその植物は多く,県北にしかみられない高原性の植物も
みられるほどである｡航空写真をみれば .山地ばかりの所を旭川本流 .新庄川 .字甘川の帯河川
が山地をえぐるようにして,きっちDはめこすれたように流れているのが印象深hcいわゆる
は`めこみ蛇行'を呈しているのである｡鹿瀬と大鹿付近にかける蛇行は帝に軒著だが前者に紘
広い氾荘原があるのに対し,後者に紘全くみられず .直接山肌がそD立っている｡鹿瀬の南の小
食においても蛇行帯はなく急峻な岩肌がそそ9立っているQこのような峡谷は字甘川托域の虎倉
においてよくみるととができるo戊倉は御津町の西北部にあD,舌備高原の深い谷がみられるあ
たDである｡ここは 4DOn奴の山がいくつもそびえ立ちその間に銃く切れこんだ谷がみうけら
れるOこのあたDの吉備高原上にはかをD平垣面が存在し.そこではたばこ,ぶどうの温室栽培
が行なわれ .その運搬には小型トラックが使用されているのだが .400仇の局所では当然だろ
うかo又吉備高原にみられる帝都没蝕令には非常に大規模をものが阜られ .帝に足守川のつくる
浸蝕谷性耗大である｡
次に町の東部に目を移すと.西北部とは対照的にをたらかな丘陵がみられるCち上うど新庄川の
流域にあたP.氾濫原の形も辛甘川などよD,かな9複雑にhDくんでいるOとのような低平を
地形は准梅岩賢の夜飯の結果である｡旭川本托には鹿瀬と字垣原に広叫巳在原があDそれぞれ自
然堆防とバックマーシュをもち良質の粘土がてる｡畢生の氾蔑原と国原の氾海原にに段丘上に救
った扇状地がみられる｡央常総との扇状地上にの9洪水を避けているo建部町から辛香峠にかけ
て山砂利膚が見られ .標高も200,沌どtbと夜っている.これと前述の丘陵地形と幸恵原の氾
濫原などによって御津町の内部が周囲と比敬して低くなっていることはち1うど金地状の地勢を
皇していると嘗えようCそのため昔は陸上交通が不便で ,御砕町への出入Dは二～三の峠越えに
限られ,もっぱら舟運にたよっていた｡然し現在は旭川に沿って国道がつくられているD
このように御浄町は高原上と谷底の氾蔑原の二つの生活の舞台があP ,それぞれに独自の特徴の
ある生活を有しているDこのよう表地妙をもつ御浄町は当然 .高原と氾濫原の二面の性格をもち.
この二面をいかに調和させ,利用してV}くかが御浄町の殊題であろう.
第 2節 御津町の成立
昭和 28年 4月1日.御酵郡牧山村 .字垣村 ,金川町,字甘東村 ,辛甘西村 ,赤紫郡五城村及
び葛城村が御鉢郡牧山村大字高野手箱野尻をのぞいて合併し御浄町として発足した｡
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1 合併を必要とした理由
これら上記の七ケ町村は地理的に降接し.棄通水利の状況等密凄不敵の関係にあ9,人作風
俗習頒及び職業生活状態等を同じくしてか9殊に金川高等学校は七ケ町村 ,金川中学校は四ケ
町村J字甘中学校比三ケ村で組合を組放し.学校本務を共同処理していた｡これらの理由にエ
Dtケ町村を合併し,規模を大きくして勤 を地方自治体を作か将来の発展と住民の福祉増進
を図ろうとして合併をしたのである｡
2 合併で町となる場合の要件に卵する県集合との関係
第-負 ,町となるべき普通地方公共団体は次に掲げる要件を備えていなければならをh o
r】)人口三千以上
(2) 当隊団体の迎たん戸数が全戸数の六軌以上であることo (術 町占割 8分7厘)
(3) 連たん戸数のうち商工業に従事するもの及びその者と同一世帯に属する者が全人口のd脅rj
以上であることB(御韓町8割 さ厘 )
第二条 ,前条に定めるものの外 .次k:掲げる畢件を備え又紘近く備える忙至ることが明らかで
あると認めるものでなければならを い ｡
日)交通横国の完備していること｡
(2) 官公署の設備があること｡
(3) 中学校又にこれと同専臥上の設備があること｡
(4) 公私立国軸 の設備があること｡
(5) 映画館.劇場等の文化施設があること｡
(6) 病院 .諺政所尊の触偏があること｡
(7) 会社 ,銀行等脚 団体その他各種団体等が存在しかつ活発をる活動をしていること.
(8) 住民の租税及びその区域内の地方公共団体の財政状況が将来町として発展するに足ると静
められること｡
(9) その他町となるに足ると聡められるものであること｡
御津町はこれらの諸条件をどうにか満たしている｡
5 隣係町村住民の意響
関係町村の住民は .今までの町村規模で比合理的で香いことを十分菅放しておD,旧教を脱
し更に強力な自治体を創D上げるととこそ将来お互いの福利を増進することであることを確信
し.この町村合併ということが,国の祐乗として採D上げられている事乗にもかんがみ 一この
合併に対して青竜を茨し.このことが.各町村議会にも反映し,満場一致の可決としてあらわ
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れたものであるO
第 5節 関係 町村 の沿革
1 牧山村の沿革
御幹部の中部に位し東は赤磐郡葛城村 ,西は手垣村 .野谷村 ,南は岡山市 ,北は葛城村に接
し高野 ,北野 .中山.中牧 .下牧の五大字よりなるo往時各大手はそれぞれ-村を表し･明治
22年町村制実施に際し前記五ケ村の合併で牧山村と称 し現在に至ったが .村内高野尻部落は
岡山市に突出した地勢と諸般の沓何により昭和 28年5月1日よ9分村して岡山市に約人され ･
現在に至っている｡
2 手垣村の沿革
御韓郡の中部に位し.束に赤磐郡葛城村及び牧山村 .西は吉備郡岩田村 ,南は牧山村 ,野谷
村 ,北は金川町,字甘東村と接し字垣 ,河内 .野々口.吉尾の四大字よりなる｡明治 22年町
村制英地の際,四ケ村を合併し,それぞれ旧村名を大字となし辛垣村と称して御捧町成立まで
至る0
5 金川町の沿革
御津郡中部に位し束は赤磐郡玉城村 ,商は建部村 ,手甘東村 ,南は手垣村.北は赤磐郡竹牧
村に接し,金川 ,草生 .鹿瀬の三大字よDをる｡往時は金川町.草生村 ,鹿瀬村と称し明治22
年町村制実施に際し上記三ケ町村を合併して金川村となD,更に大正 10年町制を実施して御
津町成立まで至る0
4 字甘東村の沿革
本村は元手甘郷と称し細内に字甘上村 ,手甘中和及び手甘下村の三村があD旧藩主弛EEl氏の
臣日鑑氏の釆地であったO明治 5年頗帯健勝とな_り県に大′j＼区を思き小区に会議所を設け正副
戸長に串抄を処理させた｡即ち三村とも第25大区第 4,J､区建部会議所の管となるOこの時事
甘1中下村の称を横し.字甘上村は改称して字甘村 ,字甘中村の内,字中泉を裂いて中泉村を
独立巷せ ,字下畑は字甘下村の内,手管を裂き合わせて高韓村とし,字甘下村の内 ,字下田は
これを下田村とし相身合して4ケ村を段け .村ととに戸長を置き各自宅に於て庶務をとったO
明治 12年大′｣､区を癒し郡区役所が敬憧されると津高郡役所に管せられる｡明治 15年町村行
政区画を拡張し,一村戸長を癒して其の四ケ村を併合し一戸長 .役場を置き郡内各役場に部を
おいた｡本村は第 14部であったO
御耐 βの中央部に任し束は金川町 ,西は字甘西村及び吉備郡岩田村 ,南は手垣村 ,北は建部村
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に壊し.下田,高津,中泉.字甘の四大字上_りなる｡明治22年 ,町村制実施に上り四ケ村を合
併し新村を血放し字甘栗村と改称し旧村名をそれぞれ大字名として新町成立に至ったのである0
5 亭甘西村の沿革
御津郡の中部に位し束抜手甘東村 ,建部村 ,酉は菅備郭福谷村 .商仕手甘茶村及び曹備郡岩
しとク
田村.北は醇賀村に接し虹 .勝馬 .虎倉の三大字よりなるO径時は:紙=.勝尾 ▲虎倉がそれ
ぞれ一村をなし明治22年町村制実施の際 .上妃三ケ村を合併して字甘西村と改称し旧村名を
各大字として御津町成立に至るc
d 玉城村の沿革
本村は赤財部の中央西部に位し東は同郡鳥取上村 .亡堀村西は御醇郡金川町.南紅毛一婦村 .
北は布都芙村.竹枝村に接し失知 .平岡,新庄 .伊田.矢原の五大字よ9なるO明治22年町
村制実施の際旧五ケ村を合併して旧村名をそれぞれ各大手名として五城村と称し御韓町成立ま
で至る0
∫
7 葛城村の沿革
本村は赤磐郡の中部西端に位僅し東は同郡酋山村 .南は高月村及び御幹郡牧山村 .菌は御津
郡辛垣村 .北は五城村に接し川福.国ケ原 .方谷の三大字よりなっていた｡往時各大字は赤坂
郡に属しそれぞれ一村をなしていたが明治22年の町村制実施の際 ,合併して葛餅村と改称 し
旧村名を各大手として新町成立に至る｡
窮 4節 御幹町 の現況 (合併町村 の経営 とその建設 の実 態 )
1 合併前にかける状況
御捧町は岡山市の北部に勝接し.中央を南忙流れる旭川と字甘及び三谷の支流が旭川に流入
する地帯にあ9周辺の山間部を包含した曲山村である｡合併関係町村は旧金川町を中心として
地理的に又経済的社会的に一体的軍功にあり.行政面においても高等学校組合(関係七ケ町村 )
及び中学校組合(金川中学校一旧金川町 ,旧字甘東村及び旧五妹村.字垣中学校一旧字点村,
旧牧山村及び旧葛城村 )を設けていたB
2 合併前後の経緯
(1)合併年月日 昭和 28年4月1日
(2)合併関係町村
御津郡牧山村,字垣村 .金川町,幸甘支材 .辛甘西村及び赤壁滞捗五城村 ■葛城村
(3) 合併の経過
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前述のように本地域性社会的.経済的に密接な関連性を有していたが.関係町村妊いずれも人
口三千人に満たない小規模町村であったため幾多の懸案又は緊急の施策を抱えていながら実現し
得ないという共通の悩みを等しく痛感していたので,昭和 27年 12月関係七ケ町村の合併協議
会を結成し.住民の啓発に当った結果なんら反対を唱える者もなく翌昭和 28年2月には,関係
町村全部の満場一致の議決をみたのであるQそして 5月にはかねてから分離の希望があった旧牧
山村大字高野尻を岡山市へ分離することとしなか合併後にかいても地輿 .交通殊に児童の通学の
必要上から同年7月1日旧牧山村中野部落を野谷村 (現在の津高村)に分離し,29年4月1日
旧牧山村大字下牧及び中牧の一部を岡山市に分離したが ,これには何らの紛争も問題点もなかっ
たC
3 現 況
本町は人口- I人,戸数仙 ,面積 119,290平方粁把わたる区域である｡その産
業別の人口構成は,第一次産業 人.第二次産業 人 ,第三次産英 人であって
_ _声は農林業等の第一次産業従事者であD,生産総額 円のうち 車は農産物(栄
麦のほか,廿世紀,マスカット,桃等の果実)で占めている｡
4 新町の建設
川 新町建設の基本方針
新町は農山村の地域であるから.集林産業の振興を図9教育文化及び衛生等の諸施設を充実
して.住民の福祉を増進し衛生的,文化的な町を連投することをその基本方針としている｡
(2)新町の事業の実施状況
専業安の歳出総額中に占める割合比,合併前僅かに 16車であったが合併後第-次年度は45
帝.第二次年産47串と増加し更に第三次年度は50弟以上に増加した｡
合併後行なわれた主な事業は次のとおDである｡
(A) 消費施設の整備 (D)価易水道の整備
(fD 公民飴の新築 的 耕土培蕃事業
(C)保育園及び幼稚園の新築 (F) 耕地及び治水 ,治山事業
5 合併後の経営
(1)行政運営の合理化
(行政機構及び職長組軌の整備)
合併後新町においては旧町村の係制に代えて訣別を実施し五課-室に機構を合理化し,適正
夜戦負配置と相まって事務処理の能率化と責任体制の明確化とを図っている.すなわち聴負数
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についてみると議員にかいて74人典薬委長会その他各種委員会の統合により140人 ,三役
において 18人それぞれ叔少している｡又｢役職員については 18人の蔽負となっているO
(2) 財政迎膏の合理化
本町の財政退菅は合併後財政力紘著しく強化卓れて弾力性のある重点的な財政道営ができる
ように夜D.又消費的経糞の節減が図られ .歳出中攻究的経費の占める割合は合併前の 16帝
に対して合併後第二年度にして 47多と大幅に増加し.しかも財政の健全性は失表われてい太
い｡
(3) 財政力の強化
合併前後の各年産についてその団体の財政上の自主性を示す地方税と地方交付税の｢般財漁
の状況は ,合併後の境界変更の隣係に上り第二年度においては若干滅少しているが特に特定財
政の増加が著しいのは,後述するように財政運営の合理化により｢股財源の事業費投入額が増
加して国 ･県の補助及び起債が認められることとなったためである｡町民税及び固定丑産税の
徴税状況はきわめて良好で徴税寒も漸次向上しているがこれは,徴税機構が整備されて徴税事
務が円滑に行表われていること,一方合併に1って住民の新町建設 ,運営に対する期待も大き
く町行政に対して額奄的に協力する15になったことも大きを原因である｡
(4)消費的経費の節戟
合併後にかける消費的経軽は機構の統合 .行政迎常の合理化等によって大偏に節波が図られ .
その結果投資的経費を苦しく増額することが可能と75:ったoすなわち合併後第 1年の昭和28
年直にかいてはベースアップ.撤樺改革に伴う市政腰理による退職金の需要等によD人件費に
おいて1,a52,000円又施設の新設に伴!需要費等が増加しているのにもかかわらず従来 7
町村が個々に負担 していた負趨金 .寄附金 .交際賢等が激減したため消費的経費の総額におい
ては合併前よりも4.899,000円節済まれ .合併賛第 2年の昭和29年皮にかいては人件費
において880,000円の退職金が含まれているのにもかかわらず総額にかいて12,812,000
円の額が節滅されているO
又 .消費的経費の歳出総額中に占める割合は .合併前 84車であったが ,合併後第 1年直にを
いては 55率と29啓綴じ弟 2年産把かL^て 52帝と52年賦じているO
次に .款別歳出の状況をみると内部管理事務に零した絶賛(諸会費 ,役場費 ,統計調査糞 ,選
挙焚.公債穀etc.)は合併前 2a7卓であったのが合併後弟 1年度にかいて 20･玉串 ,2年
度 17.9車と漸減 し.もっぱら住民へのサ-ビスのための軽費 (土木韓 ,教育史 ,社会及び労
働施設費 ,保健衛生喪 ,産英経済資等)は著しく増加しているO (大山 正治)
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第 2章 地 理 的 環 境
第 1節 地 形
1 書備高原南端部辺に位置する御津町
(1)概 観
岡山県中南部は青傭高原の南端部辺に位思し.御津町はここに在る.この地域｢帝性一見
して分かる通り山地と河谷の地形を呈しているo山地は東北部を除いて ,かをD急峻を山容
を見せ ,西部は晩 幼年糊･早壮年期 ,中部は滴壮年期地形を皇し,特に西部は吉備高原
の頭部浸蝕も進み ,山の斜面k:鋭い切れとみをつくり.深い浸蝕谷を刻んでいるoその眺望
はすさに錐大であるO概 して青井川流域から高梁川流域へ移行するに従ってますます典型的
な吉備高原の地形を見ることができ,よB若い独唱の地形であることが東知音れる.従って
同一地形図が高梁川流域において最も高所に現われ,ついて旭川流域に.そして鹿も低い面
に現われるのが富井川統域なのである｡葵際 ,吉井川流域紅かを9没蝕が進み .山地はその
険しさをすでに失っているO旭川を含む御醇町総福梁川と盲井川のほほ中間に当たる地域に
在って ,西部がかなり若叫輪廻の高原地形であるのに比して ,東部は ,比攻的風化没蝕のす
すみ易い花輪岩地質とあいまって,かな.り従順な丘陵状地形を皇 している｡御津町内を放れ ,
河谷を刻んでいる諸河川には ,旭川本流 ･辛甘川 ･新庄川 ･三谷川などがあi).町の東部を
南沢する旭川壮中国山脈にその源を舞 し,束耽する三谷川 .西托する新庄川を合し,更に上
房郡桝形山に果した字甘川は町の中央部を貿流 して ,新庄川と共に大字金川にかいて旭川に
合流している｡旭川 ･字甘川 ･新庄川などの氾荘原は大部分が耕地化享れ ,ほとんど水田と
して利用されている｡町の住民はこの氾渡原上に大部分が粂任し.放りの町民は高原上に小
規模な鍛簿をつくって生活している.地形図や航空写共をみると富備高原を縫うように曲托
し.かつ山々の間にはめこまれたよう引蛭川lが印象的であるDつまD旭川は謂わゆる朕入蛇
行を呈しているのである｡両津は直接 ,息に山の斜面が迫D.蛇行帯も若干つくられてはい
るが'大鹿 ･鍋谷などのかっての船頭集落の先遷した地暁にはほとんど蛇行帯虹発達してい
をい.この船頭集落の先達はそのまま御津町の陸上交通の不便を物蘇る.御醇町は ,その周
囲を500- 400mそして時には 5DO仇に及ぶ高い山 V々Cよってとり囲まれ .町の内部
は逆に比軟的低平を山地 .丘陵さらに氾恵原からなっているために .ちlうど全体が大きな
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盆地の如き地勢になり･出入路は必然 ,その数を限られること忙なる｡辛香峠や伊由越はその代
表的通路となってきたれ その辛香峠を通る道すら比軟的新しく作られたものであるD現在に旭
川沿いに国正が通じ,その便利さ比往時の比ではない｡
さて,御津町を地形的視野から考察していくのであるが ,やはD,町を二つの面から見てい(べ
きであろう｡すなわち･谷底平野の御浄町と高原上の御韓町である｡これらは地形的にも対照的
であるからである｡
(2) 谷底平野の御韓町
(A) 曲流する旭川と河岸段丘vc耽る腐状地
旭川の曲流と金川の位軒 併津町内を甫流する旭川紘北部と南部にかいて
蛇行が苦しい｡すなわち北部の建部付近でロ字形
VC180の流路転換をみせ ,南部の勘負 ･大鹿な
どのかっての船頭銀笛の発達したところで二度の
U字形転換をしてLriるO前述したようyc,旭川は
朕入蛇行を量してかD.まさに山々の間にくっき
りと.はめこまれたようVC,きわ立って見えるo
首府 在原は隆起#_平原であり,かって隆起する以
前YC,準平原上を自由蛇行していた旭川が.平原
面が徐々VC隆起した括具 ,長い時間をかけて下方
汝蝕を行ない ,現在の鱗入蛭行が形成されたと考
えられているOこの鱗入蛇行を皇する旭川は.大
体vcおいて広い蛇行帝はつくっていなho然し,
部分的には繁くほど広い蛇行帯を形成している.
それ仕手甘原の氾風許であるOその他 ,鹿瀬の氾
濠原もかなD広VlL.加えて草生qcみられる細長い氾渡原 ,さらvc .国原vcも比軟的広叫巳温陳
がみられるO或Pの地故に比,ほとんど蛇行帯は殆適していなhoその良い例が建部町小倉の治
産斜面付近と鳥越山の攻喪斜面付近であるbここにおいて仕 .国道は .川にすぐ迫ってきている
山腹の岩を削Dとった後を通_り,バスの停留所は岩をくbぬLJlて設けられてV,る笹である｡しか
も国道の英機を旭川が渦を巻いて流れている｡さらにもう一つの例は ,教袋 .大鹿･中牧 .河漸
あたりで .ここVCも蛇行帝はほとんどみられない｡旭川の両ii-には壮年期の山がそそり立ち.特
に矢原から北へ建部辺りまで城山･鳥越山がそそb立ち,峡谷をみせている｡その事情は大鹿･
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鍋谷 ･中牧辺りでも全く同じであるoこの二ヶ所が.御酔町IR:おいて澱も山が迫って峡谷がみ
られる地で岩男壮粘板岩質の場合が多くなっている｡乗除,粘板岩は没蝕を受けにくいことが,
下方畏蝕のみを進め,かくの如き狭監妄地形をみせているのであるO
次に,御津町の谷底平野にみられるティピカルな地形に,河岸段丘上に載った′｣､規模な扇状
地地形がある｡その典型は.草生,国原 ,伊田75ど把みられる｡非常に小規模をため,ちょっ
とみただけでは扇状地であることがわかbにくいが,航空等共の立体観察によってすぐK:それ
とわかる｡監丘は,一部に 10m級のものがみられるが,後は,ほとんど数 1)L程度にとどまっ
てV'る｡集落は.ほとんど扇状地の上作立地し,洪水から守られている○扇状地の土地利用は,
小規模葱ため,大部分は住居であって,そのあいた所に.マスれ トの温室裁増や桃の栽培,そL;I
粍たけがつく･jtl_･餅i),作物のないところは竹林となっているo扇端部の前方は水田がひらけて
いるが,谷水が鞠かず,宿敵用水仕,川の上流から延々と用水路を引き謂賓をみたしている｡
(B)鹿 瀬の氾渡 原
航空写巽をみても分かるように鹿瀬で旭川はU字形に蛇行し,その流路は 180度転換して
いる｡ ここにはかな9広い蛇行帯
鹿瀬の氾濃原
が形成され,かっての河道の遷移
の跡をうかがい知ることができるO
国道はこの氾凍原の南側の段丘状
の土地の上を通っている○またこ
の地には,かなbはっきDと自然
姫防の跡を見ることができ,その
円側には鹿瀬神社が柁られているo
国道に立って自然頻防をみると,
自然輿防忙近す くにしたがってし
だhK土地が高 くなっておb,国
道のすぐ下がかっての河道であったことがわかるo土地利用紘ほとんど水田であb,後背低湿
地の一部には,れんこんがつくられているo鹿瀬の南に久師井があるが.久師井の対岸の小倉
などは,川がすぐ近くにあるにもかかわらず,用水による准概ができをいために,かっては乗
をどの乾晩性の作物が作付けされていたほどである｡これは,/J､倉に限ったことではなく,一
般的夜番乗であったO後に述べる国原の用水路はこのことを如実に示すものである｡
(C)草 生 の氾塩 原
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草生という地名紘その字の示す通D, 〝革の生えた所 ′という意味であi),氾濫原上の地で
あることはすぐにうなずけるo草生には,御津町の氾濃原が示す一つの特徴的を地形がみられ
るoすなわち,草生に止/｣､さいながら河岸段丘がみられる｡そしてその断丘崖の高さはせいぜ
い赦n･時に 10m位であるoそしてこれらの段丘の1忙とく,J､規模夜房状地が破っているの
であるo然し一草生の対岸の城山のふもとは.旭川の攻撃斜面になb.細い道がかろうじて辿
っているのみで,この上うな扇状地比,まったく見るととができをい｡ただ城山の 200数 10
mに及ぶ絶壁が雄杜にそびえたっているのみであるo次に,草生のこのよう夜地形を模式化し
て図示することにする｡
メ/ 二 ＼＼
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2- 1 第 1図 〔 草 生 の 氾 濫 原 地 形 〕
扇状地では,温室ブドウ,露地7●ドゥ,しいたけ,棟などが叔培され,バククマーシュは現
荏,さほど温地となっておらず,一一部にれんこんなどの湿地性の作物がみられるが,ほとんど
が水田となっている○草生には,このよう複成状地を二ヶ所に見つけることができるoまたと
の扇状地上には,竹がしげ9,扇状地の雨水に上る土砂の流失が防がれ,また民家は多く,局
央から扇頂にかけて密集し,洪水の際.少々の増水では危険のない位置に在るo草生の確概用
水は,ずっと上紀の/J､倉辺bから引かれているが.これは旭川の水面が低いためで,当然こう
なるべきものだが,この用水路というものが.御授町の水稲作にいかに重要なものであるかは,
後述する国原の大骨根から引いた用水の工1J記点をみても明白であるo用水路ができるまでは･
溜池による天水を利用する以外になかったのであるO卑生などVi.辛垣原をどとちがい,谷水
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が得にくいため,山あい紅海池が二ヶ所設けられてVlるo
(D)字塵原の氾慈原
字壇原の氾濫原捻t.の御津町で蛇足も広いものであるo山の間にこのように広い氾濫原が紘
がっているのは少 倍々かざるをえない｡この氾感涙もやはb旭川の蛇行の縫取生じた蛇行帯に
拭するが,そうすれば,かって旭川が手短原の央深くまで轡曲しながら放れていた時期があっ
た忙相追ない｡地質は砂岩が主で近くの山上には山砂利層がみられ,比較的経傾斜の山地であ
り,粘板岩質の場所と比べて没蝕がすみやかなこともあb.また七曲峠付近からの谷川による
漫蝕もあって,既に浸徹され易い条件をもっていたとも考えられる○この手短原と旭川とを二
つK:区切るように南北に走っている/ト高い地形があるが,これは,自然塊防である｡そして,
ちょうどその上を国道が走っている○そのためバスに乗るには,脆防の上までのほらねばなら
ない｡津山線はパックマー ノ 1 の中を通っている｡字塩原のノ1'ックマ-シュには良質の粘土が
堆横し,瓦焼きの/J､屋が所々に見られるo瓦焼きの風物がみられるのは,なにも亭垣原に限っ
たことではなく,大体にかいて支流が本流に注ぎとむ辺b忙よくみられるものである｡ここの
場合,その支流と技手甘川,新庄川の緒河川である｡字垣原にも河津段丘がみられ,所 に々 10
m段丘があるがほとんどは2- 5mにとどまり1～ 2段である｡人家は山裾の段丘上や,少し
高い所に典まっており,低湿地上には少をい｡土庄近の鹿薬改巷事業によD,氾混原1で,ブド
ウの温皇栽培が目につく他,一面,水EDと売っている｡しかしパックマ-ソlらしく所々に,
ハスがみられるo
(E)国原の氾濃原
国原も草生の場合と同様,2- 5mの段丘の上に/｣､規模を扇状地が救っている地形からなb,
国原の氾濫原
自然堤防の跡は見られをいが.かっての自
然拙防音人為的に土手(てつく如上えたことも
考えられる○氾濫原上は全て水田に利用さ
れ,扇状地1は人家が密典し,温室ブドウ
や推たけが栽培されてV'る｡次に,国旗の
良美の発展に寄与したのが荷敷用水である
ちとを忘れてはならをい○国原は古来から,
広い水田適地があるにもかかわらず,いつ
もその常軌用水に悩んできた｡すぐそばを
流れる旭川から水を揚げることは技術的に困雛であったため,ついに2払以上も上流にある大骨根
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から.明治 51年 に用水を引いたのであるoこれによb,風原の水稲作は日の目をみるに到っ
たo現在は耕地薬理が葵によく行き届いている.
(F)久師井 の堆朝物
氾濫原として谷底平野比.古来,幾度となく洪水を挽b返し,氾荘原の堆醗物はその歴史を
物語る｡そこで一応参考として.久師井のポーリyク調査の績巣を示してかく｡
2 - 1 第 1 衰 (久師井 地 内 ) 昭和 41年
最 軟 援 山 粘 土
茶 軟 緩 小砂含粘度
水位 ＼＼l 7K l正 水位
4~ 鳳 渦 枯 小 ′｣＼ / 小 砂 含
5 冊 臣 石 砂 茶 硬 麻 ′｣､ 抄 混
6 ＼ 粘 土 ノ
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(ci)所庄川絶域の氾濫原
新EEJHは,伯の一支流の幸甘川と比牧すると,水丑にかいても川備においてもずっと'劣り,
特水時を除けば小さ%/｣＼川のようにみえるo金川から伊田の氾濃度へ行くに披 .赤磐富士と獄
野山の狭省を人らねばならないが.そこを過ぎると急に眺望が開け,伊田の苛々とした水mを
見ることができるO伊田にも扇状地がみられるが,段丘比はっきbみることができないo屈状
地の土地利用は他の場合と抱とんど同じであるが,施薬改善必業によるかなb大規模なマスカ
ットの温垂栽培がおこなわれている｡伊田を過きrて北上すると新庄に若 くが,この辺bの山地
は全て花佑岩城からな9,そのために風化投蝕がすみやかで,山といった感じはすでになく,
丘陵状の小高い山地がうねっている｡またこの辺Dの谷底平野にし その出入路がかなbせまく
なってかb,平野面と山地との接敵は凹凸にもirんでいる○これは,塩析谷の特徴の基本に当て
止まっているのたが,共際に埋析谷かどうかは.'Ei気探査法などの換査をしそければ分から75:
hO
仙南地山のペディメントを左にみながら平岡西まで北上すると,御韓町としてはそう多くを
い 10m級の段丘をみることができるo
(刀)辛甘川流域の氾濫原
金川から,城山と妙見山との問】の狭谷を簡-抜けると字甘川のつくる東西に細長い氾湿原に
てるO辛甘川は水玉上もかなb多く,新庄川とは異なD,中州が形成されている所もある｡氾湿
原の北山位は砂岩E,南山缶は粘硬岩質でできておD,北側の氾濫原と山地の接線は直線的で.
凹凸なく没蝕が進んでいる様子が伺えるOそれに対して南側の粘板岩JEの方は没蝕されにくく,
非常に入9くんだ山腔を保っている○幸甘束に壮段丘らしきものはみられない｡然し九谷新田
の秋谷を過 ぎ,紙=までくると1～ 2段の5仇段丘が廟箸にみられ ,10m段丘 もみることが
できるOこの辺少壮すでに吉備高原がすぐそばまで迫ってきて,山は切b立ち,蘭に行くに従
い,吉備高原に,はまった深い谷底にいることが自鮒 こ永知されるのである｡
(3) 盲備高原上 の御沖町
既視で述べた上うに,御津町は青仰高原の中に在b,西部は晩幼年期 ･早壮年期位にあた9,
架へ移ろに従い,壮年期から従凧 也形に75っていくoそして特に平岡西のあたDは花尚岩JEのた
めナっかb浸執され,丘陵状を豊している｡然し四部は投蝕冶姐の若い書備高原が,深い谷を伴
なって存在していて,特に足守川の頭部没蝕による日蝕谷は大規模なもので,その谷蚕に立って
見下すと.まさに雄大そのもの-Cある｡
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A)御幹町西部から中部へかけての吉備高原
御幹町函端部の虎倉から鎌田にのほれ 町境を本陣山 (445ldm)を経て,勝尾･さらに七二
本木山を過ぎて手短原-のコ-スをとってみたO登り口の虎倉は両側に 500 - 400mの山
が々そびえ,比敬的若い昔備高原の谷底のような場所である｡登山道は傾斜が急で･すぐTを
Ⅴ字形の谷を刻む谷川が流れ,所々に滝をつくっている｡吉備高原夜蝕の初期段階の谷であも
頂上近くに75:ると一段と息夜道になるが,それを過ぎると息に平卿こな-h7典啓と7-k皿と畑が
呂に入る｡その余Dの変わbようには驚くo谷頭には谷川の水を利用した水田が見られるが･
谷頭を過ぎると,たばこや,7レクサドリ7種のマスカブトの温室栽培がみられる｡標高は約
450 mで城田というところである｡夜飯輪廻でいえば晩幼年よD,むしろ早壮年期ぐらいで,
平坦両は広い程ではない○
敢田の平担面を
叔=よbのぞむ
民家絃ほとんど全てが小型自動車を持っているが,これは平地と高原を結ぶ運輸交通手段とし
て欠かすととはできないものであD,決してぜいたく晶ではないとのことである○車が手に入
らなかった当時のことを思えば.近代化されてきている○この敢田のようを所は,土地も余b
広くなく,多くの面で不利な環境をもってL^るため,珪藻も自然,果樹栽培をどの利回りの良
いものに移行して重た｡夷際,御酔町の大部分を占める吉備高原の開発のためにも,これが有
効的であることは否めなho立田に限らず,高原上の零細出家をこれから発展させてL^こうと
いう際.換金価値の高い作物の栽培を重視しなければ東通するt.とは必至で,いつまでも旧態
然としていてはいけないことを,曲民各自が良く理解しているよ5であった｡さて鼓田から標
高約 400m の平温苛を古川まで2Km南下するのであるが,その途中,赤土層が道に沿って露
--le)-
出し舌痛由原らしい｡また山砂利Atiもみられる｡円転の大きさは直径 1- 2L7n春慶で鈍さ壮中
位で与る｡剤 l肘近虹姑がひんはんにでて,故作物を荒すため,その防き･1VC頭を痛めている
現状であるO古川から勝権に行く途中の適は意外に地9易く傾斜比かなb浸やかで,｣=b下D
の/J､径かすっと挽いている｡急に目の前が飽け九時,足守川のつくる振大を乾蝕谷の光景が目
に入る.その規模は悲憤以上i/C大規模で, 100万年以上を･1†干したと思われるo
谷軸には,水田がつくられ,谷の鷹はずっと遠方まで水田であるOこの吉備高原上を歩いて
いると,畑と水田がかわるがわるにIJtわかて興味深い｡このような雌大な頭部臣蝕の跡を眺め
をから,侠高500m位の勝梅にくると,急を浸幽谷はみられなくなる｡勝馬は僚底は低いれ
平坦面の上にあるからであって,勿論,少し北か南に歩けば没蝕谷がまた現われてくる｡勝馬
の粂熟は,比軟的まとまってか9,戸敵もかt.:少ある｡小型 トラクターや′J､型乗用甲をもって
いる家も参って,生活の苦しさというものは,引きと感じられない｡飲料水は,もちろん井戸
水で,その水紘モーターでくみあけているれ 水食は余b良くなく,一度沸かして飲んでいる
似合が多いようである｡水EBもみられ.その癖概はため池が王となっているが,他に谷水も使
用している｡果樹比重士少数培されておらず,かわDに粟や推たけの栽席がみられ,山滞V,感
じがするFyTである.平坦面は,故田よbかなb狭 (なって去,少,この他向は宇垣原忙近すくに
従って曲者になってくる.つま9,よb綻版地形への推移を示しているo
膿尾から1Km歩くと,十二本米山に着 く机 この山の北側には,ロック･ストローム (ftock
strom)らしい跡をみるととができる｡
(a)十二本米山の北側tq:みられる徽地形
十二本木山の北側に,花村的拓地に到る山の斜面に治って,直径 1m位の岩石が一列に上方
につらなっている所があるO これは少なくとも,周囲の顔境とは異なっている.
ロ,ク･ストローム (RockStrotn)比氷河作用の結果,生する地形である.
中国山地の水内eJ有無については,種々の意見かあb未だ解決盲れていない｡氷河説には二つ
の説があって,中凶山地には氷河そのものが有もしていたとするものと,氷河そのものは存在
しなかったれ 周氷河が存在していたClでfATL.いかというものであるbそこでもしロック･ス
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トロームが確認され九は ,ダ毛くとも周氷桝の存在が確かめられるのである｡然し,これには
ヰ門的な調査を緯たわはならriいO
(Ll)LEl 砂 利 層
御津町の高原上(･r_紘 .帯状に山砂利府がみられるBその最も顕著をものは ,擢部町から金Jl
の妙見山の薗斜面i･粍て ,学者峠へ到る一連の帯状の地帯であるOさらに ,亭甘丙の飯EBから
古川-行く平坦面に若干みることができるo山砂利と絃何かとL^う開港についての解決は未だ
をさilていをい.
山砂利といっても大′ト様々あb,分耕作用が悪 く,川によって生じたものであるという説や,
氷河作用によったものではないか として ,低地氷河の夷在を仮定する説もあるoレげ れにして
も起源は古く,少75:くとも氷河時代以前に逆の摺るO山折 り屑は ,現在 ,D-T眉に位思する
ことが知られている｡鹿部から,辛香峠にかけての等高線間隔を調べてみると,その筒状地帯
は ,比我的広く.両側の山地よb低平を楼傾斜の山地であb,かって,岩石を円撫化させるに
足る投蝕刀が作用したようにみえる｡
(Dl断 屑 線
御津町にみられる断層感の顕著をものは五つある｡一つは久米南町から鹿瀬を経て ,′｣咽 ･
足守町へ抜ける南層一北東に走る断胤
二番目と三布目比柵原から笹部で二つに分かれた勝尾を経て足守町-抜ける断層襖と,古川
75億 て竹薮へ虚ける断層船である｡四番目は烏越山の酉斜面を通 って旭川沿いに南下し,野 々
口にいたる断層で77_番目は銘瓶峠から上ノ山を経て,大月へ抜ける断層静である｡
(EI東 北 部 の 山 地
御揮町の東北部は,島越山の粘板岩紫の地史 を境 に しその東部 は一面 .花南岩質の地質
か らできている｡そのため ,風化没蝕が穣めて容易にすすみ ,低いなだらかを丘陵がつづいて
いるo新庄の西谷では ,仙高寺山からのべデ,メソトがみられる｡
写兵の旗には上方に亜円段をみることができたoこの付近比 ,谷水がえにくいため ,ため池
･ l が多くみられる〇
新庄川の水の便Rない所では ,このため
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〔仙高寺山のべデ1メソト〕
池による軌掛でたよる他はたいのである｡
交逸も,御倖町同部の場合と比べると問題
に在らない程よく,不便は全く感じない｡
央静のほとんどが氾濫腰上か又はそれ上D
/Pし高い所に ,新庄川の淡い谷に沿って在
るからである｡
(浅野 挺-)
第 2節 気 候
1･御津町円の岡山地方気象台のデータがないため.町の北と南の福渡と岡山の気象データを,津
山も加えて,ここに赦せる｡
2- 2 オ 1表 昭和 5 9年 (岡山地方気象台鞘へ )
津■ 山 福 渡 岡 山
平均気温○C 降 水丑 hEDE 平均気温-C 降水丘 pz流 平均気温■C 降水丑 hLgL
1 月 4.0 96 一.5 95 4,8 70
2 月 2.6 74 2_7 85 5.0 75
5 月 5.7 78 5 7 -65 6▲4 51
4 月 1占.占 281 1d.8 177 17.1 142
5 月 18.8 68 1a 1 81 1& 1 4?
8 月 20.9 225 21_1 195 21.2 171
7 月 2占.8 289 2i 4 10(ら 27.0 156
8 月 27.9 98 27.6 110 28,2 84
9 月 22.8 205 212 224 25,3 175
18 月 15.8 92 1i 4 105 16.5 102
11 月 9.1 71 10,1 65 10.1 50
12 月 5.0 22 5.6 19 5.9 14
2-2 オ 2表 気取 および降水丑の差 (昭和59年)
津 山 気湿差 降水丑差 福 枚 気泡董 降水丑差 岡 山
1 月 / -0.5 + 3 / -0_5 + 25 〟
2 月 / -0.1 十 9 / - 0.5 -8 /
5 月 一ク 土 O 十 15 〟 - 0.7 + 14 /
4 月 ノク -0.2 十24 〟 - D.5 +55 〟
5 月 〟 -0.1 十 7 ◆ 士 0 十 12 /
6 月 / - 0.2 +SD ク -0,1 +22 〟
7 月 ･ク 十 0.2 + 185 ◆ -0.4 -50 一ケ
8 月 〟 +0.5 - 12 Q -0.a +26 ク
9 月 / -0,4 -19 〟 -0,1 十 49 /
18 月 / - 0.占 - 15 ◆ -.0.1 + 5 /
11 月 / - 1.0 十 d 〟 士0 + 15 〟
オ 1表は津山･
福渡･岡山の各
月別の平均気温
･と降水丑を配し
たもので,オ 2
表は,同地の平
均気温差を記し
たものである｡
岡山と福渡とを
比較してみるt,
気温では, 5凡
6月, 10月, 11月はほとんど差がみられない｡むしろ, 1月や 8月あたりの方が此軟的差が
みられる｡福渡の方が岡山より若干低温であるが, 1°Cまでの差はなく,せいぜい8･7●Cにとど
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まっている｡
降水丑では岡山の1.117nLnl'こ対して福渡の1,285nLntと, 1日 Hunの差がみられるoこれが
岡山と津山では,岡山の1,117nLnlに対して津山の 1,517hmと400m〟.q)差がみられるoこれ
は,平野部の岡山と山間部の福渡 ･津山のかなり特徴的な気候の差異であるoすなわち,北部の
山尚部へいくほど,両立が漸次多くなる鞍乗がわかるo
次に,御津町の五城にある営林署甫畑調べの昭和 59年のデータをあげるが,これには平均気
温が測定されていないし,数値も正確とはいえないかも知れないが教少ないデータとして一応と
りあげることにした0
2-2 オ 5襲 昭和 5 9年 五城営 林署首畑調べ
＼､＼ 気 温 ○C 降 水m hm子.T!-i匪 卑午 前 9時 最 高 l J止 低
1 月 -0,2 10,2 - 1.5 74 70
2 月 - 0.2∠ a2 - 2.1 75 77
5 月 5.2 12_7 - 0.2 70 52
4 月 14,2 25,5 ll,5 72 155
5 月 1d.7 2占.5 10.5 ム5 49
ム 月 19.a 27.5 15,A 70 214
7 月 24.9 51.5 21.9 74 151
8 月 26.7 54.5 22.8 75 111
9 月 21.8 29.0 18,7 85 224
10 月 14.5 22.5 10.4 81 112
11 月 ll.A 17.2 4.1 85 57
12 月 2.a 12.1 - 0.4 Bd 17
この表の全年の雨丑は 1.28 7枕であるが,これはオ十表の福渡より少し多いが,これは,普通
に考えれば岡山の1,117nmと福渡の 1,285沈nlの間の数値が出て当然なのだが,これは剰姪の
誤差や不正確さによるものか,又は,山他部では同地域でも場所によってかなり差がみられる｡
たとえば,山の風上と風下ではすでに雨丑の差がみられるように,いろいろな要因に左右される｡
さて,御津町は,岡山と福渡のほぼ中間の気候であることが大体わかったが,さらに御津町PE5-
の場合について考えていくと,特に気温が町の北部へ行く程漸次低くなっているかといえは,そ
うとはいえない｡
津山線にのり,牧山と野々口の間にある トンネルを御津町側に抜けるとそれまでみられなかっ
た根雪が冬にはみられることがよくある｡
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の塀界はかなりはっきりしている｡
地形のところでも指摘したように御軸町は周囲を高い山にとりまかれ,盆地状の地勢をみせて
いて,その盆地の中と外とでは気候も追いをみせるのは当然である｡このように,岡山から御津
町への入りがけと福渡への入りがけの建部町付近を境にして,掛 こ気温の差が大きくみられるよ
うである.町の中央部の盆地底では夏はかなり気温が高くなるがl町の西部の高原上では25oC
を越えることは少ない｡御津町がこのように盆地状をなしているということは,盆地として特有
な塩鮭牛歓喜,日錬差が大きいことを忘れてはなるまい｡
そこで昭和59年の岡山と五城の気温の日蛤高良低気温を別にとりあげて比較してみる0
2- 2 オ 4表 岡山 と五城 の救高 澱 低気温 (昭和 59年)
岡 山 五 城
日長滴気温'C 日恩低気温●C 日杏高気温○C 日量低気温'C
1 月 10 0.1 10.2 - 1.5
2 月 ‡ 8 - 1.1 8.2 -2.1
5 月 ー2.5 8.4 12.7 --0.2
4 月 22.4 12.5 25.5 ll.5
5 月 25,5 12_2 2占.5 10.5
占 月 26,5 1占.占 27.5 15.6
7 月 51.8 22.9 51.5 21,9
8 月 55,占 24,1 54.5 22,8
9 月 28.1 1?.5 29.0 18.7
10 月 22_0 ll.8 22.5 1ロ.4
11 月 1710 4 17.2 - 4.1
これをみると明らかに玉城の方が岡山より,ほとんどの月に糾 ､て気温の敏美の大きいことがわ
かるし,また,年徴差も五城の場合の方が大きいことがわかるo
岡山と五城の地勢の項境が異なることにその原因があると思われるo
こういう窓味においては,岡山と福渡との中間的な気候だと一概に決められないであろうoあ
くまで山に紺まれた盆地状の地であることを考慮しなければならないoまた町の西部の高原状で
は気温,而立についてかなり逸ったものであろうし,谷底平野と高原上は別に測定されなければ
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ならない｡
御津町には諺が多く発生し,午前中の日照時間が不足するため,作物は被音をこうむるo掛 こ
は固有名詞がついていて.諺の多いことがよく感じられる｡旭川流域において堤も零が多発する
ところは周伍である｡福渡などよりずっと多いo
初席は平年は 11月8日頃だが最早降霜日は 10月末にはもう降りているo最遅降柘日は 11
月の末日と最早時期に比して一月の差がみられる｡
また,箱.の終るのは鼻も早くて 4月 1□日頃,巌も迎くて 5月 1□日頃でこれもまた一月の基が
ある｡平年の終局時期は4月 20日頃であるo
降霜期間は 170日が平年の期間であるo
風は.谷底にはかなり卓越した恒状風が吹く｡掛 こ冬は辛甘川の谷にそって西北西の風が強 く.
柿の木の枚が風のため,一定方向に曲っていて卓越風の方向を示しているo春雷はほとんど東風
が阜越し.秋から冬にかけては北または北西風が卓越するo叉,山胤 谷風がかなり顕著で,夏
の夜山から下ってくる谷地風の冷気はまさに快い｡そもそも山谷風には,山側風と谷地風があり,
前者は山の側斜面にそって吹き上がり吹き降りるもので.後者は谷地の気層の全体が暖まり,叉
は冷えてかこるものである.山側鳳と谷地胤の 1日中の変化をみると,日出時は谷上から谷下に
かけての山側風と山の傾斜面にそって吹きあがる谷地風,午前中は山側風は止み,山の傾斜面に
そって吹きあがる谷地風が対流する｡正午には逆方向の山側風が年じ谷下から谷上へ吹きあがり,
吹き上がっていた谷地風は,山頂を過ぎて比軸的強く吹く｡正午免 吉備高原の浸蝕谷頭に立つ
と吹き上ってくる風が快いのはこのためである｡
午後になると谷地風は止み,谷下から谷上へ吹き上る山側胤のみになる｡夕方になると午後から
の山側風に加えて,こんどは山上から谷底に降りる冷えた谷地風が生じ,定において.谷底の住
民は大変過ごし易くなる｡夜半前になると,山側風は止み谷底へ降りてくる谷地風だけになり,
非常に涼しい｡夜半になると再び谷上から谷下への山側乳が生じ,谷地風は依然として残り,真
夏でも寒いような感じを受ける｡
日出前になると谷地乳は止み.谷上からの山側だけが残る｡
御津町には吉備高原のつくる畏蝕谷が特に西部に多くみられ,以上のような山谷胤がかこり易
く.住民の夏の生活は日中はとても暑いにもかかわらず.夕方以降は,非常に楽になっている｡
さて,金川には昔から雷が落ちないというノンクスがある｡これは地形的な面からいって科学
的に丑付けられるoすなわち.金川は.旭川のつ くる谷底にあり.まわ りより低い地になってい
るからであるo結局,御津町は瀬戸円的気俵と円陣的な気候との推移点にあり.その盆地状によ
るが故の特徴と.i,西部の高原上と谷の気候を併せ備えたかなり複雑な気候をもっているといえる｡
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御津町の気候で現在わかることは以上のこと位であるが,吉備高原上と谷底との比較,さらに
谷底から高原上の気温,降水丑の変化の推移等を詳鰍 こ調べれば興味深いだろう｡御津町の南棉
に舟高を誇る金山 (海抜 499･5刀7)があるが,ここの植生には興味深いものが多く,県北にし
かみられない高原性の植物もみられるという｡適当な資料が不足しているため,気候は一応ここ
に留めてお くことにする｡
(浅 野 健 一)
第 5節 土 地 利 用
1, 土地利岡の現況
(1) 土 地 利 伺
耕地率は県平均 (1715序)より低 く,田 97519ha,畑 142.2ha,樹園地 80.1ha,
その他5ha,計 12012血 で9.9年であl)山林率は非常に高い0
2-5 才 1衰
区分 耕 地 .'tF:
田 虎 囲 地 畑 l計
毛田 毛田 禰し硬を田 小雪† 果樹園 慕嵐 莱園 その他 小 l吾十 普1過畑 その他 小計
両税 ha407.9 5占7.0 1J】 9759 88.1 - 1.2 lB 85.1 142.2 142～1,201.2
比率LS) 41.8 58.1 0_1 10081.2 9ふ4 1.4 22 1【〕07. 100l 1tOOlll.8 100,09.9
区分 草也 山 桝 林 宅 些｣ その 令計
国有 公有 私 有 林 計 住宅 工場数 計有 部落
林 林 林 有柿 地 也 他
面 441 1,157 12占 dJ]9占 1,431 87?a ･114 5 117 19.18712p71
法 典菜構造改善ZB菜箸t面響 昭和 58年5月
水田は本地域の水系が旭川水系であり,地域の東部を流れ,中北部を酉東に耳流する字甘川,
西旅する新庄川を金川T･,又,東旅する三谷川を幸恵で,それぞれ旭川に合流し商流している
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Zl3 第 1回 農 業 丁也 威 区 弁 E]
ことより,辛垣,字甘,伊田,新庄地区に分布しているo 平時における猶慨･排水には支障は
ないが,特に宇甘川水域においては, 7月から9月にかけて干魅による草書が多い｡描浪岡水
は,それぞれの河川より集水又は揚水するもののはかは, 470個の溜池で催概されている｡
旭川流域は以前は畑であったが,大正中･末期までに用水路ができてから水EB化されたoそ
れでも,河瀬 ･草生などの一部は水EB化されていない.昭和9年頃の水等を契機として,旭川
流域では,河瀬･川高 ･国ケ原などで耕地整理が行われ,以前よりも水田は増加している｡し
かし,草生では排他整理が行われず,米の秋落地帯となっているO
昭和52年,御津町要改良耕地図を水稲に関して菜わすと次のようになる0
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tも
主な秋落地帯は,草生･河円 ･国ケ原,そして辛甘川流域に,排水不良地帯は字塩地区と伊
田地区に,冷水浦瀧田は紙=以西と町北東部,その他山間の天水地帯に点在しているo天水不
足地帯は主として字甘川流執 ならびに山間の天水地帯であるが,字甘川流域は河川の改修に
ょリ,開排水路を設けて早等を防ぐ努力がなされている｡ しかし,天水地帯あるいは老朽田,
漏水田恥 狭少な海池と水路の不備な所が多い｡秋藩の要因としての土地そのものによる所と
して,久師弗 ′トEl,天満 ･九谷 ･宿などの浅耕土の分布を示す地域があるoこれは中部の水
田地区には見られず,山PEb部の水EBに多い｡反当収丑は御浄町全体で昭和 57年度では2･5石
であI),県平均2.4石よりわずかに高い0日は昭和 40年をさかいとして二毛Elよりも-毛田
が多くなり,稲は水稲がほとんどで,陸桶も栽培されているが全体の015啓である｡
次に仏 経面概 142haで耕地市税の 12かこすぎず,全土地に対しては 112率と非常に
狭少である｡戯田,花村開拓地 .大坪の如 く,高度 508の以上の地域で畑作が行われている
所のはかは,草生 .紙工 ･中畑 ･佐野 ･原 ･小林などの山林と水田のFEIhの段丘あるいは傾斜地
を利用している.畑作物は,麦類,芋類,野菜,=芸作物といろいろあるが,とくに目を引 く
のは鼓田を中心として,紙工以西のタバコと,他はじゃがいも,たまねぎ,西瓜春慶で,全体
的には自給されているにすぎない｡昭和 40年のオ 1次生産板をみると,米が全体の50飾,
畜産 15率,果物 15帝,次に野菜の 7%,以下コ:芸作物,糞数と続くのであるが,畑作物と
しての野菜の存在は,たまねぎ,西瓜 つぐねいも等に負うところが大である｡
働園地は全耕地の 7帝で85･lhaであるoそのうち果樹園は8D.lhaで働園地の96.4
啓を占めているo果樹園は吉尾,大坪,久保･中泉 ･新庄 ･田谷 ･そして土倉 ･花村両開拓地
などに分布し'ブドウ栽培が中心であり,他に,梨 ･桃 ･柿がわずかにあり,梨は大坪,桃は
野々口･伊田･平岡商など,柿は各地に散在という形である｡ブドウは,成園 ･未成園合わせ
て55ha ･その事 ;温室ブドウであるC温垂ブドウと露地ブドウは,当町全体としては並有
ということができる｡塩基ブ ドウの卓越している地域は,大坪 ･吉尾 ･国ケ原 ･伊田･草生,
そして,字甘西 ･東の両地区,露地ブドウのそれは,河瀬 ･小田地区である｡温室ブドウの卓
越している地域は当町南部のいわゆる市部果樹地帯に多く分布していることがわかるo温室に
よるブドウ栽培は非常に集約的であI),その導入は昭和 2-5年に 菅尾 と乎虚 - , 遅れ
て国ケ原 ･十谷へ そして,昭和 10- 11年から加温が始まった.導入における土地利岡の
変化として,吉尾では米 ･宏一温室ブドウ,国ケ原では畑→水田-温室となる｡以上は平地に
おいてであるが,山間部に卦いては大坪 ･相越で昭和 12- 15年にかけて,梨 .桃-温皇ブ
ドウの型を･戦後の飯田では,クJ,'コ→温室ブドウの型をとっている｡この鼓田では,栄.麦
→温室ブドウの型と適って･同じ換金作物から換金作物への型をとっているoすなわち,ここ
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では, タバコとブドウの共存であるo昭和初めの米･麦から温室ブドウ- , 10年代の梨 .桃
から温室ブドウへと変化し,槻後ついに,安定した価格で,労働生産性は高くなかろうが,土
地生産性の比吸的高いタバコが, もっ.とも解約的な良法を要求するブドウ攻塔へと射 ヒしたO
温室ブドウはまず平地に入り,執山間部Iこ輔入され,晶質では山間部の方が平地を上廻ってい
る｡
草地は44haで全土地のa4頭であり,特に字甘川流域に沿う旧字甘西村に多く,採最
放牧地として利岡している.
山林は全土地の 72.8啓を占め.その両恥 ま8,790haであるo国有林は加茂山包有林･
奥山国有林 ･城山国有林 ･種山国有林であ(),山林面概の 15虜を占めるo国有林は大国から
猿野山にかけてと'確城山にあり,山林面功の1･4車である｡部落有林と私有林はそれぞれ
16･5多 ･69･4序を占め,馬橋峠から十二本木山を境に西に私有林 ･束に部落有林と私有林
というように分布していふ
昭和 40年度の人工林は202ha,天触林,･422ha でその割合は手と割合いに副 ､O
この1年観に新殖した廃家は 145戸で.両横 26haである｡林産物の総売上金額別鹿家数
をみると, 1･59占戸のうち1,568戸 (8占帝)は林産物の販売はをh o lO万円未満･
10万- 50万円がそれぞれ 182戸 (11･4車)と41戸 (2,占帝)を去め, 50万円以上
に当たるのが5戸あるが,山林は下刈り･放牧 ･薪その他聞材として利用されている｡当町の
林産物で注目すべきものは柴 と椎茸がある｡粟雀堵面掛 ま現在85ha,生重臣14.750五g
である.耗培地城は字甘西 (80多),宇甘東 (20多)地区に限られている｡椎茸は山粂･
田谷地区･天満･勝尾 ･草生･伊田 ･中山 ･河内 .大鹿と地域が分布している｡天満 ･九谷な
どは粟と椎茸の両面にわたって栽培を行っている｡山物部の南向きの山の傾斜面に椎茸,北向
きのそれに粟を栽培している例として上の二地区が挙げられる｡しかし恕 ;ら,林産物買上げから
言えば,特殊林産物としての栗,椎茸,せつたけ上bも,素材 .節 .木炭の売上げの方が大であるO
宅地は,住宅地 ･工場数地含めて 117hD で全土地の1かこ当たる｡町の中央の金川は役
場 ･学校 ･農協 ･商店等があり町の中心地であるo■家屋は,金川 ･野々口･草生などの国道沿
いに密集している｡又,字甘川耽竣 ･新庄川流域の開けた水田地帯となっている享甘 ･中泉地
区と伊田･新庄地区･あるいは,山間部に入りくんだ天滞 ･九谷 ･そして手短地区,さらに,
故田･大坪のような高原娘落とかなりまとまっている｡いずれにしてち,旭川流域の国道と鉄
道が平行して走っている地奴に工場 ･宅地が換っているといえようO
(A)大坪の土地利開
集落の前方Iこ山林･水田･温室と続 き,背後に温室ブドウ･梨を栽培しているo水田への
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開水は,溜池･天水に執っているQ
写真 1, 大坪の土地利用
温室ブ ドウ
2-5 才 4図 大坪の土地利開
(2) 規模別農家戸数と専棚 家
昭和 59年匿の経営規模別段家戸数を表わすと次のようになる｡
2- 5 才 2表 経 営 規 模 別 出 家 軟 (19占4)
ナシ ,温室ブ ドウ
区 分 507-ル以 下 5D～50 50-7070-looleo-,150一eo-200-200-25025D以上 倉 吉†
鹿 家 数 555戸 511 515 457 127 1〔】 1 01.957
注 御津郡曲家調査表 (御津町)
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経営規掛 ま5Daから1000に平均して分布しているo当町の控経営耕地面秋 110･2250I
総鹿家戸数 1.9 57戸で 1戸当り560となり･経常規模は小さいo経営規模の小さいことは,
当町がブ ドウ栽培その他園芸作物等の栽培による 労働の典約化の匿合いが高いことを示すo
しかし,経営規模が小さく'良薬所得が低いことはI尊英及び兼業別農家戸数とも通じる所が
ある.次に,良家の噂井及び米菓別鹿家戸数を示すと下表のようになる0
2- 5 オ 5表 兵 家 の性格 区分 分数 (1964)
区 分 専 菜 オ 1秤灘業 牙 2棟耗桑 合 言I
鹿 家 数 281 818 858 1.957
琵 御弊郡凝家馳査表 御 津町)
上の表を昭和 57年鑑a)と比べると,組 家教 2,055戸,寄集農家 447戸 (22･0飾)I
オ 1社報集鹿家805戸 (59.8飾),オ二種兼拙 家 78 1戸 (5a 4年)から上の表のよ
うに変化していることがわかる. この脚 こ曲家は 76戸,専業農家は 16占戸と大幅に族少し,
オ 1笹 ･オ 2種兼集農家はわずかに増加している笹匿であるが,その割合は,オ 2種東巣虚家
が牙 1種兼兼農家より多くなっている. 1粍良家は50a- 800の経営耕地をもっている及
家に多く, 2種農家は500以下のそれに多い｡又,戯産物総売上げ金額規換月椴 家戸数は牙
4表のようになり,放家の 1割弱は販売がなく,20万円未満が全休の 7115飾, 2D万円から
50万円が 25.5車, 50万円以上が ま1多となり, 2 0万円未満の虚家の全体に占める割合
は非常に高いoこれには自家消掛 ま含 まれていないとしても,農家の収入は低いので,必然的
に米兵化が進行する.兼英は,林巣 ･土木 ･その他自営米英が主で,凝集だけに従前するのは
20- 25オに 1番多く, 1占～ 40オまでに多く分布しているo及菜を主としているのは,
25オ以上に平均して分布している0
21 5 牙 4表 座 産物 総 売 上 げ金額 規 模 別 盤 家数 1964
区 分 士 5 7 合 言†I賢 ㍗ 5万円未 満 5 ～1_0万ヨ10-2 万円 20-5万円 50-万円 0-7 万月 0～1 万円 10万以 上
鹿 家 数 197戸 219 488 502 525 188 54 18 8 1,957
注 御津郡凸家調査表 (御沖町)
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(5) 主要作目 6基幹作目を含む)の生産状況と点薬生産の動向
2-5 オ 5式 主 要 作 目の生 轟 状況 (昭和 57年)
作 物 別 栄 麦
種 別 関係農家数 作付面郁ha 生 建立 i 閑職 家数 !作付面&-ha 生 産丑 f
1,98 2 i 925 5.4占1 1.725r 592 1,058
作 物 別 温 室 ブ ド ウ 鵜 卵
種 別 関係鹿家数 作付両横 が 生 憂丑 f 関係姓家数 飼肇羽数羽 生産 見 よ
江 迎井併進改曹轍 計画督 58年5月
昭和57年までは,裳を除いて他は僻邑剛こ伸びているが,温室ブドウと鞄卵は米の漸進的な
伸びに比べて急速である｡しかしなが ら,昭和 40年ではブドウの作付面Ll(.は増加しているが,
米 ･衰 ･鼎卵は淑少している｡姓薬生産の動向としては,増反され る作物は果埼 ･野菜 ･飼料
作物 ･叔少され る作物は麦 ･雑穀 ･豆 ･いも頻である｡増加する家畜は乳牛 ･豚 (昭和 50-
57年にかけて叔少したが, 40年までに増加) ･狭少する家畜は役肉用牛があげられる｡特
に著しいのは温室ブ ドウで,昭和50年に比べて昭和 57年では2.889倍と作付面私が増加
していることである｡
2. 言† 画
土地刺開計画は,昭和45年を日額の年とすると牙 d表のよう･になる0
2- 5 オ d表 土地 利 開計 画 (昭和 45年)
区分 耕 地 牧 野毛Bj 毛班 小吉I 果据園 秦園 小舌† 普過畑 その他 l ′J､吉†
面 柿 ha 592 454 84占 299 299 154 ｣ 15占 1.28ー 50 57
区分 山 林 t 宅 地 その他 ∠ゝ【コ吾十国有蘇 公宿林 私 有 膏† 臣宅也 工場敷地 計私有林 部落慕
荘 御酵町姓秦振興計画 :昭和 57年 5月
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これを牙 1表と比救してみると,耕地については田･畑の淑少,倣園地の大幅な増加が計画
され,耕地全体としては増加することになる｡田は 1毛田よ')2毛田が多くなり'水稲畿培の
後の姦作も以前ほどではないが,まだかなり行われるo樹園地杜果倫園がほとんどで' 57年
の 85.1haが計画年には299ha と5.16倍になるOこれは, 57年の耕地に対する両統比
7渉にくら-q 計画年のそれは 15.5帝になるOこれは,当町が曲茶棚温故巻繊 によって果
樹我培,とくにブドウ栽培に安定軸 家の増加を計画していることを示すO山林は国有林の
就,i?,部落有林の増加が計画されているO宅地は工場敷地の増加にともない増加するo以上が,
オ 1表 ･牙 占表の比敏による概説であるo
御津町の曲集の長期構想は, 1. 水稲生産性の向上Oこれは両怖地帯の旗産村地帯で秋落水
田が多く米の反収が低という現状を弔排水施亀 土地改良によって束服するoそして, 21姓
集の適訳的拡大｡ これは,温室ブドウの増反 ･増収,籍地ブドウの増収･施設野菜の導入と野
菜作の振興 (トマト･キュウ1)･イチゴ ･タマネギ･･) ･粟 ･しいたけ栽培 ･畜産経営の安
定化 , 5. 安定秘薬鹿家の育成である｡
昭和 4 1年計画の水稲娯EB哉培を牙 5園によってみると,上村 ･草生･富谷など辛甘川 ･旭
川 ･新庄川流域の開けた水El地帯に集団畿培が予定されているoそして高股上あるいは山間部
の水田ではその分布がみられないOすなわち,割合い広範囲に水稲我培がなされているところに
計画されているといえよう｡
次に昭和 45年計画の鹿産物生産をみてみると次のようになる0
2-3 牙7表 皮 置 物 生 産 計 画 (昭和 45年)
＼ 栄 衰 雑 穀 そさい 果 実 工 芸作 物 わ ら工 晶 畜産物 家 畜生 産 その他
両 税 ha 755.7 272,8 5dD 258.0 -
生資丑 E3 5,617.760 52720 -
江 御津町良薬振興計画 (S･57年)
この熟こよると,米は牙 T表と比べて,面税約 220jw 滅,少. しかし反収は以前の6- 7俵
の段階から8俵と増加,生産丑は上回ることになる.蒙は小安 ･裸麦が主であるが,作付面積
は半淑するO雑穀も同様である｡疏菜は大幅に増加,つぐね芋･トマト･玉ネギ･椎茸と7-
10倍に南牧 ･不敬が伸びる.果実は面歓にして5低 生産額 7-8倍と著 しい発展が計画さ
れ'その主動力となるものは温垂 ･露路ブ ドウである.他に業の増産が計画されている.二】:塞
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作物は大した変化はなく,畜産物は始8日が5,800余 tと以前の 15倍に増加,和牛の淑少'
乳牛の20数所から 400余滴へと増加があるO家育生菅も和牛の淑少,乳牛 ･成鶏の増加が
予定されるo平坦地に近い集団曲地にはl大峨場整備計画がたてられ,大字中泉20ha ･大
字草生40hc ･大字天原 15ha ･大字新庄 20ha ･大字伊田40ha･大字平垣 40ha
の占カ所を計画し,中型励77機及び作薬扱並にコンバインを導入し,省力栽培により労働の生
産性の向上を図り,大型乾焼機を5カ所に設思し,米の晶質向上と労働力の節液を図ることが,
計画されている｡これは,水稲生産性の向上をめざしているものといえようo次に幾家戸数を
経営規税別 薄紫菜別に考えてみよう｡オ 8襲により,鹿家戸数はオ 5表に比べ28戸の叔少
2-5 才8表 予 想 嬢 家 戸 数 (S･45)
専兼美別良家 戸数 経 営 規 模 別 農 家 戸 数
総 戸 数 専 業 オー種 牙二種 ～ 5反 5- 5 5-10 10～15 15～20 20-
1∴929 500 757 875 500 400 800 289 20
任 御津町良薬振興計画 (S･57.5)
で淑少峯 1.4啓,卑巣食家は増加するが,-方ではオ 1種兼菜鹿家の液少,オ 2種米菓姓家の
増加となる｡次に経営観税別鹿家戸数は5- 10反に41･4帝と1964年の49･5飾lこ比し
大幡に減少傾向を示すoその渡少が 5反以下あるいは 10反以上の比率を高めることになって
いるOすなわち, 5- 10反屑の経営規榛の縮少による雑業化,他方では,大規模経営を目指
して,安定寄集良家たる地位を得ようとする二つに分かれていっている｡
(馬 場 敢 )
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第 3葦 集 落
第 1節 高 原 集 落
1･ 高原の集落の-1投的如向
(1) 自然的概 況
岡山県にかいて,あるいは広島県東部にかいて高原における鴫宵を考える場%,いわゆる吉
備高原状の地形を自然的条件としているのが普通であるo書偏高原と称される隆起準平原地物
は,岡山市北部にかいては大体東西に8DKm,南北に50Kmの幅にかよぶ広い地域を占め,高
齢 ま南方に於て5 00m以下で,北部に卦いては600- 700初に連している.準平原面上
には元の汲丘に相当する山頂がところどころに突起している｡この準平原面が最もよく保有さ
れている地域として,特に旭川と高梁川の他に弁いて,約 500m～ 500mの高さに波浪状
の地形をみることができる｡
御津町の高原状の地形もこの旭川の死域で,高梁川との問に位置し,舌痛高原の地形学上の
特質を具現している地域であるといいうる.御津町の地形に変化を与え,又箆菜にも大きな影
唖を与えている旭川は,苫備高原の東部を流れ御津町に入って西方より字甘川を合せ,金山の
東旋よ()岡山平野に出て円海にそそぐo
御津町の高原の典落としては,主として大坪,山亀 飯田,勝島 間瀬をとりあげてみた｡
これらの一般的動向を探究することによ19て,他の高原の攻落の状態もいくらか考えうるので
はないだろうか｡
これらの五つの典藩は標高が 250- 50Cl初のところにあI),風音,水音はみられないが,l
干害,イノシシの等が多く.水田の餅作では難儀な田が多い｡どの部落も御津町役場,駅まで車
で一時間以円の臣融にある｡
(2) 人口の 動措
御津町の高原の範宵に右･ける人口の助きを見るた軸こ表 1をみてタるoこの表からみてもわ
かるように｣投的にめざましい搬村状態を示している｡山空部落では100率,間瀬では占0
帝と,消波枯 あるいはそれに近い柾村状況を示している｡山宅 間親 共に戸数が少ないた
め啓の上からだけ亮附 の傾向を考えるのには充分の妥当性を持ちえないが,哉田で52頭'勝
尾で51飾とこの集落も高翠である｡
商=業,交通,連輪の発展につれて御津町は没村一般としても岡山市という消費人口をひか
えて,経営の再碑庇をはからねはならなかったのであろうo特に=菜,I/ジャ 座ー敷 商菜の
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5- 1 才 1表 戸 数 の 動 態
i 昭和 1 0年 昭和 4 0年 増嬢 の車
鼓 田 5 8 戸 2 6 戸 52%
大 坪 2 D 2 0 0
藤 尾 5 6 2 5 51
山 空 1 5 0 100
注 昭和 10年の数は聴き取りによる｡
昭和40年のかま昭和40年姓家台帳より作成｡
めざましい発展は蝕村から働きざかりの若年層の労働力を引き出してしまったo
この表で大坪塊啓の離村が全くみられないのは注目に値するであろう.すなわち,御津町の
高原の集落は地理的には似た集落であるが,松村の傾向からは大坪の塊落C型と,山空の集落
の塾とに分けられるのではないだろうか｡
(3)産業,経済における｢蚊的勧向
明治以降,点薬と工薬の分離⊂自給体制の崩壊J,交通機関の発達〔特に鉄道J.都市人口
の集中〔農産物に対する緊要の増加Jなどが,商業的蝕薬の発展を促してきたことは明白であ
るO御津町の′J､点に限らず一般的に小良経営を基盤としながら変本主義の流れに対処していく
方法としては,農産物の商品化という方法の他に労働刀の商品化 ,す表わち兼業という遠もあ
b,事実この方面の発運も苦るしいが ,明治以降の姓薬の発展を特徴っけたものは ,やはb商
業的鹿菜の発展であったといえよう｡又一般に日不及菜の特性では ,過度に家族労働に依存す
る,J､姓経営を土台とするのであるが ,商業的座業の発達につれて自家労肋に加えて,若干の屑
傭労働刀を使用する′｣､賢不主葺的経営もあらわれてくる｡そしてこのようを上層段と下層姓 と
の間に性虚業経営にも相連が見られ ,前者は専業化 ,規模の拡大 ,果樹 ,工芸作物などへの依
存度の強化 ,とvlう傾向に対 し,後者は煎薬化 ,副業化への傾向を強くしている｡
これらの商射 勺点薬の発達にともなう鼻薬経営の｢投的傾向は,御津町の場合にも津高町
赤坂町 瀬戸町'など県南職 的農薬を主とする町村とともに,その僻徴の苦るしくあらわれ
ている町であると言えるのではなかろうか )
まず.耕作面鼓を水田と畑に分けてみると,次の牙 2表のとおりである.
五貿商の耕地総面掛 ま= 8反で,一戸平均の皿は▲5:a8反 となt).御津町全体の田の平均
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5- 1 才 2表 耕作両横 と畑作率
戸 数 耕 作 市 税l 臼 の 平 均 畑 の 平 均 畑 作 事
御 粋 町 2.096 ll.924飼 4.65飼 8,75伝i 112愉
立 田 55 215 4.48 1.97 50.5
勝 尾 29 250 7.62 1.00 ll.占
間 瀬 2 1占 7.00 1.0(〕 12.5
大 坪 20 139 4.90 2.05 29.5
山 空 7 50 5.14 2_00 28_0
荘 昭和 40年出家台帳より作月払
4.占5反よ.)はいくらか多いが遜菜規模としては大きい方ではないo畑作は五つの部落の平均
が 1.6占反で御韓町全体の0･75反よりは約2倍強の広きを持っているO畑作翠では御津町全
休で 1ま2帝となり五部落ではその平均が 22J 車となるo中でも謙臥 山亀 大坪集落はそ
れぞれ 50_5多, 29.5多, 28飾となって高原の集落としての特性をよくしめしているoこ
れは吉備高原に卦ける集落の共通点で田地よりも畑地から得る収入に比互が大きくかかってい
る｡しかしながら,畑作の塞が商いといってもその耕作面萩をみるとこれらの塊常では 1-2
反ほどで畑作の収入のみで生計が立てれるわけではないO
この中では,大坪集落は,果樹扱培を盛んに行っているので野菜故皆は殆んど見られず･も
っぱら果樹栽培による現金収入にその経営の中心があることは,大きく問題とされるところで
ある｡
勝尾では水田の割合は762反で畑作率は12･g帝と比殻的畑作輩が低く水田農薬が中心で
ある｡
次に銘菓蝕家数のようすをみると'オ 5衣a)ように御津町全体の漁業峯は, 7ま7帝と非常
に兼菓率が高いOこれは,自家労働による′ト経営点薬に付随してあらわれる労働力の商品化で
ぁるが,ことに牙一種洗薬農家が 1･D1l戸と卑菜良家教の 2倍弱を示しているO
ところが,高原の鶴落としてとりあげた五つの集落の洗 薬翠は,御津町全体に比較してはる
かに低く,束英軍は27帝弱である｡
哨 兵l店員,人夫'臨時L などの兼兵としてある一億 の収入を得るには,家から通いう
るということが大きな条件となるoこのことの不利な高原の年商に如 ､て･典薬を補充しうる
には,若年層の都市への出執 あるいは水田点薬と並行 して商品作物の栽培による収入に振る
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511 才5表 経 営 規模 別卑衆桑 戸数
経 営 規 模 戸 数 専 菜 兼 集 エ 米 菓 Ⅱ 兼 薬 客
5 反 未 満 占 4 0 2 55.5帝
5 - 5 反 10 占 5 1 40.
5 - 8 反 57 28 8 1 24
8 - 1 町 25 16 占 5 5占
1 -ー 1.5 町 12 12 0 0 0
五 部 落 計 90 dd 17 7 26.7
御 津 町 全 2,096 552 1,011 555 75.7
注 昭和40年必家台帳より作成
他ない｡
牙 4表は部嘗別に尊兼集客をみたものである｡大坪部落の米拙 家が 1戸,山空部落の全部
卑菓というのは戸数が少いがある共通 した原因が考えうるのではないだろうか｡すなわち,ど
ちらの袋帯も地理的条件条件が閉鎖性が強いという点で共遜している｡これによる妙齢 ま,山
空喚清では,離村という形であらわれてくることを後に詳しくみていく｡
5- 1 牙 4表 部 落 別 氷 菓 点 家 教
立 田 大 坪 勝 尾 山 王 間 瀬 計
専 業 20 1～) 21 占 0 d6
米 英 Ⅰ 8 0 7 0 2 17
注 昭和 40年史家台帳より作成
次に農薬収入の家計に占める割合を五部落全体についてみた.オ 5衣からみると,点薬所得
90帝以上が57戸で41･1啓,頻菜所得が 90飾～5口車占めるのが40戸で,全体の44.4
序となり,鹿菜所得が50帝以上を占める曲家札 85･6留となる.曲集所得への依存匠は使
いとはいえない｡
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5 - 1 オ 5表 経 営規模別 のL:薬所 得 階層
90飾以上 ?0-50% 50- 104 10帝以下 経 営 規 模
D 1 2 3 5 反 未 満
5 5 ! 2 0 5 - 5 反
18 15 4 1 5 - 8 反
10 15 1 0 8 - 1 町
占 d 0 8 1 一一 1.5町
57 40 9 4 吉十
注 昭和 40年農家台帳
オ d表は五部落全体の現金収入階層を規模別にみたものである｡ 18万円以上の現金収入を
得ているのは5反未満ではわずかに2戸で41戸のものが5反以上である0
5- 1 牙 6衷 現 金 収 入 階 層
10万以下 10-5t)万 58万以上
5 反 未 満 6 0 D
5 - 5 反 8 2 0
5 - 8 反 24 15 1
8 - 1 町 7 15 0
1 - 1.5 町 2 10 0
注 昭和 40年溢家台帳よl)作成
部落別にみた曲集所得の階層を表7からみると,全収入の90啓以上を農業所得に求めてい
る鵠落としてほ,大坪が全農家数 28戸のうち 1占戸で苦 しい｡その次に山空が 占戸のうち
5戸であり,勝尾が29戸のうち12戸で415にあたる｡しかし大坪部落は'果糖栽培にそ
の源泉を求めている家が半数以上で,山空では全部米蒙であり,勝尾では 29戸中28戸まで
米麦中心であって,良薬所得中′Lといっても二通t)の塾にわかれている0
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51 1 オ 7表 部 落 別 点 薬 所 得 階 層
90啓以上 ' 90-50帝 50- 10% 10車以 下 計
飯 田 4 22 4 5 55
大 坪 1占 1 2 1 20
勝 尾 12 14 5 0 29
山 空 5 1 0 □ 6
間 瀬 0 2 0 0 2
オ 8表は部落別の現金収入の階屑である⊃
10万円以下と10万円以上は約半数づつである｡その部落の半分以上の鹿家が 10万円以
上の現金収入を得ているのは,大坪 と勝尾の解 だけである｡
5- 1 オ 8表 部落別 現金 収入階層
10万以下 10-50万 50万以上
銀 出 22 I ll ｢ - 占~
大 坪 占 15 1
勝 尾 12 17 0
山 空 5 1 0
間 櫛 2 L _ O 0
注 昭和 40年鎖家台帳より作成
次にこれら五つの高原の処藩にかける商品作物の状況,家畜の保有,水田執作の概況につい
てみてみる｡
(イ) 商 品 作 物
哉田では米麦を中心とする鹿家が 14戸で.煙草を中心とする家が 14戸.農産物を販売
しない点家が5戸で,他に野菜を版充する瓜家が4戸あるが,これは全収入に占める割合が 2
割を越えない｡
大坪では･米麦を中心とするのが 7戸,果歯栽培を中心とするのが 15戸で,野亀 工芸作
物の我倍は, 自家消費のためだけである0
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勝尾では,米裳を中心とする搬家が 28戸で,煙草を中心とするのが 1戸で,同時に野薬
の販売のある家は8戸あるo発噛哉埠も1声ある机 野菜と同様に全収入のうち2割をこえ
ないものである｡
山亀 間瀬の両銀箔ともに,米裳中心であって,野菜,=芸作物は自給的に栽培されるの
みである｡
(p) 家 畜 の 飼 育
どの集落も軸 としての牛馬雁は飼育されていない｡役牛としての牛が大部分の出家に飼
育されているo箱も自給的に飼育され,卵を版売している鹿家はない｡山羊,豚は,全体で
もそれぞれ 4覇と1*であるCすなわち.家電の飼育よbも果樹親培 ,煙草故埠に刀を入れている｡
｢.)水田耕作のようす
どの部落も耕作緋のBJを7､8割もかかえでいる｡さらに大秤,間瀬を除いてイノ･/シの
韻書を受けるBjが非常に多いということである｡癖敵では徳地,天水,帝水がほとんどであ
るo大坪,勝馬は溜池がかなり完備されているo風音,水音はどの集落も殆んど受けない｡
早等を受け易いBjが多い壌藩は,山空,渡田である｡
これらの輿海は,兼尭率は平均 27多で低いのであるが,氷菓率の低い鹿家経営の塾として,
(日大坪のように果樹故培によって経営をはかる塾｡(rO勝尾部落のように稲作曲菜を中心とする
型｡Oi煉 菜戯家としても,専集必家としても成 り立たず,稲作だけでも,果樹栽培への移行も
なしえなかった山里払
大きく考えて三つの塾に分けて考えられるが,人口の動皆から考えると,離村がはげしく遊
民層の分解から急散な人口の減少が見られる如宵あるいは,これからもそうなるであろうと考
えうる蛸 と,人口の減少をp さえることのできている集落とに分け られるように思われる｡
2･山空塾騒落と大坪型範啓
ここで.高原の熊啓のうちでも触村筋向の比較的少ない集落として大坪部落をとりあげ,一方
に離村傾向の非常に激しい躯商の代表的な喚苗として山空の部落をとりあげることによって,こ
の二つの集落の立地条件,人口動態,出菜経営の架態を考えてみたい｡
(日 山空解宿の鍵凍
(A)立 地 条 件
山空熊篠は,旭川と,それに注ぎこんでいる字甘JHとにはさまれ る地形の,ほは山頂に位
倍している｡金川の街からは約4Kmの地点(ニあり,中泉という村から山道を登ること約 1Km
であり,その途中に熊見峠があり.建瓢町に通じる通との釧疫点となっているo道幅は2m
から5Hzくらいで悪い所は 1mくらいの所もあリ,雨が障ればぬかる所が多いo山空には問
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燈がないがこれは全くの辺境の地であるからではなく,昭和初期でさえ 10戸ぐらいの戸数
で,それまでに5- 6戸の触村があ(),戦後に至っては6戸くらいしか住んでいないという
こともあるからであろ う｡この集落からは金川の町に出るよりは,建部町に出る方がずっと
便利で,時間にしても建部町へは 20分ほど,金川へは40分くらいはかかるo典薬, 日岡
晶の買出しは建部町の方に出かけたというo
山空集落では水田の輪作されている谷はその大部分が北向にひらけているので, 日照時間
の少ない水田が多い ということである｡階段状の田は,｢鮫に,一枚の田が5畝を越えるも
のは殆んどなく,その多くは2-5畝である｡地質は酸性土塩で,水はけ悪く,冬に憂作の
できる田は少ないo出典用水としては溜池は少なく,大部分を天水と湧水にたよっている｡
そのため水温が低く,充分水温がないので,イモチ病にかかり易くなるという｡旺相良をする
にも高い田から低い田へ版次やっていくのだが,充分な水でないため,長い時には 1カ月も
日数がかからないと全部済まないというOそのた棚 薬もすぐには入れられず,除草薬より
も手押しの除茸機を便鞘することが多い｡山空はイノシシの被等の大変多いところで,落し
穴,ワナ,柵など施してもどうにもならない塩荒される｡ 9月～ 11月の捻りの季節にもっ
とも激しく荒らされ るということである｡点薬,肥料の連銀にしても道が悪く勾配が急で,
その箕出しから施肥まで大変である｡
(a) 人 口の 勃態
ここで斬って卦かねばならないのは,離村前所有 していた宅地,耕地は,中泉まで降 りて
きた農家はその所有権は持ったままで,殊税の対象ともなっている｡このためこれまで山空
部落の戸数を6戸としてきたのも,中泉まで転出している良家を対称として扱ったのであっ
て,昭和 40年に居住していたということをあらわしたものではない｡現在執契上は消減村
に近いものである｡
衆 9は昭和初期ごろに居住していた と考えられる虚家の転出時期と転出先,及び転出前の
田畑の所有について主に聴きとりから作成したものである｡
馳村後の居住は中泉が多い｡これは田畑を売るにも只事はなく,売れても商美なり菅井な
りを起すだけの財源とはならない｡長年耕作 した七地に対する愛新 と財力不足も手伝って,
結局は中泉に降りて耕作しやすい田畑だけを耕作し,中泉に新しい土地をいくらか手に入れ
て曲集を営んでいる｡
規換別にみるとやはり耕作面il'i･の多い鹿家が後々まで山空に残っていたようであふ
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5- 1 オ 9泰 山空娘笛 の人 口動態
氏 名 転 出 前 の 転 出 先 転 出 時 転 出 後 の散 薬田 畑
A 8 8 畝 50 畝 中 泉 昭 和 5 9年 農 兵
a 70 畝 2 0 畝 中 点 昭和 5 6年 曲 集
C 不 明 不 明 軽 部 昭和1- 5年 盛 典
D 40 畝 20 畝 中 泉 昭和 ー 5年 曲 集
E 51 畝 21 畝 金 川 昭 和 5 7年 商 業
F 不 明 不 明 神 戸 大 正 末 教 員
8 41 畝 1 畝 中 泉 昭 和 2 5年 点 薬
H 59 畝 12 畝 中 泉 昭和 4 0年 鼎 夷
Ⅰ 43 畝 12 畝 中 泉 昭和 5 3年 凝 集
注 昭和 41年7月 聴取りによる○
(CJ曲菜経営の英彦
反当収種虫は4- 5俵で質も悪い｡冷水･酸性土軌 日照時間の不足で小米が2- 3割く
らいあるという.漕米の対象となる観 の淑ま全くとれない｡麦作は田でなく畑に作られるo
畑作は大豆,′卜豆,芋軌 等が作られるが自給的に作られるのみである.稲の晶静 ま冷水に
対処するため,あるいは日照時間の不足に対しての早稲がすべてであるO農林22号がイモ
チ病の対策として使用されているo
林集としては部落共有林があるがわずかな丑で.雑木林が多く薪,炭などを自給的に作っ
ているo
酪か ま地形も適当でなく,資金の確保雌から全く行われえないo
自作,小作の割合は,山空部落を放れないうちは全く行われなかったが,中泉に転出して
から, 2軒のみ′J､作をしている｡そのilは2反柾 であるということであるo
腰集所得の階層,現金収入の階風 雅議事は恥 こみてきたのでここでは省くo雇傭労鰍ま
田稚時に 2- 5日使っているO最近貸労伽 エムえたというoLかしそれは解明通じて50日
～ 48日くらい魚閑期にあるだけである｡
(2)大坪集落の政美
(A) 立 地 条 件
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大坪集落は金山の山腹 500mの高さの地点に位置し,総戸数 20戸を形成 しているo中
山という鮪 から徒歩で約40分,距雑にLて約1･5Kmくらいであるが'道の借は2- 5m,
勾配は急である｡大坪から津山線野々口駅まで約3KmであるO
大坪の水田は谷が西南向きのため日照時間は比僻的多いo水EBは5- 6畝の田が多くそれ
が階段状にあり耕作は不便である.趣薬開水は淘地が良く整伸されていて充分であるOイノ
シシの害,風乱 水害も少ない｡村道は早くから礎設され戯作物の遵私 肥料の運搬には塩
近では小型トラックも使用して能率的である｡この道路が埋設されたのは昭和9年～ 11年
ごろ村の共同作典で着手し,町から2凱 県から5割程度の補助を受け,昭和 15年ごろほ
ほ完就したということである｡さらに磯後すぐに部落共有の水道を建設するという大きな弘
美が行われている｡溜鞄の水をろ過し,モ-クーによって送水するoこの水道の果す役割も
盤道と共に大坪部落の戦後の温室栽培のエネルギーとなっている.戦前の水田鹿集を軟後果
樹栽培の商業的虚実をとりいれることによって,県南の,あるいは京阪神の都市からの緊要
に適応しえたのも,水道の建設と鹿追の建設の果すところは大きいO
(B)盛業経営の集顧
慮菓経営の｣投的動向にかいて,経営規模,米英輩,盤菜所得,現金収入のようすは見て
きたのでここでは省くo
稲作では,反当収律是は6- 7俵で, 日岡時間に比教的めぐまれ,衝概が整備されていて,
地質も平野のそれに大差ないようである｡在作は職後果牌栽培が急激に増大してからは殆ん
ど作られていない｡安作の忙しい時はち1うどナシの袋かけとブ ドウの間引きで忙しいO商
品作物として5-6年前までは野菜,花があったということであるが,果歯哉培が急激に普
及してからは全くなされていなしヽ 大坪は兼集放家は1戸o)みで,平均5反ほどの水田と2
反ほどの果樹栽培で米菓,出稼ぎをする暇はないようである｡大部分の鹿家が,米の版貰所
得は3- 5割ということからも,果樹栽培 (ナシ,マスカット,モモ)によって安定した経
営となっているかが明らかである｡というより,米麦はできるだけ少なくし 簸約度の高い
果樹で現金収入を得ることにより,商品僅折の波に適応しようとするものであると考えられ
る｡戦後の急激な物価の上昇と商品経済の波,すなわち点村の側からいえは,自給自足牌斉
の崩漠と労働力の商品化は森村に対して社会的経済的改善を強制しつづけている｡林薬とし
ては赤松が建材,坑 木としてとれる｡山を所有している盛家は15戸で, 1戸平均 1町 8反
程定になるo林菜による収入は明らかにないが, 10年目に一度くらい徐々に伐採されると
いうことである｡
(3) 結 び
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山空集落は, 1戸平均の田の耕作両税が 5.14反で,畑が2反であり,大坪取落は田の平均
が4･9反で,畑が2.05反であるO米菓轟は,山室が占戸のうちD戸で,大坪が 20戸のうち
1戸である.このように姓美規模,米英等にかいても殆んど差がみられないが離村の鰭向は全
く逆である｡こU)相姓はlpIEこよるものだろうか｡山空では,地形的に魚道の拡張がなしにくく,
谷の多くが北向きで稲作にとっての日照時間が少ない｡開水も天水と湧水で,水温も低くその
ため収種は悪いo さらに災書もイノシシの禎等や草書や風音を受けやすく,地質も水はけが悪
く酸性である｡
大坪では,水利,鎖通が良く整えられているO谷が西に開いているため,山笠に比べるとい
くらか日魚時間も長く,地質も平地の軌とあまり差がなくて,反収も占～7俵は確保できるo
災害も比軟的少なくて耕作も被害をあまりうけなもヽ これ らの差が一方では果樹栽培の筋異的
発展となり.他方では,その土地での激発が水田農蕪一本でも,兼業幾重でも成り立ちえず触
村に向っていった腺鼠となっているのではなからうかo華に,顔迫の整駒と水道の建設は,大
坪の温室栽培を移植させる大きなプ7となったことは否定できなLb
もちろん,ここでこの二点に限って考えるのは早計であって,他に社会学的方面からの検討
も同時になされなければならない｡ しかしながら,怨村の自約自足休制の崩楓 すなわち資本
主義経静こよる農民層の分解という勤かしがたい時代の流れに般村経営を適応させたのは,や
はりこれらの立地条件ではなかったろうか｡
牙 2節については大部分を聴取りに頼ったもので不明確な点が多かったが,幾分強引に高原
の集落にかける二つの塾を山空集落と大坪簸簿を例として考えてみたつもりであるo
(畝 木 基)
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一･4占-
2.高原の開拓村
し1) 鵬 妬
A(A)城後の掬拓頚:美
我が国観後の腕拓事業は,弟 2次政界大軌終結の日,即ち昭和 20年 8月 15日にその基
を発し,同年9月農林省に鵬拓局が,新設されるのをもってその事菜が,閲始された｡峨後
朗柘朝業の目的はすでに峨時中よ9鷹をつい ていた食磯野情及び終戦による軍隊の解体,海
外引抜,戚災,畢絹産業の停止などに上b政増した失糞者の解決であった｡そこで同年 11
月の協議によって柴急開拓実施項由にみられる如 く,硝壁面叔 155万町歩,帰盤戸政100
万戸という大規膜を開拓計画を打ち出したのであるDそして政府の昭和 21年 10月自作農
創設特別稽優良 更に盟昭和 22年 10月紫急開拓方針を改訂し鋼帯等業実施要領の決定,
同年 1月の尚妬者資金敵適法の制定をど忙上D峨後の緊急開拓事業は次第に軌道化のbはじ
めた｡しかしながら搬後の混乱状感が次第に安定しはじめ食租事情の好転,工藁をはじめ窮
2次,第5次産業の発展に伴をい湘拓串東は,その立地条件の慈さ,営姓経験の貧窮も そ
して番蔵敷本の乏しさなどよか昭和27年 7月耕土増資痘及び同年 10月の鹿地底の制定に
よ9,観拓地感性土壌改良串薬は全強補助,掃妬用地の管理,入植増反者の選定が-)音強化
されたにもかかわらず開拓群業は徐々に収b成されはじめてくるのであるOそこで,昭和52
年4月には,既入植者の安定兼に塵点をおき開拓常盤振興臨時措置症が制定された那,時代
の情勢が,変化 し経済社会の賭要部面め移D変わると共に営鎧計画も変更され,やがて北海
道根釧地区にみられるようか (イロ,トファームが,昭和 56年よD始まる｡しかし既存の
開拓良家VC払 串良方法を変えることも較本不足 エD行なえず,大部分の飼拓塊家はその経
営に四苦八苦の状護であろう｡
Q3)岡山県の頗柘都築
岡山県における観後閑妬事業地.鼎に昭和28年 12月朗妬課が,設立され更に豊年 11
月出地部の新設によってすすめられていったD岡Lu県にかいて壮北部中国山地に蒜山原,日
本原の旧陸茸汲習功,南静ま児島湾千苑地窮d区.第七区を中心にして愛息的箱卒業は開始
された｡そして他の地域について比 良苑は曲地とすることが,望ましいという前提のもと
にLu林戚野等忙ついて開妬適地選定基卑Vt上b調査を行ない,この調査に上って朗柘の第1
歩が発足したのである｡その調査の対袋と怒ったのは,国有榊 ;大部分であったが,民有地
も含まれていた.そして陶山鹿において払 昭和22年度の 4,709haを般筒とし,以後昭
和 54年の 1dhaをもって減少し,昭和54年鑑まで化炭収された面横は' 10,244haとな
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っている｡ (別表窮 1表参照 )
5- 1-第 1真 鯛柘用地取禍芙繍表 (年鑑別)
国 民 国 民 . 国 民 氏 氏 国 民 国 民 氏 国 民 氏 民育 国 民有 有 氏育有 有 有 有 有 有 育 育 有 有 有 有 育 有 有 有
<第 1裏> 〔19dl.舶柘 (岡山腺 )よ17〕
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そして鵬柘地政は,主なるものだけでも125を教えている｡そして入植戸敏及び人口は,
別衣第 2黄のように怒っている｡又.入相融の入植者の職業については,月憤 第 5表の様に
美に虚英経験者は約半政にすぎず,ここに大きな弱みがあったと思える｡これの示すところ
として昭和20年から25年までの 5カ年周において, 1564戸の入植者が,榊柘地に鍬を
振ったのであるが,同時にこの5年間で入稚者の約 50番の 441戸が離曲の止むなきVC至
っているが,これは,昭和 54年鑑までの捻雌盤戸毒物;567戸であることをみれば,その
大きさがわかるであろう0
5- 1 第2東 岡山妹開拓段家戸政及び人口表
年 次 戸 数 盟 女 人口合計
25 2.284 2.695 2.088 4.785
28 2.095 乙574 2.251 4.807
55 2.085 2.710 2.455 5.155
58 1.752
5-1 第3表 入植者前職比率
塊 業 工 員 会社良 商 典 里 人 大 工 公務員 そ の他
次に開拓農家に対する国家補助についてであるが,昭和 22年に制定された飼妬者敷金曲通
法の適用によDl戸平均15万L]糧監貸付けられた｡しかし,資本不足に悩む開拓幾家VCと
って十分では夜かった｡補助金として別に入植者住居,教育施設,飲用水施政,電気導入事
業等に対して与えられている｡ しかし･いずれも決して十分をものではなく住宅に鯛 しては
5.000円の補助金で立てられた野小屋膚鑑のものもあったということである｡次に電気導入
については入相開拓後 5年目の昭和24年鑑rLおいて,わずか全戸の5番程度であ926年
匿は約15%で開拓免家の半盛に儒気が入ったのは昭和29年度であ9昭和 55年鑑におい
ても約 15番払 超入されてなく他にかくれをとっている｡しかし,園の力としてめだつも
のは士朗 査と土壌改良辞半があ9相当授立っているO これらは共に,昭和 27年以前にも
行なわれていたが,伺年別足された耕土培痕 によって強化されている｡伺山県でも県下 1
25の開満地につい ての土塀調査は昭和25年から54年までの間に行なわれ土壌改良卒業
も昭和 26年よ9行なわれてお9昭和55年までに鼎盤面威 5.717町 (廉下入植耕地吾場 面
虜 4.如 5町の80飾)について-｢厄完了し. 82.55&559円の国及び県東が導入された｡し
かし再粥査によると傾斜地が多いため表土の統失政蝕及び熱畑化促進のための良盟腐植の多
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丑慮用が不充分であるのか又はその後の炭塵カルンウム使用等VCよる土盛管理が適切でない
のか改良非業は中途という現状である｡
次に粥妬良家の経済状感であるが,岡LU県における昭和54年鑑 2,000余の綿布畠家中,
49番が 50万円以上で大体脅迫此家の水準に遷していて.他の51番が 50万円以下で,
｢非常にみじめを生活｣であった｡ これだけでは親柘番兵は半数が成功してい るようVC思え
るが,前者49体の内には千鳥地農家が実に95争含まれておD,換言すれば山林綿柘袋家
はそのほとんどが ｢非常vcみじめな生活｣ ということができるであろ うQ このこと吐第 4表
の示すごとくである0
5-1 第 4黄 点家所得比収賓 (昭和 54年鑑 )
1961.開拓 (岡山県)よb
年 佃平 均所得 係 数 平 均 家 計 褒 係 数
- 般 農 家 555.251円 100 510.427円 100
干 拓 地 農 家 42q788 126 59&.545 128
この感に岡山県の朗妬事業は県南児島湾干拓地の豊かな地域とそれ以外の貧しい地理的地
質的経書に苦しむ絹拓鹿家VC2分され,干拓地外で成功した開箱村は纏めて少ない現状であ
る｡
L2)御津町における開拓容 共
(A)歴 史
御津町における牌柘事英の歴史は昭和 21年,御印町大字字甘の奥山狭堂と土倉山Kl戸
ずつの入組があったことVCはじまるD御韓町vcおける戦後の索息幽拓事業は, この大字字甘
地区vcおける花村,奥山狭盤.土倉山においてであった｡この5地区vEおいて奥山の入植は
1戸のみであ9(昭和56年始村 )花村,土倉山の2地区を御津町における朗拓村と言うべ
きであろう｡ この地区が,城後の幽柘事業の対照地として選ばれた理由として,まず第 1Vt
国有地であったS,更に磯崎中山林御まとんと伐探しであったこと,山腹斜面の傾きが,堤耕で
きる範囲であったこと,更にわき水が豊富であ9水絹鵬 も可能であったことなどが数えら
れるであろうoそこで昭和 21年エ9入植が始められたのであるが,御縫町のこの朗拓村の
規模は岡山県においては′ト親戚のものであb花村,土倉山繭東端村の境も人膚戸奴の多かっ
た時でさえ前者で9戸.後者では 4戸にすぎないものであったoただし花村には細砕人橋者
の他に増反者として2戸が,加わ9膚敷戸政では11戸ということもできる｡花村,土倉山
南綿苑地VCおける入相年次と入植戸数は第 5表のように入相は昭和 50年までであD,それ
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以後は雌村現象が,現われているD
5-1 第 5衷 花村,土倉山年鑑別人風 離村戸薮
- 花 村 土 倉 山
年 鑑 入 雌 村 差引現在 入 植 碓 村 差引現在
昭和21年 1 2 1 1 I ー
22 a 7 1
25 52 lD 2
26 iO 1 5
750 10 45
入植者遠が,やってきた当時の花村,土倉山地区払 償木を伐採 してあっただけであD,
まず入植者感性木の根をほDかこすことから始めたという｡入植者に対しては平均2町7反
程匿,増反者に対してはその3分の 1程度が払い下げられた｡そして開拓番集用始時におけ
る計画(昭和 22年鑑)で吐,花村地区について述べれば総面横 2t89町歩の中で14.71
町歩が閑畑, a.17町歩が附借地 (採草地 ),盛9 0.8町歩が宅地 という計画であったo
(第 1図参庶 )｡しかし牌苑地の地理的,地E的障害によbこの計画は次第に変更されでハっ
たOでは次に地理的.地質的面から述べ後の参考にしよう｡まず地理的には,青備市原東部
であD金川よb西方約8kbr小ti]部痛をはさんで北に花村山 と砲三岳の南側に花村痢拓地,小
田の南西部,土宮山の西側,斜面に土iJ山牌柘地がある0度vc奥山鍵盤網苑地は花村㈱拓地
の東北,花村山の山頂に近いところであった｡花村牌拓地,土倉山開拓地の土壌については
第 6表の示す如くいずれも花尚名賀の惑い虚位土頚であb虚作物に対 しても大なる彪呼を与
えている｡そして昭和 27年耕土増肇鋲の'BIl定によって, この両地区に対 しても駿性土盛改
良車糞が行なわれたD(第7表彦根 )
5-1 第 6表 花村,土倉山開拓地土壌分類
地区名 百 貨 地形 嘆 高 傾 斜 i g 酸性程監 土性 】盃蓋欠乏の 程 匿 燐薮吸入系 政
花 村 花尚岩 山地 2:0,7m 5- 015 非火山灰 卓 砂賓 塩基欠乏 午
土倉山 花繭岩 山地 200-5 0 5-一10 非火山灰 感 項盟 壕基欠乏 中
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5-1 窮 7表 年鑑別土壌改良面虚血に邸叢や
地 区 耕地訂一画面 戚 昭和 26年 27 28 29 50
蛸 幹(花村,土倉山奥山狭堂 ) 24 改良面横-T_]i糞 蚊 5117B90 248000 7155き7
岡 山 県 4aO58I 改良面威 226.9 507 dd2 442 588.5
しか し花村においては,東6表の示す如 く砂丘土盛で傾斜比5- 150と比境的大きくこの土
盛改良の効果はその-# 兜のI-i:-uVCは少なか った｡そして用柘拙家にとって営盈方法に大きな悩み
となるのである.そしてこの土地改良堺英の一応芳アした 55年以陣,花村において離村洩家が
讃 しく増大してい くのである｡
土地に鯛 しては花村におV,て昭和 25年度末までに入店は終った (後 2戸入れかえ )のである
が,般初 2町7反平均忙払い下げられた土地について昭和 27年制定された曲 嘘 東 17条に上
9昭和 52年上 り57年にわたって蛸拓財産完成後検査が行なわれた0人億者 にとってこの後査
忙合格することによって実廃に払Vl下げ られた土地が自己のものとして所有で きるということで
斜頚姓家は昭和 50年前後より崩i6却業が.店先化 したので魯D,この綿布村のクライマ ックス
ともいえるものが,昭和54年前後であった｡ しか し,地理的地点的に恵まれぬ土地であったた
め般高時において10戸だった花村踊拓地では,昭和5占年上9雌村盛家が続 き郎許ロ41年現在
ではその半政 5戸に減じている｡またその倒昭和 55年には 1戸 10月に土地等売渡通知番に記
成された用途に供することをやめる届出を出し-監大l坂に低出 したが,都会の生活にたえられず
何年 12月その届出の額b下げを申諭し再入鹿をした者があるが, これに対 し御舟町曲業委且全
血に朗妬組合の決定は再入植没家の搬知坊あてに申請 された届出むに虎え られた意見番にみられ
る如 く'かな9さびしいもので4)9当時の朗拓曲家の網柘に対する気痔が示されているものの一
つであろう｡ (資料 1- 5 参蛸 )
鎖科 t 記威された用途に供する ことをやめる届出jiE
花村 1475の 18(1反)
19(1町 7反)
5(1町9畝 ) 左記の土地の土地等売渡血知15=忙記威され
た用途に供することをやめることを申硝致
しますo
51 52 55 54 55 計
2 2 18.0
44240 46.166 59t675
500 550 550 268 251.0 57.174
*資料 2. 前届出申請･ぶ.の取D下げ中細叫
大坂に転出 したが都会の生盾はさびしく用拓吉祥 に身を投 じたく,申甜蜂の収下げを申請しま
す○
虫科 5. 前 中綿番にそえられた意見番
患 見破 右の者に係る当蜜貞会としての患見払 昭和 55年 12月 15日.第9回御津町良
英姿良会,鹿地部会で沢の血9凍兄の決定をした｡
言己
再入鹿してかまわないが次の 2つの条件を付すこと｡
-､低当櫓の哨除
二､人租者として開箱組合の空気を乱 し.不適格であると蛮められる時は不合格
者とすること｡
以 _上
備考 これらの条件は蜘柘組合の怠見な鳴忙塔屋 したものである｡
昭和 55年 12月25日
周串町長美香良会長
しかし,反面朗苑地の さびしさを示すものとL,{再入植 した良家の戸主壮網妬学校出であった
こと｡史に蝦和 40年には再雌村 していることである｡また前述 した土地等売渡意見滋に記載さ
れている蛸苑地の利用目的に対し窮7表の如 く昭和52年には土地等売渡意見=SVC盲己破された用
途外の目的に供することの許可が,出されている｡ この様に尉柘事業性由即 日感を次第に縮少
変更されてい ったのである｡ しかしなが ら前述 した様に昭和 27年度制定された盛地変第 17条
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による開拓財産売渡後の検査は,この様に目感は変更されながらも閑拓者が,縛拓事業に身を投
じていた昭和52年匿にはじめられた｡.52年匿において倹査の結果は第8表の示す如 く花村vc
かいては努力のかいをく全戸が,不合格という厳しいものであった｡しか し当時は岩にかじDつ
いてもという気持雀牌拓者は持っておD(花村,田辺秋野さんの話 よ9)亜 55年に 5戸, 54
年に2戸合格 している. しかし昭和 57年に至っても合格にされずに残っていた2戸の内 1戸に
ついては,不合格とし買戻にされ離村 している｡一方土倉においては,昭和 55年 4戸中5戸が
合格 しているが,銭少1戸は盟年においても農業童貞会よD合格 甲請がされたにもかかわらず
不合格になった｡土地については異戻宥恕となったが,その一戸はやがて離座 し岡山で建築薬
(大= )を営んでVlる0
5-1 第8表 土地等売渡通知諒に記威された用途外 目的vc供することの許可
地 番 面積¢) 前利用 日的 新 利 用 日 的 利用日的変更の理由
花村 1475の 2 4 附 借 地 採 草 地 急傾斜,岩盤晶出
5 45 /y 宅 地 (lob)採草 558 宅地位遭変更急傾斜,岩盤
4 10 開 畑 採 草 地 岩盤産出'`■
8 50 .ク /y 急 傾 斜
10 62 附 帯 地 水 田 水tfl昌椴
ll 10 開 畑 採 草 地 息 傾-,料
15 6 附 帯 地 開 畑 一ク
18 10 宅 地 /y 宅地位忠変更
17 10 頗 畑 宅 地 /
18 10 宅 地 開 畑 〟
19 10 開 畑 採 _草 地 急傾斜,岩盤露出
20 25 〟 鮎 蓋 f25oa) 宅地位澄変更〟
25 40 附 帝 地 用 畑 絹畑の面凍少いので
24 20l / A/ 急傾斜,岩盤蕗出
次に花村幽拓村における20年の歴史を鍬 田面横.戸数.人口故の面よ9考案すれば窮9表に
みられる抑くすべての面において昭和 54年度をビ-クにして以後急速に数丘的忙汲じている｡
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この理由を考えることは後に述べる雌村に幽することに通じるものと思えるので, ここでは威丑
的面に朗してのみ記述してみるCまずt='-ク時の 54年度の奴と偉材花村における目棟を比顧す
ると網畑に廃して日常面者i1471aVC対し54年度でおいて1527a(この政は鼻家によっては
開墾予定両横を加えているのもあD多少オーバー気味であるが)であ9,目標の約90,,･-セン
トに遷しているoこの面だけ見ると花村開拓村恥 入稽 14年 目にしてほほ日額を遵したと思え
るo (しかし実際においては当時目標の60年前後だ-たというo花村,大西病平氏り )｡人
口奴にしても54年度41人であi)1戸平均でも4人藤とな9最高であるO これが年と共に渡じ
昭和 41年 8月硯在では総人口12名,戸数5, 1戸平均2･4人とたってかD営農を続けるには
あまDにも少なくなっている｡これは峻後生まれた子供が.成長し親は当地に残っていても他の
地方に奴威し花村には現在盛っている5戸についてみても54年当時と比叔すると前者が, 1戸
平均 2･4人であったの忙対し54年には1戸平均 42人とな9.約倍の薮を示している｡史に昭
和 58年鑑と41rq=8月における人口棚 晃を比べると第 10表にみられるごとく老化の様子がみ
られるのであるOそして農業従事者教vcおいても58年には男 12人,女 11人の合計 23人で
あ941年には男5人,女 4人の合計9人である｡従って1戸当Dに換井しても前者では 2.9人
VE対し後者は 18人と尤Dやは 少渡じてお9,このあたDにも花村親拓村の衰えが現われている.
次に現在における土倉山との1戸平均を比べてみても土倉は, 5戸で9人で参91戸当95名と
な9花村幽柘村は土倉山朗拓地よDも人口の面では解っている｡
5-1 第9表 頗拓財産売渡硬の検査篇果
52年 55年 54年 55年 57年 5月 57年 8月
花村 合 格(戸) 5 2
不合格(〟) 8 1* 1 1※
保 留し〃 2 2 1
土倉山 合 格(〟) 5
不合格(〟) 1巌
保 留 ケ t 1 Il
<註 ※印 長盛宥恕>
5- 1 第 10表 花村調布村水札 畑,画風 戸数,人口年度月版
年 鑑 昭和 28年 昭和 50年 昭和 54年 昭和58年 昭和 40年 昭和 41年
水 田 (a) 90 4ー5 90 90 81
畑 (a) 515 ヽ184 占00 295 270
戸 数 (戸) 10 10 10 8 占 5
人 口 男 17 18 l 16 ll 6女 4 9 i
計 51 56 41 55 .22 12
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5-1 窮 11表 花村由布村にかける人E]桝成長 (昭利28.41年 )
0- 5オ d～ 14オ 15-19オ 12O-59オ 巨D～ オ l 吾十
58年(8戸) 男 0 4 1 i ll 0 16
衣 2 5 2 ll 1 19
計 2 7 5 22 1 55
41年 8月(5戸) 演 0 1 lO 4 1 6女 0 0 1 1 5 2 l d
歴史的経過について述べてきたのであるが.般俊に昭和 22年匿における朗妬番茶計画と,昭
和 54年東.境 も魂の入っていた時代,そして今E]忙おける土地利用の状唐を比較すると,前述
した上うに54年匿に目顔碗畑面億 t47laの約 90%の t527aVC遷 したが,昭和 41年 8月
現在では靴 田面債は 551avcすぎず目億の約 24%にすぎない｡そ して-匿開適され収蝕を夢
みた土地は写兵のごとく荒れほうだいとなって草のおいしげっているところが,ほとんどであ9
又僻村農家の土地についても水EBKかいては利用されているところが多いが,畑はほとんどが も
との荒地となっているb (第 1- 2図 参庶 )
写兵説明
右手の出家 2戸の うち手前の鹿家比昭和 40年VC座村,一時はたばこ
成増に力を入れ鹿塊茎もあるが現在は王をし 手前の斜面,彪 の俵の
LUも雌和 54年東比綿良さrしていた0
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(a)土地利用の変化
御津陶拓村について記述 してきたのであるが,次に土地利用の面上9考察を加えてみる｡花
村閑妬地.土倉開拓地についてその地理的地柴的面に姻してはその概要を第 6表などにエ9示
したのであるが,地形の面よ9第 5図として花村山.土倉LLJを中心とした略地形図を付加えて
おくO次に両開拓地-の交通鳴送の面に朗して述べると両隣柘地の蘭の′ト田部落には金川の南
約 2khの原地亘の国道に通じる道幅約2mの道路がついてお9普通の車は入 ってくることがで
きる｡そして土倉山朗拓地にはやや道幅はせthが,威自動車の入れる程度の道路があるO し
かし,一方の花村網妬地に関しては途中まで小田部落のやや西方エ9 t5m幅程匿の道路が,
つけられているが,鯛拓銀家VE至るには史に道婿 1m とない勾配の急を山道があるにすぎず自
励車はもちろん自転車ですら上ることはできず開拓鐘家では,′]型 オートバイ膏うならせてそ
のせまい山道をただ1つの外部との連絡VC用いている｡
さて土地利用の面であるが花村綿拓地において比昭和21年に最初の 1戸が入植して以来,
営鹿を確立させるために試行錯誤的と言って上いくらい種々の方法が,試みられている｡入植
当時の在村は前述 したように山の樹木だけ切って参Dtだ珠が,いたるところに残っている状
態であ9この淵拓にはそうとうの労力が必賓であ925年頃まで払 家のまわ9を中心とし自
給女御程度であったという(花村,田辺さんの轟)oそれも水田の朗盤は容易でなく第11表
をみても理解できるように昭利28年ごろ水由は少なく畑中心であった｡そしてこの傾向は以
後ますます表われて昭和 54年には1戸当E 1OOa近くの畑を絹盤しているO｢この高腺の朗
拓地に比毅的座位と思われるたばこ栽培が昭和28年に1戸1反程度から始-W .以後次々と広が9
昭和5 4年には10戸中6戸までたばこを第 1の商品作物とし,それが収入の忍とんどを占め ,鹿焼場
も3戸つくっている｡｣当時よ9昭和57年境まで戒培面機は多い姓家で 4反,少ない農家で 2
反程度栽増されていた｡しかし,鹿焼場を各戸が,もつほどに余裕はなく又手尚を入れるわb
K良質のものがとれず,その俊次弟に練ってい ったO現在は,当時たばこ中心だった建家が 5
戸威虚 し,残っているうち2戸に上って続けられている｡
･-59-
5- 1 第 12表 土 地 利 用 の 変 化
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写真説明
花村朗柘地にふける
たばこ畑
荒地の間にところど
ころ頚い畑がみられるO
る｡
たばこと共に優位をものに果樹栽培がある｡果樹はたばこに次いで広 く行なわれ用和 54年
当時において前述した 10戸中2戸が,中心作物とし他の法家においても行なわれたO果樹は
ねぽこと同職に即 ち昭和 2 8年に1戸が桃の戒壇をはじめ, 51年には甜越した 2戸に代わって
入植 した うちの1戸が赤磐郡山牌町の出身であ州 6,ぶどう栽培の経験があったことでこれも
桃を中心としてはじめた.そして35年には ,ある程 度の収入 が あったが ,せんころ病が
桃の木 をほ とん どた お し ,桃 栽培 は昭和 5 4生 , 7反 とかなb広 く植えつけられ
ていたが切9たかされた｡ この原因として等史の こと,史に忘れることのできぬ ものとして果
莱,それも桃のようなも◎はいたみやすく溜膿に不便を開拓地にはむかをいということがあろ
う｡この桃のあとにはじめられたのがぶどうであり,また野巣の栽培も行なわれたoLかしぶ
どう載積は土地に過してなか ったこと,有腺状のところであ9風害が多 く更にカラスの被害も
少な くなかったとい うことである｡ (花村,簡本氏よ9) そこでぶどう戒壇壮昭和 58年ま
では出荷されたが俊は野はなしの状態であD次の耳鼻の様に現在はそのぶどう畑の伺小さい菜
の木が植えてあ9期待をかけられている.
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写兵説明
花村のぶどう 跡
夢をかけ九桃を切9
たおし植えられたぶ
どうも荒れほうだい｡
その間に新しい夢を
かけられた乗がのぞ
いて見える｡
このぶどうと同じころ野菜盈境がはじめらTLその代表的なものにジャガイモ,大根,キャベ
ツを中心 としスイカを5反ほど相えた段家もあった｡ しか し地理的に不利なこの地区において
真髄 野菜の商品化はふるわず豆類,いも類が,中心的な野菜類であった｡それが,昭和 50年
ころは時々であったイノr/シが昭和 55年をすぎ 58年 よ9急にその教を増 し59年には 15
反のパレイy.那,一夜で兼らされわずか 2斗 しかとTLなかぅたこともあったという｡ (裾村,
三宅氏よD)そしてこのイノシシのためVC癖村にふみ切った人も少なくない｡ イノシシの被害
管受けないのは花村では牛ぐらいのものとい う声もあったO花村の肖柘者はこのイノシシに生
活をおぴやかされているのであるが,をかにはイノシシに対し手製のヤ リ,弓で現わTLたイノ
シシをおいはらおうとしている人もいるO
このイノシンVC対 して被害を受けないのは牛であると述べたが,この牌柘村昭利51年には
ほとんど全戸が 1頭は仔牛をかっていたが,病気にかかDそのほとんどが,たおTLl戸をのこ
して酪鼓鯛係は行なわれてなかったOこの1戸にぶどう園に失敗 した1戸が,加わD現在 2戸
酪泉を営んでいるが,他の盤置物よ9安定しておDこの鯛布地には放題と思わTLる｡現在 1戸
に 4- 5頭かっている｡仔牛を 1年 8カ月ほど育てて売るわけであるが,一頭につ き約 10万
円の収入があるD塊在牛IaJ中心VtLている2戸はいずれも8頭糧匿にする予定だという｡
従って花村における現任の土地利用としては第 11表の示すように水田の稲作の他姓たばこ
と果樹 (く9),それVC牧草地とし盛典経営vC役立たせるトこの5つVC分けることができる｡
そして窮 12表が営農方法の推移である｡
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写兵説明
手穀の弓矢でイノン･/の説明をしてもらっ
た花村飼苑地の組合長さんO
44
写束説明
のき下に準備さ
てれいるヤ 1)｡
写実説明
的且を営む虫家 と
牧草地
以前は J(レイショ
畑であったが, イ
ノン･/の出没で牧
草地VCしたという｡
次VC土倉山開拓地であるが, ここ払 迎銀の俵も前述した上うにかな少良く,写真のようVCぶ
どう園とたばこ畑が整備されており鹿家も大きく開拓地 とは思えない家もある｡土倉山-の入植
者は地元の鹿家が2戸,他が2戸と少なく開拓村という感じはなく小El部落の一部として感ぜら
れるoLか し土倉山VCおいても入植以来種々の努力が重ねられている｡花村と異なる点はいぐさ
の栽培経験のあること,重箱が行なわれてVlることが ,あげられるO硯由ま,たばこがi5反,
(2戸),ぶどう(1戸)1反であるが 5戸中 2戸は単段ではない0
5-1 第 15表 花村における首位方法の推移
註 線分中,太いところがその都岡にかける繁栄期を示すo
(この表札 花村現在所在全戸もDの開きと9鵬査よ9)
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土 倉 山 開 拓 地
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(q 甜村状況と将来
前掲の第5表をみてもわかる様に花村地区においては現在までVE15戸入植 しその中8戸
が既に細村 してお り,土倉山においても4戸中 1戸が雑品してい ib県での割合は第 2表の
示す様に昭和25年 よ94 D年の間に約 2 7多が離村 している｡従って土倉山開拓地は とも
か く花村山IKおける15戸中 8戸という6D%強の雌村に至ったことは,その割合だけに し
ても花村開拓功業の失敗を意味していよう｡そ こで 8戸をも甜村VC追込んだ原因を考えてみ
ると,まず地理的地JB的に嬢業を営むには適してなかったと言えるのではないか｡次vc開拓
に対し入植者の経験の乏しさもあろ う｡ この事は入戦前の職業が,盛業だった者は 50多忙
すぎず,他は第二柚及び東三種産業についていたものであることよD言えよう｡ しかしなが
ら経験よDもこの地の感境の感さが,最大の原因であることは,現存良家の中で入植前職業
が渡英であった漣家は1戸にすぎないことよ9音えるであろ う｡
地理的毅境の中で第-にあげられるのが一般i:注家地侍との距雌の遠さがある｡そ して道路
が整備されておらず鮮緑野東頻は収雄はよくても出荷に多鮎の労力が必要であったこと,更
vE昭和 55年東上9イノシシの被害が増大しイモ癖豆癖は作付不可能となり昭和 54年当時
かなDの活気があった花村娼拓地 も次窮VC営姓不慮とを如匪村に追いやられたのである.釈
に戦後生まれた子供の教育の為にp#村するとVlう曲家もあったが,これ も骨塊不底という事
が,離村の義盛であったことにちがいはなか -たDそ して中には冬淵の出腐先に転出してし
まった旗家もあ9尚妬地は次第にあき家が,増していったので ある｡そして盾気あった項に
次の等共のような官をつくD頗痛を契い合 った人々もしだいに別れていったのであった｡
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娘後に両開拓地の将来について推測 してみると花村におV>て5戸中5戸は粁村の意志はな
いとのことであ9他の2戸VCついてはか9る(嘘村する事)かもしれないということであるO
甜村の意の夜V,5戸について述べると現在虎魚が 1戸,たばこ栽培が 2戸の鹿家であるが,
その患家の年令耕塩は触 鹿家は 56オと58オの男と80の老人であ9,まだ着 く将来vC
夢があるが,他のたばこ中心の姓家比子供垂はすでに都市地膚に就職してお9当地に帰る意
志はをく花村にいるのはいずれも明治末期の生まれであ9年令的忙これから今以上の発展は
望め夜V,だろうO従って花村における将兵はきわめて不安であ9県当局の輔力を保護でもな
い限9繁栄壮望めそ)にないと思 う｡
一方土倉山VCついては前述の棟に一応落ちついてお95戸とも離村の気拝はなくこれから
も今の調子が続くものと予想される｡ (岡 瞭 明 宏)
第2籍 谷 底 集 落
旭川浴の部落は一様vc渦概水利に昔から思せれていなかったO金川地方にかいて撮後に水田耕作
が営まれるようVCをった鹿瀬村にかける水tZ]化の発遠について考察を進めてみ よう0
1.地 勢
旭川が建部から下痢すると,U字型VC流れがまわ って,珍らしい地帯ができているoここが鹿
瀬村であるB西原から来た旭川の流れが,鹿瀬の国道近く流れていた事もあっ7tと思われるが,
古森神社付近は少し席くな9,水流から考えると.自然捉防となって少々の出水では没水しない
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地帯 となっている｡一帯が砂噂でできてい るが,中央部には良質の枯土がある｡近くVE蒲生式土
器 出土をはじめとし,以後各時代の土器破片をたくさん出している0
2.鹿瀬の開発
鹿瀬の里謡に ｢正月三 日VC盆二 日,余二日で米の巌(7Et)｣ とい うのがあった｡鹿顔はこの
地方での水由化がもっとも遅かったところであるo大正 9年用水が朗発するまで ｢米のなる木を
まだ知らぬ｣というの払 まっ7tくここだったといえる｡用水が開発する以前,ここの人々は川
向うの書田辺 9忙多少の水月菅もっていたが,舟 を中に乗せて行 くの忙大変苦労されたというこ
とが古老VC語 られている｡鹿瀬は砂地はか9で一粒の米 もできなかったのである｡それゆえ.他
村に水Elをもつ人や小作をやる人はあっても,正月が来て,米の丘俵が残ってV,た家がなかった
とい うのが明治時代から大正にかけての実状であった｡子供遠が対岸の土師方,小倉と何か言い
合うと. きまって ｢カセのアワモチ｣とか ｢′ト倉のヒエ('い｣と森口をいったD昔は封建時代の
なごDか,部落の対立が子供の境からあって,よく石を投げたD .喧嘩を したものである｡高瀬
拍頭の即興の吹声の中vc｢カセの風呂VC石を入れているよう-一体が浮かぬために石を持 って入
っ7tよう｣一一等 とさんざん慮口を言ったそうである｡砂地のこの土地は池もなく,麦,干瓢,
西瓜,甘#,棉,巣が戒増され,日鼎 Dの時は不作葱なげくよD他はなかった｡こうした長h忍
従の歴史の中VC速に江田照光という蓉保の人が出てきた｡ どのような先克者にも共通な辛苦があ
るものである｡耕地せせ9..馬鹿,狂人と鴇倒 された｡ 48年の苦労は遂VC報い られ今日の美田
を見るようにをっ7tQ金川町の農村頻発の歴虫というエD,日本農村の苦斗の一頁であると考え
られる｡
5･江田照光の生い立ちと用水路の完成
照光氏は為永 5年鹿瀬に生れた｡父を一郎次といい,代 姓々薬を していた｡幼名は半兵棉とか
七郎と言ったが,後鼎光と改めた｡本家は5人組頭をしていた｡幼 少の頃は家計 も打裕でなかっ
たが,向学心VC燃えていた｡今の鹿瀬には寺があるが,不受不施が禁止され ていた江戸時代は内
借として僧侶も民家VCか くれていた｡そq酬呂について習字や学問を学んだ｡父親か ら ｢お前は
学問をして座敷乞食になるのか,百姓vc勉灘は無用だ｣と常に言い蝿かされたが,意芯菅曲げな
かったo生れつき速力のある鏡映 を性格であったが,明冶 5年 19オの時,父の弟を鯉ハで部落
問題もよく世話 をし,後年村仕法員や郡全議員となった｡明治初年,醸税が多かったとき洛番を
した串がわかって逮捕されそ うVCなったので,小倉VC逃げか くれしていた｡のち金川西町の菜封
家万屋 (武藤寿太郎 )に出入Dしている間に信用を伯て,財もでき, 5- d町歩の田地を待つと
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ころまでになった｡彼蛾鬼瀬vc用水を設ける事を考え,米作Dができたらと明治 15- 6年項か
ら研究をはじめた｡ 25,6年西虎の下流から凪川の水を引用する計画を立てて水路を作D,そ
の工歩が縫 って尚もないとき, 25- 6年の未曾有の大水等VC過って大部分が掩 うかいしてだ
めに75ってしまった｡
54.5年の頃,地区の西端に大きを木地水車をすえ付け,旭川の水勢を利用して水を魂げる
工夫をしたが,思うように水車が回転せぬのでま7tまた失敗 して しまった｡その上,水車は洪水
のためVC流されて全 く悲惨な状感になった0 59年県の方で耕地盤理補助鮎 が設催されたので
好機をのがしてはと40年 12月別血設計を腺に申甜 して,揚水機として蒸気戚朗と軸心ポノブ
をすえつけ,旭川の水を揚げて畑地に触親する書I面を立てた｡ 41年 5月7日,耕地盤理の発虐
鑑可を申話して 11月2 1日,腺癌頗大臣の認可を膚て,同年 12月 15日旅行認可を甲甜し,
25日認可を得たb 42年1月5日工軒VCjq手,同年 6月初めて1線飯の目的を遠戚したが,総面
稗の 25町歩の内,10町歩位しか伯叔ができなか った.それに毎年虚栄が多 くかかるので不平
不満が多く,耕地せせDの避口が絶えなか った｡
遂に上建部札 建部村中 井手用水を鹿瀬まで引く話が もちあがって来たが,機が耕さなかっ
たのでそのままVEなってVlたC
大正 5年替,上建部村麟地盤理組合で大井手用水路の改修を夷臆 したところ下流の西原地内ま
で用水が潤沢で余水が旭 日に流れ去 っているのが見られた｡さっそ く建部刷と接し上う協笹して
鹿瀬まで用水を延長する話し合レ功;きまった｡大正 6年冬,用水路の爽刷を行ない, 7年 1月11
日耕地整理設計変更認可申請を出し,同年 2月 15日大井手用水の余水譲与契約を結んだ｡同年
2月 27日VEは耕地塵理設計密度認可を得るととができた｡すぐVC工事VC蔚手してそれ以来 2年
5カ月の歳月をもって大正 9年 5月工掛は尭成することができた｡その課程には次の ような戚い
も出している｡
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新線の5月22日全長 2.157間の用水の純血式が行 なわれた｡実VC夢に見た水が鹿瀬の全
域VC流れ こんだのであるO人々の苗びは大変 をものであった｡香川腺知嬢など照光氏の功鎖を
訴え'一言一句肺臓を突 く祝辞がそ 〈こ式でなされた｡辛苦の 40年周の普斗の中であらゆる.W
例を一身vcあぴた彼の心中は複雑を感情が去来したことであろう｡長vl凱息をもらしたという｡
2週間のち6月6日 69オの多数の生涯を据わった｡
4.用水路完成費用その他
俄 用 合 計 24.5 40円
内 工 事 盟 20.250円
淑 地 代
事 務 費
混厳土管或-伊部土管
混凍土水路
粘土 ヲ挿堅メタモノ
岩石の網盛
5.620円
690円
552間
45 9欄
1521間
65偶
5,ま と め
現在,鹿瀬の集落は国道沿いにできでか9,交通の発菌によ9だんだん と先毒しつつあるが,
なんといっても最初に用水路をつく9,米作を可能ならしめた江田照地毛の功故は,鹿瀬の発
選VC非常表彰呼をか よはしたのであった｡今道端vc｢江出府光君紀功碑｣が建てられて迎徳を
改えられてい るが,不頂不屈の精神をもって大槻 を寛成 した人として末代まで敬茄される一
人であろうo
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第 4葦 歴 史 的 展 開
第 1節 古 代 の御 津町
1. 原始から農柳社会-
環境と一口にいっても種々の意味があるがここでは自然的を顎境,つまb地形,気候といった
意味に限定して考えると,現在と逢いL文化の進ぜない時付くさかのぼれば,さかのぼるほどその
自然的な壌境の制約をう什る関係上,古代人の生活.更に原始時代の人の生活はいか噸 境に順
応し,適応するかが問題と在ってくる｡文化が発適し,文明の段階も進めば創意工夫や道具に上
b環境の影響を遮断し,疎極的に利用し所謂讃嘆の征服ということに漁ってい く｡原始時代の人
吉代人絃最も環境に適応すべく,又適応するととにエD,上b豊かを生活か営み得た忙速い覆い｡
この点は御津町についても同じである○御津町内で現在一番古い殻跡仕原の迫跡であるが,との
逝跡は山陽町前池遼跡とともに,いせまでほとんど縄文遭跡の孜かった地域に粂然単純逝跡の形
であらわれた○採掘瓦土の中に石轍が発見され 石船 ,土器破片が出土している｡野/Iロの迫跡
からは,椎 の契,JIん('恒皇J:が発見されているo前地追跡の食粗貯蔵庫つまD,かし,とち,
(Dといった木の葉が直径 1メートル,深さ1メー トルの穴の中に貯蔵されてL-9,栽培僚物は
全然発見されてないo これが当時の人 の々植物性資額に対する基本的な姿で,未だ外界にあるが
ままのもの斧採集するという経済状態女脱してVIをかったこと教示しているOとのととは野々口
の追跡についてもいえる-T'あろう｡野々口,原の濁文追跡杜,県下の縄文式住居跡がほとんJ:負
場 とともに発見されてLlb,それにエっIt海岸にそって食物を求めて住ん77いたことがわかるが,
野々口や原の上うに住居跡のみ発見されたもの壮極めてまれ77ある○このことから野々口,原の
過跡は県下の縄文式文化の北限に低位しているとV}えるo又どん('D,杜 の契,き'ん孜ん等の発
見は県下ではLU陽町前池遺跡につぐものとして重要であるC この上うに縄文時代も晩期に近づく
と貯蔵という技術を考え出した｡貯蔵という技術はそれを持たない頃に比べると人間生活の危険
さはある程度緩和しえたことだろう○しかし貯蔵という風習女持っていてもなか危険が卦とずれ
ることがある｡食視は無限71は覆い｡乱獲は軟や魚月額を減少させたであろうし,人口の増加比
限られた植物数源ではとうてい維持でき72くなったかもしれ夜い｡縄文時代晩期の人々は長い間
の知敵のつみ重ねと思考の中から,臥 .Bの乱獲防止策や,幼い魚介類の採集禁止75:どの策を見 一
出していたことだろう｡彼等の思考の中に机 上9安定した生活を期待する漠然とした願いがあ
ったに遥いない｡ このことは,次に卦とずれる弥生曲耕文化が比較的短期間のうちに全国に波及
したということは縄文時代晩期の^々の心の中にあった漠然とした耕醇がその進出かはやめたか
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もしれ夜いo弥生式時代に入るとい上い上農耕がはじめられる上うになる｡北九州で成長した壕
初の弥生文化は全国に汲及してゆくが,大陸からの形中 も密接であったことだろう○外界から物
を採集することしか知ら75:かった人々にとって自分題の手で植物を植え,それ女育てて収鍵する
ということが大きな溝きであったことは疑い72V,｡自分遠の手で食物を作b出すということ結束
賄らしいことであるO Lかしその方法には危険も伴なってくるO-年中の生命を一定の収種にゆ
だねることは,豊作であった場合に比いいが,もしその年が凶作であったbすると餓死者乗出す
かもしれない○その危険か防ぐために曲軒の初期にあっては,曲耕ばかDでなく,依然として獣,
魚介類 もとって食べていた○ このことは,月額青伴っていることからも姓桝にすべてをゆだねて
いたのではないことがわかる○初期の虚桝は田租茨ともなわない直楢の稲作であったとされてい
るo 自然姫防の背後などに出来た宿地仕初期の点耕奔行うの忙絶好の条件肴･備えた土地であった｡
招地の周辺の比較的哉い部分に掛がまかれるとあとは収極までまっていれば良いのである｡収礎
には打製と磨製の石庖丁が使用された｡御幹町内で弥生式時代の遣物が発見された場所は,鹿瀬,
九谷,金川,上伊田,伊田,新庄,野々口,寺尾.原と殆んど全域であって,この地が早くから
開けていたこと女物商っているo
特に字垣頗逝跡は県下でも屈指の弥生式姓跡と恩かれる｡今迄無数の土器破片が瓦士に混って
出て来た｡稲作については,はっきDL7t確証はないけれども,弥生式時代の迫物や住居跡をど
の発見有考えあわせると,当時との地に結,旭川の氾濫に上b土砂が堆概して出来た自然堤防の
ようを,自然的環境尭十分に利用し允所に人々が移住してきて鹿桝が始められていたと考えられ
る｡石ころもない紳V,砂貿壌土の上に今日で考えると非常に幼稚複農具で粟やヒエも栽培された
ことであろう｡稲は山間の湿地に谷水を利用したD ,天水で栽培されていた○原の住居跡から出
土した黒碑石(割ったら見取状 ),字垣のLu魚原方面は縄文弥生の追跡があるが,須恵器を焼い
たあとが各地にみら-zl,いちじるしい汲片か産出しているととをども注目に価するo逝物のうち
で高杯が非常に多いことも特徴の一つであるO土器類は鯵しく発見されているが,完全75:ものが
少かハo同一型のものが多いので単に使用しただけと比考えらを帥 ｡良質の粘土がこの地に出
るので,或は製産地であったかも知れない○
金川高校歴史研究部には御浄町内で発見され7t土器,高杯,石錐,石庖丁,石軌 あるいは埴輪
をど多数収集して陳列してある0
2. 苗代の古墳
弥生式時代とくに後期における水稲良策の発適はめざせしいものであったoそれは豊か夜稲の
収種に上って人々の生活争安定させた｡一方地域ごとに,これまでにをい政治的なまとまりを作
b出すことに在った｡初期の古墳結,ほとんど独立した位暦に,一帯の平野から仰望できるエう
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な,LIJ丘の頂を利用して作られてかや,まわDに小切を伴なったりしていないo地峻集団の首長
たけが古墳埋葬の主人公であった｡中期になると首長基とされる大形古墳と吐別にとの時期にな
ると,申′J､の円墳や方墳の築造がはじまるOとの現象紘古墳発生の当初作はみられなかったこと
で,一定集団の内部における階級対立がつ上せる忙つれ,首長舟と9号(有力夜成員,つで_h支
配層が確立 しつつあった支配機構における各自の相成女表示するために,自分連の坊主-i-首長に
ならって必要とすえ上うになったととのあらわれである｡つまb古墳が集団内部の力関係を反映
するものとして作られる上うになったのである｡後期に入ると古墳が従来の ｢権力の象徴｣の座
からひきずりおろされ,いわゆる ｢基｣としての性格女強 く持つ上うin:なってくるOその結果と
して′｣､形古墳の築造が一段と盛んになってくるQ
御津町内には,草生,中泉,大谷,九谷,野々口,着席,西原,新庄,上伊E日,寺部,軸部など
ほほ全域にわたって分布しているo現在戎されている中で石部の一番大きなの壮野々口のうじ夜
古墳であるo草生の平野古墳吐明治の終りとろ発凋され,金*,直刀,玉類,祝部土器 (素焼き
で大-ん堅い焼きで当時の生活用晶でもあり祭器にも使用された)等が出たが敬遠されてしまっ
たo平野苗項は草生としては址も上い場所で山淀の′j､高い所にあ9,御坪町ではまとまった唯一
の古項であるo御搾町周辺の古墳紘時代が下って,蛮族の勢力が弟ま9,小形古墳が大公に築造
された,六～七世紀頃のものであるという事は内容に祝部土器を持っていることからも推察され
る○
新庄八ツ項は御津町附近では珍しいo規模は/｣＼さレ.がLi了J方後門項である｡その出土品のqJに象
形竹輪があったが,それがI最近砂鉄女とるときに使用した ｢たたら｣のふいごであることがわか
った○同時に雨乞に使用された孔のあるつぼも出ている｡
5 条 里 制
条里制についての起源ははっきbLないが,条里制とは,おおむね郡ととに,土地を六町 (約
ろ54メー トル) niLJ隔て縦頓把区切b,六町間隔の列を条,六町四方の一区画を里と上び,一里
はさらに-町間隔で縦横惰区切って合計56の坪とし,何圃何郡何条何里伺坪と上ぶことに上っ
て･地点の指示女明確にし,かつ耕地の形をととのえ,その面積女一定忙し上うとする壮大を地
割法であるo条里制は,律令国家の土地制度の基本である班田収投の法にとって,必要な前提で
あったO-つには,班田法も耕地削換制度の一種である以上,地殻に規格を必要としたからであ
ったが,それ上bももっと大切なことは,班田収投のさいの原帝と左る田海に,-A-^の田の
所在と面積とを明確に記蹴しなければならをかったためである｡ もし条里制がなかったならば,
田港の記載は非常にめんどうをものとな9,あるいは班日収投 も定期的に行なわれなかったかも
知れをい｡御津町にも,字甘東に現在残っているところの四 ｢田,十五田,八十田,三町田の地
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名は当時の逝横と思われる｡
第 2節 中世の金川 と御津町
1. 松田氏と金川
(1) 金川の地名の由来
金川の地名について払 古来V,ろいるにいわれている｡日本地名辞典に上ると,｢国誌 (価
限国鼓)に省いてあるが金川紘川筋が二つ左右に托れる故にカえ川と名附けたのれ 一説に旧
慣主松田氏が相州から来て彼の国の金川七曲大明神を氏神としたので七曲大明神無動純し,地
名も金川と云ったO｣とあるoそれについて杜,延宝五 (1877)年に解かれた七曲振起に
も,｢此松田の氏神壮元来相州金川に鈍重まします七曲の神社なればとて,此地忙遜座し拳b
きoそれ上bして此地車も金川の正と改め名づけ神社かも七曲大明神と号し奉れD｡又松田の
氏神三桂の御神にて,尾張鼠にまします七曲神社同体在るが故に,当社を七曲神社と申奉ると
も云へbo又当地を金川と名付くる疎も,左右に川をかねたれば,かね川と云ひしをりo｣と
あるところからも,また尾田長政が邑久郡福岡に居たので洗前52万石の藩主にTZったとき,班
下町に福岡という名をつけたと伝えられてV,るのと同じく,松田氏が故郷の氏神と地名を持っ
てきたものと思われる0
2.松田氏と日蓮宗
片や武備を厳にし,片や妙法を唱え西備前一帯日蓮宗に殆んど変ってしまったo松田氏は外譲
(日蓮采女護る大檀那 )の武将と自ら居じて祭政一致を徹底したのであるが,これが備前慈華の
起きた由来であるo御幹町を紘じめとして,この他域にとってもっとも特異性があるの姓日蓮宗
盾者が多いことである｡特に不受不施脈 (祖山)妙党寺,不受不施研門派の鹿瀬の本山本党寺の
二派が隣9合せにあることは,身近な歴史として興味ある問題である○室町時代から江戸時代に
至るまで,備前法華忙安芸門徒 (一向宗 )と併び称せられる程盛んであ9,多くの名僧幹男覧出し
た原因は今から60D年前.時の備前守連取松田氏の帰依にはじまる○もともととの地には天台,
夷官宗が多かったが,備前に大兄大僧正の布教が行なわれて以来,松田氏の保凄 とともに息に広
まったO道林寺縁起 (寛政 12年等稚 )に上ると ｢康永元(1542)年 松田元喬が伊細部の富山
城に居た頃,綿島村の禅林寺に大党大僧正という佃が異教が昌えているというので元喬は城内に
呼寄せ真言宗の僧侶と対論させた｡来宮宗の佃はたちまち法論に放れた｡元喬壮初めて日蓮宗の
教義に感じて帰依するとととなって,父の元周と一緒に蓮呂寺升榎の馬場 (岡山市内LU下 )に辿
てた｣とある｡大鹿に帰依したという松田元私vEついては,確突な史料にその名がみえないので
はっきDした増 払不明であるが,南北朝のとろ松田氏の一族に備前守凄となった榎田十郎盛軌
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同居重らの∧々も参D,松田一族がこのころ備前地方において!･i最 も有力を豪族武士であったこと
は確かである｡大党が京都に帰ったあとも日蓮宗の布教は大党の高弟日英に上って,引き続き着
実に行なわれた｡ しかし傭前にかHる法華宗発展の主流は室町期に入ってからも依然として妙党
等門流であb,殊に室町中期から敵組期にかHて壮松田氏の保護のもとに,その極盛期か迎えた
のである｡妙党寺門旅はこの松E)氏無策門の保護者として持ち,この間に松田一族からその被官
屑さらに一般庶民層-と,いよいよ力強 くその教練を伸ばしていったのである○この上うにして
松田氏女開基 とする日蓮宗の寺院がこの頃つぎつぎと建てられたo
の♪
松田氏の不拠金Jrの城下仰土,五代元方が道林寺かたて,八代元成が妙園寺を創姓 (妙園等-･-･
不受不施派が兼止となるまで側161J牌 の中心寺院であって蓮昌寺,妙啓寺,道林寺と共に松田勢
力の大本LIJの-つであった｡手首多氏に上る落城のとき灰盛榊帝し,江戸抑湖に見谷に再建され
かデ
て･j'た｡寛文6年に比廃寺と怒って多 くの末寺 と共に姿を消してしまった○ )した〇六代元適は
辛川に現妙寺女建て,七代元隆 (堤 )は砕島の福林寺軒妙拳寺と改称 した○これらの寺院は,そ
れぞれ又多 くの末寺衆持ち場前法華信徒の聖地として栄えた○そして松田氏がその武力と政治権
力を背紫に領地の他家寺院7lT･日蓮宗に盛んに改宗させたの もこの頃である○この間の事情は後世
の汽科でktあるが ｢備前軍記｣の中に ｢松田近年日蓮宗を甚だ以って信仰 してわが領内の寺々女
その寮に改めさせ,したがわざる寺を焼 きはらいHるo金山観音寺,吉僻 宮など放火せLはこ
の時をb｡金川城中にも日運宗の道場を建立し｣と記している○又 ｢和気絹｣にも,｢代々不受
不施日蓮宗にて,領内の僧俗うちにおして他宗女改めささ,違背に及ぶものは追払,或は寺社共焼払
ふO-官金LU諌始め悉 く焼失o｣とあるところからも,松田氏がいかに熱狂的に日蓮舞を保護し,
又熱心友厚者であったことの一面がわかる○室町中期から救国時代にかけての岡Ll.L県下にかHる
法華宗の発展は松田氏らの強い保藩政兼に助けられて,著しくその教練女伸ばし,人々の間に法
華官仰女深 く栂えつけていったのである｡このことが中世末から近世初期にかHて,県下から次
々に日遵案の高僧が雅出し,京都の各本山,さらに東国の日蓮窮の大寺の住持をるものが多く,
さながら当時の日蓮宗の宗勢は県下出身のイ削呂たちVC上って推進された観を生じたことである｡
例えば,日現,日兆,日典 (備前金川に近い野々口村で生まれたo家は代 松々田氏に仕えた大村
洩石工門の兄という･-- ･･･大党 ),日箱をどが輩出した○ この上うな名僧知識の頚出は何を意味
するのであろうかo例えば,松田氏のことき上からの日連宗保襲政策の政治的結果 とれ あるV,
紘,この時期の全 く偶然の現象であるとの説明では説き碍なVlo大東以来多くの日蓮宗イ馴呂たち
の棟強 く.絶え間のない日麺声教義の伝道がひろく人 の々中に沈潜 し,またとの教義計受け止め
た無名の民衆がその教え女自分自身のこととして消化し,生きる心の支柱となしえ尤時はじめて
この上うに多数の名僧たちのぜ出可能であったといって上いであろうo串実妙党寺日兆 (松田氏
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一族 )蘇除いて,これら県下に耳出した日遊宗僧侶が松田氏の被官屑あるいは:.在地名主,武士
暦さらには無名の捜民など当時の禎支配者層からの出身者が多かったこと払 県下の中世の民衆
の中に,いかに根強く日運宗が没透してV,たか子伺エbも如実に物語るものである｡.
大党以来の上からの布教とこれを受けとめた下からの支えが融合してとこに多数の名僧知敵の
群出となった｡中世民衆の蔭華慣仰が花閑V,たともいえるので参る｡この上うに中世に於いてそ
の全盛葎誇った鋲葦暦仰も近世に入ると次第に蓑退-の方向をたどる｡その理由の一つには,宗
門内における政治権力に対する数歳の変乱 屈服で参って,いせ一つはこの屈服脊余儀なくさせ
た幕府及び岡山藩の不受不施派邦圧政兼で参った｡
この地に日箪宗が広まったのは,簡単にいえば日産宗そのものの性質が最も平民的であって,一
般民衆が官仰しやすvlことも大きを理由であった忙ちがい75:いが,特に備前忙於て碩盛女極めた
理由は,備前の諸大名が歴代熱心改暦仰者であったということが重75:る原因であったと思･hれる｡
備前に初めて日運宗奔広めたのは大党大僧正であった｡この地に大栄大僧正と ｢南無妙法蓮華経｣
の七文字弁記した大きな石碑が沢山建てられているととからもわかる｡しかし日蓮宗教との地に
最初に伝えたことはこれ上Dも先に,大党大僧正の師であった日像の時代であったものと思われ
る○今も岡山市の遜昌幸にある大鹿茶薪がそれを物語っている｡備前における日運寮の伝来は,
これが記魚にみえた初めである｡ (岡山県温史) これから推顔すると,日俊比その高弟の大党
大僧正有∵備前に派漉したものと思われる｡
5, 南北朝,室町時代の金川
松田氏は,神奈川方面の関東武士であったことは,｢金川の地名の由来｣oJ所でも尋いたが,
この松田氏が備前の国と関係があるエうに在ったQ)紘,｢承久の乱 (1221)｣以降である0
1219年(承久元年)鎌倉将軍源実朝が穀寄せられ 源氏の正統は断漉したoしかるに執権北条
氏は京都から九条頼経斉将軍に迎えて幕府女存続させた○そこでかねてから胡棒の回復を志す後
鳥羽上皇は東久5年5月北条氏追討の軍を起し7tolって尼将軍政子及び執稚義時は衆議弁決し,
東海,東LLJ,北陸,三道上b大軍か進め,官軍女破って六月京都に入った｡戦後幕府は作木天皇
を摩止し,後鳥羽上皇以下三上皇舟連流に処し,討幕に参加,協力した公卿,武士を処罰し,京
都大政彦に探題女設けて朝廷を監視するとととし,文京都内外の番価と三河以西の諸国の御家人
の統樽にあたらせた｡この地位は執権につぐ重要をもので,代 北々条氏の一族が任ぜられた○京
都方についた者の所蘭5.000余箇所斉没収して有功武士に与えた○ この承久の乱に上って,公家
政権は急速に衰え,茶園制は武士,特に地頭妙力a)侵略に上って肋壕に向う上うになるO とe)永
久の乱後に任ぜられたのが新補地顔であるo也EB氏も永久の乱の功に上って備前国の伊福郷の地
頭職となった｡この新補地頭は本補地蔵上i)は概して有利であって,一定の給与つやb,公領蕃
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圃田畑 11町ごと忙1町衆年貴女納めなくても上い免田とし,かつ1段につき5升の加徴米諌と
ること教許し,LUや川の収益は飯家と折半した｡これらが新補地頭の収益であったo伊福部の地
所職に任せられた松四民は,鹿田庄(今札 大野 )Ve勢力社.ihEl'し,怒LU城に根拠祈つくD,三門
大安寺,闇に山継道が通っている奥uJ方に手女延ばして,赤坂郡升手に入れ,領国UJ首府Tr･金川
においた｡ この上うにして松田氏の勢力は増 強々力-jtもa)となっていった○西備前に確固たる力
衆そT3:えた土豪と茂った.七曲神社C)縁起に上る建武中興(1554)のとき松田十郎盛朝が備前
守讃となっている｡その後一時細川顔氏の守誰の時期があっ た上うであるが,ぜた松日ヨ備前寄居
重が備前守讃と覆って,貞治三 (1564)年頃寸で紘松田氏の守教が続いていたとと紘確かであ
る｡しかしこの間文和 (1552-55)から貞治(1562-67)の初め頃にかけて,当時南朝に属
していた山陰の山名氏の備前地方への進出に対して,備前守静松田氏がこれ存否さえることがで
きなくて,山名氏の勢力下に国内有･制圧された｡ こa)兼任を追求されたのれ 山名氏a)幕府帰慣
後の貞治年間に於て松田居重は備前寸譲を免ぜられているO
赤松氏が確磨,備前,美作の三ケ園の守故職と怒ったaJは,足利噂氏が征東大将軍 (1558(磨
応 1))となったときであるが,赤松氏の以前松田氏がいつ頃号で守讃歌であったかという点に
ついては不明である｡この松田氏は赤怒氏が三国a)守頭取と在ると従属する上うに75:った○赤松
のりやナ
則村が没 して子則稀が隣国播磨の守譲 となった時備前守讃升兼任しているO赤松則酷は家臣の浦
上宗隆和三石城において備前女治めた○ (備前軍記) 足利尊氏に上って室町赤府が開かれた
頃,日本中が南朝,北朝の二派に分れていたo長期にわたる南朝,北朝の抗争はしだいに内乱化
し,南朝軍は上うやく弱体化したが,北朝内部にもさせざ耳の紛争が少75:くなく,ことに細川滑
氏の反乱軒はじめとし,大守硬の反足利的行動も目にあせるもaJがあったo
そして貞治六 (1567)午,将軍鮭 の死去の前後結,#帝も一時危機托陥った｡次の義稲の
代に払 阿波,讃岐の守碓細川頬之の補佐もあD,藤冊の楯威回復に努めたo緒園の武士 も,た
いた.両 ヒ朝側の有力な守藻の支配下に組み入れられて,足利政権仕上うやく安定した0 1592
(明徳 3 )年,南朝側は掛熊の申し入れ女受蕗して,南北南朝の合一が実現した｡ここに57
年にわたる動乱は#努とL,足利政権の全国統一が完成したo幕府の基礎は確立していったが等
讃大名の勢力も次第に増大した○孜渦は#府樺力の確立のために,足利氏一族以外の大守護の制
圧に乗b出し, 1590(明治 1)年義満は莫濃,尾張,伊勢5カ国の守顎を兼ねる土岐氏の内
紛に乗じてこれ教討ち,つtハで豊年には,山陰,Lu陽に勢力社旗 い ,LU城国以下 11か国の守
頭弁兼ね ｢六分一家衆｣と呼ばれたLU名氏幣か掛 雷した｡ (明徳の乱) 1595(応永2)
年には今川氏紳 さえ･さらに1599(応永 6)年には大内鍵ム女攻め掛 雷した｡ (応永の乱 ).
義満の政熊は義持,政教にもうけつがれ,耗赦は:幕府樺力の拡大に努力し, 1459(永草 11)
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年,将罪に反抗の勢い布示した関束管慣足利持氏脊滅ぼしたが(永草の乱),井村の統制力には
大きなひびが出来たo幕府内部にかける守蚤勢力の拍額をIia)あたDにみてきた並数は,将軍勢
すけ
力a)再建軒念願とし,守護の弊tEに乗9出したC,その政策に恐怖女抱vlた梅暦守簸赤松捕鯨総,
1441(寡言 1)午,並数女自邸に招いて暗憲した(茅青の乱 )｡その後は,誰府の権威は急
速に袈え,三管領 (細川,由LU,斯波 ).四功(山名,赤松,京趣.一色 )a)家系がますます勢
力教のばし,75:かでもm)l低や明徳の乱後再び勢力舟盛b返した山名氏壮その蚤も強力なもので
あったo このころの松田氏の状態はいったいどのようをものであっただろうか｡赤松氏が滅ぼさ
れて備前の支配はLU名敏之VE屈したので榎田氏も山名氏(,t従ったo備前には守伊代として小鴨大
和守が来て邑久郡福岡城にいた｡こe)上う妊牧田氏の鎗力はこのとろ全 くふるわをかった｡松田
氏が赤松氏に従屈した9,又山名氏に従属したbLながらもその地位を維持したというとと,し
かし松田氏にも時節が到来してくるoこれらのととからこの地域性堅城鉄壁の守bを持つ地域で
はをくて,絶えず二大勢力下にかびやかされていた亡と女考えると,松FEl氏がそのつど立廟i･替
えることもわかる上うな気がする.大和朝廷成立の頃から幕末に至るまでむ宿命であろう｡
4, 峨 国 時 代
備前,播磨,美作と赤松の旧領仕山名一族に上って占められ,天下の形勢は軌 Il,山名の二大
勢力に分かれていた○細川勝元は赤松氏の再解す援助してLJ名氏に当ろうとしたoT匪将軍継承
開港にからんで,下風上の風潮と荘園制の崩鼠 武家における分割相続上9単独相統制への春行
に伴う相続争V,と確臣の対立をどに上り応仁の大乱へと進む｡赤松政則は掛川氏の援助を得て旧
領を回復し,松田元隆 (或は充電 )/.tt旧王赤松氏が再起してくると浦上則宗等と共忙邑久郡にあ
った福岡城を攻めて′｣､鴨大和守を追い出した｡肺上氏はこの功に上b以前そうであった上う忙守
藤代とをって三石城に居D,松田氏も又西方四部 (御津,津南,赤晩 上道)の守護代と在って
雷LIJ,金川城に根拠をおくととになる｡下瓢上の風潮にのってか松EEl氏が急速に勢力を得てきた○
応仁の大乱は全国的規模に発展して,戦いは長びき,勝敗のつかないま引て文明五年三月LIJ名宗
坐,五月には細川勝元が死んだが,中央の戦乱は地方に波及していったo同年元隆 (或は元澄)
も捜して,中興の祖とV,われる元成が後か継 ぐこととなる｡この時棉腰,備前,発作の三国を領
していたのは守酵城赤松政則であって,備前一宮に参拝ともに国内を巡視してみると松田の勢力
が西備前から東備前女も押領している梯子なので領地を取b上げ上うと決心するo元成は機先を
制して兵力に訴えてもと,今迄いた富山城から金Jli城に移ってきた○この時元成の脳炎には下利
上の風潮そのままに,この松田家壮鎌倉時代の末頃守辞職に任ぜられて重たのではをいかo今で
こそ赤松氏の配下になっているが,領地女取9あげられるわけが覆いと考えていたのだろうo当
時としては旭川と手甘川の間に位置する臥砲山比交通と要がVlに,lE恐れた絶好の山城であった｡
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この上うにしてい上い上福陶合職が始まる｡こrJ福岡合職のことは伯前軍記に詳しくかかれてあ
る｡この禎尚合戦の原因は次a)上うに覆ると考えられる｡①全国的に下魁上の風潮があったこと｡
(i)応仁の大乱中に松田氏e_)勢力増大 (a)応仁の乱後赤松政則,松田氏の勢力増大和恐れこれ脊抑
え上うとしたが,実力を蓄積しつつあった松田氏これに屈せなかったこと等があげられよう｡
文明十五年には赤松,浦上のirTLと価喪をした0校EEl氏は赤松とは敵対阻品にある山名氏に援助を
求め,文明十六年正月福岡城か攻略したものa),元成は一気に三石城東かとしいれ備前一国か従
え上うとして畢Ik東へ進めていったoこのことが却って戦に敗れ元成は自害したo元成の子元勝
は父の失敗に省みて,金川城車中心にして墜乗夜作磯舟とった○絶えず南方から浦上勢に上って
鶴軽されたがよく防いで串なき'k得た｡ 1509(永正 6)年に城主元勝娃三条西実隆上れ 手
松風水の二部教贈られ以後玉松城と命名した○I
備前単記には福岡合戦に鮎する1,1ろいろなエピソー ド女伝えているがそa)中に次の上うな文があ
る｡福井/｣､次郎(21才)と福井源左柵門の親子がいた○戦がはじまったので二^とも敏に出,
戦が終って城に帰ってみると親の軒左衛門がいないので,討死したものと思いこんで追って くる
散のiTL勢の中に飛び込んで福井/｣､次郎と名のって父を尋ねた｡ (この親源左御門はむかし都(rt住
んでいたが小次郎四才のときその母Ik京都に残してこの国にきていち) いくら卑ねても行逢わ
ないので討死せんものとして死物狂に戦った○家の子が上う上う肩に引きかけて城へ帰ってきた
時には,洩辛味手26ヶ所の重傷でついに死んだo父は/｣､次郎の行動諌開き非常に悲しんで,陣
所に入って′｣＼次郎の啓残したもの教みると,都の親類にあてたもの,殊に母a)もと-祁残 した文
をみると/｣､さい時から孝行もできず心ばかbは先にたっが年女とっても出会うこともなく,又自
分が死んで非常に悲しまれるだろうと思うと,親孝行 もできをい私に(rl気がかDです｡ この上う
在職乱のうちつづく時代と卦ほしめしてあきらめて下さいとあって,文の奥に
｢生れとしかやこの契bいかTJれば同し世上た把隔てはつらん｣と弔きとめてあった｡
この上うに戦国の世に於いても親と子の思い岨司じであったことT･物幣る一つのエビソー ト●であ
る○
福岡今晩以後は赤松･浦上の主従や兄弟の間に争いが胞えTz:かったので金川地方は比較的平隠無
撃であった○この福岡合戦は応仁の乱以後に於ける赤松家臣の下租上の最初のもCjとして注目さ
れる○そののち松田元盛 ｡元輝 ･元貿三代打続いて日運舞に熱狂し,読経教礎として武備布忘れ,
老臣横井 ･橋本がいさめるのも耳に入れTEかった｡手首多正家は自分の娘教元賢に腺して,表面
和平脊装って時の来るの教待っていた｡しかしながら横井 ･橋本 ｡辛垣兄弟の忠臣が控えている
ので容易に芋女Tすことが出来なかった｡手塩兄弟が去った後には家臣の中にも射爆があったの
れ 虎倉城主伊賀久随の澄切bのため,空しく聯戎した｡永綴十一年七月七日早昧e)蔀であった｡
一･51-
｢虎倉物語｣に1る｡
そののち1605(段長8)年徳川幕府a)一国一班令に.Eって廃城と怒った｡金川城を赦した値
家は,岡山城Tr奪ってせもをく上道郡の侶城から移ってきた｡こe_)年天正元(1575)年,棉
軍足利鶴昭も牧田官長に追われて,名突共に皇町蔀府は終末をつげ,備前の大部分は手筈多厄家
の統一するところとなったo
この上うに戦国時代比企E51各地の大名が全国女統-ある封建国家にするために絶えざる戦乱を
操b返し,権威,伝統壮実力の前に全 (無視され,爽力のみがもの斉Vlう下私上eJ時代であった｡
守郡代は守教を,家臣仕主人希打倒し,一国を就-して大名に成b上る者が多く生まれた｡かく
て等恐大名は相ついで倒れ,それに代って槻威大名が各地に強固な封建′ト国家か形成していった｡
幕府の統制力は全 く地に落ち有名無喪化し,荘園的土地制匿は全 く否定された｡この上うに強固
な封槌/ト現家が,統一ある中央鋲棟的封建盛家作まとめあげられようとする生みの悩み(J時代で
あったといえる｡ (LLl棋 浩)
I
第 3節 近世の金川と御津町
(1) 日匿氏と金川
日住民が池田氏に仕えるようになったa)は其斉.忠勝父子の頃であD,御系図にも忠勝の時に
儲知4,500石女与えられ,勝入公暦輝の家臣であるということが記されている○その年代は明ら
かでないが,官輝が天正 12年犠柁しているととなどからみてそれ以前であろう○鹿長8年に入
ると息俊は武蔵守利隆の御家老職を仰付けられ,備前入園の節お供かLで津南郡金川に新城を轟
き, 11年間在城したo E-aj時,収軒下坪井とVlうことだったが,忠俊は備前要所として金川新
通んだという説が残っている○当時の飯知は 14.OOn石であった｡しかし,播磨宰相輝政が慶長
18年に卒したため家康の命で利隆は播磨軒便有するととにをb姫路-移ったOとの呼息俊(盟
前 )もお供軒して高砂の城か5年間預るに至ったo元和5年 6月利隆死去のため丑腕夜中国要地
蘇治める把は,光政仕幼少であるため不都合として因幡,伯菅両脇に移封されたoまた,E-の年に
豊前 ｢光政公御幼稚二付御政道忠俊無油断可動｣ (御系図中,ib)との上意a)奉啓か将軍秀忠上
b受け,その上,鳥取在城中は鹿野城5:預b,国政は知勇兼備の日置丑前と土倉市正が適当して
いたというととなど,如何に豊前が家臣としての手腕を持ち,重要を人物であったかがうかがえ
る｡寛永 9年光政の備前備中拝領の時,盆前は再び金川舟賜わD御苑畠を設けた, そのまわb
K侍屋敷等ができ陣屋町が形成されていった｡この舟屋町には日僅氏UJ家臣団衆住まわせ,日燈
氏当主は池田の家老として岡山に屋数(上屋故,中嶋屋敷 下屋数 )女構えていた｡以後日思氏
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は代々金川領主となったが,金川の地に出かけるの綻輔であり,そe)滞在期間も垣かくて2-ll)
軌間程度であった｡日置家紋武術g)専門77ありその軍事組級 も池田家a)組級と同様であった.な
お尿臣団a)統制は家老が行っていたo
(A)日置氏系譜
a 日置氏略系
1当 主 名 塗- 千 備 考
対馬守兵斉 秋田氏女 (忠 勝 )七 郎女 子弥左エ門五 ヱ片腕欄毒市郎--.猪 政重A + ---半兵術肺十八 ･一一為 片桐寺子.-三好久左エ門皇
25 猪右ヱ門忠勝 今額:八郎左ヱ門- (忠 俊 一今枚柵六息策主席之助忠成女 子 一- --母方の苗字計名乗る一一一斉藤市左ヱ門垂
女 子--一一一内蔵介今枝民部直伝--.-梶滞大隈守室一一日今横内記歪道為頚子
女 子 -----.-木下弥三郎室
大学由成--女 子 --. -一息俊 と勘当,豊臣方に一味したため--入江甚兵衛転月毎
豊前守忠俊 飯尾茂助敏成女 女 子 一一i--伊木日向守幸居室∫
当 主 名 畠 千 備 考
主殿助忠隆 一--今夜民軒直恒嫡子
仁恵 海 上 一一 今彼氏部直恒子
女 子 一一一一. 内蔵介子 宮城大蔵改定垂
左 門 一一一- -入江宗二子
4 若狭等忠治 光政公賓女(爽ノ､池田摂津守不敏 女 ) iIJ 女 子 一 一一 -榊原伊放政相室
女 子 .㌔(忠 明ー左 門七之介今彼氏車直方 --今枝近故為泰子,前田内諾 允打臣垂伯父今彼氏部近較為平子
女 子 --一一-･池田嘩人長何重
… 言 .;池田左兵衛慣超皇
5 猪石工門忠明 桑山修理 F-玄女 一女 子四郎五郎(息 昌 )uJ脇溌太夫--.- 池田響入官進呈
池田勘解由 ----地相内膳武官名跡破仰付 5.000石
今枚主水恒明 --J今枝民部為頚子
地EB火載利春-,-池即栃母知定為嘩子
池田中人俊油--池田刑部太東可為琴子 有命続家想
6I猪右ヱ門忠昌 相乗四郎左エ門 (息 盈I i土倉割 善一暦垂I 正勝女 女 子 - --
当 主 名 塞 J 子 備 考
(忠 籍)息 芳
7 伊蝕忠盈 戸川玄者達古女
8 織敵忠寿 池田丹波守政紺女
9 玄弓軌忠芳 池田大等 (忠 辰 )
長処女 丑之丞俊堅女 子
10 左門息辰 今牧内盲己妹 【忠 英 ト ー一一-池田志浄摩次男
ll 三次郎忠英 (忠 泰1 -息牽,安永8年 12月14日三次郎嫡子 となる
12 元八郎忠孝 韮納経女 女 子者之丞 一日 -(粛千 )(吟次郎 ト -ー 早 世-今枚蛇部弟
15 吟次邸息弼健之進 鴇 忠独 断 f∫ _確之進 --.-- 妾腹の件,19才病死
(息 尚 一一一一 池田出等次男
この略系エ9線組み関係か見ると今枝家が多いのが目立つ｡今枝家とV,えは,加Lnloo
万石前田の家老 とVlう家柄であるoそa)今横家とどのようにして関係か有し初めたかは勉強
不足のためわからないが,日僅家老遠の兜明夜策に上9江戸末朋に至る迄,度 縁々組み衆し
て両家の温存を姓かろうとしていたことは明らかである｡
b 日置氏略韓
日倍の先祖は和歌LU出身で,官長の足軽程度であったという話女㈲いたが事実のほどは明
らかで夜Vloその日倍氏がどの上うE,t池田の家臣として過したかた調べてみたい｡なお, こ
の史料として帆 御系図 (家来が日鑑氏の家系Ik記憶するために番vlたもの･.･-板津氏殻 )
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と奉公番か参考にした｡
この系図軒見ると破約に｢姓藤原改後部気｣とあD,また他の史料にても延宝5年和気
姓敢賜っていることが記されている｡をか党務9丙子暦9月朔日,七曲大明神へ寄進され
た天狗の面の喪に願主日麿和気忠明と記されていることからみてもそれが轟付けされる｡
1) 対馬等兵斉
永正 15年尾州犬山に生まれ,天正 18年5月8日h'阜において卒.行年 75歳｡居
城-･..･灘州尾浦o
ロ) 猪右南門忠勝
天文 11年汲州三ツ井生o天正 18年 7月25日於荒井卒o行年49歳o弛EEl勝入信
輝家臣o居城汲州尾滞〇領知4.500石O壷として今億八郎左衛門忠光女を迎えた.
｢天正8庚辰年荒木摂津守村韮薮避妊つき一族荒木志津摩守摂州花態結城候節勝入公
攻,天正 18壬午年 6月2日明智光秀叔官長につき秀吉公御追討,同月15日勝入公為
従,同年摂州上b漆州大垣e.)城(,C軸移,同国′｣､国の城御預,同申甲年長久手御合戦依
病気不慮従,同 18庚寅年秀吉公′ト田原北条氏政女御攻.輝政公神病気屈従在陣中父兵
詐死去,忌中在陣の所病気莞小田原城薄まの故公に先て帰る途中於遠州荒井渡卒｣
ノt)豊前守忠俊
元包 5年尾州犬山に生まれ,幼名を左門といったO ｢天正 19辛卯年奥州一環起 7月
秀吉公御出陣輝政公御下向為屈従,企長5度子年上杉景勝為御征伐家康公会津御出陣輝
政公剰隆公御先陣此節モ為屈従.同年石田三成-乱二付織田秀信ノ岐阜ノ御城攻,8月
25日江戸川虐使同弟今櫨油六此節一番首か捕,同19甲寅年冬大阪-乱刺隆公尼ケ崎
御出陣天満口迄御越為屈従,元和元乙卯歳大坂再乱刺隆公費披 御出張為屈従｣この上う
な度重なる磯功で,描州入国の時 5.500石加増され,金川に新城か築いた時再び4.000
石の加増女受けた07tた武州公御家老職か仰付けられた時,豊前と変名o後,春子主殿
介息隆に知行千石賜ったが死去の為千石上D,寛永 16年a)御加増 2000石女あわせ都
合 17,000石5･領有した｡その年隠居して 18年5月19日卒｡行年 70歳○治世52
年{･あった.前にも述べた上うに丑前性知勇簸僻で池田氏にとって欠かせぬ家老である
と同時に,日置氏が代々象著として池田氏に仕えるその基盤女ゆるぎないもむとしたo
居州･･･-参州不高頚城 -ラ楕州商都浄満新城 ラ 備前金川-->因州鹿野城 う 備前金川
⇒ 若狭守忠治
松平伊予守家臣｡加州今枝男主殿助弟o元和 5年加州に生まれ,寛永 15年9月5E]
豊前の春子となった｡又,輝政の8男牙助 の女を光政が年女として忠治に配したo買永
-88-
19年春,家懲知行 1&.00n石女相続 し,同年江戸平)I旧御普請の為,普紬奉行 として江
戸へ下向｡寛文 12年納政公御家骨相錠の時,江戸に下b将軍家網に拝謁o先文元年猪右
術門と改名0月事三年隠居し革也と号したo元鯨 6年4月 14日75歳卒○治世:45年o
ホ) 猪右裾門忠明
曲応元年閲正月15日岡山忙生まれるO幼名五邸太郎,後に左門と改め隠居敏弘八餌と
号した｡藤 16,000石o森応2年,明暦5年,万冶2年,究文5年江戸へ証人として下るo
究文 占年御用見習か仰付けられたとき,御合力米千俵か賜わり,同9酉年桑山氏女 と婚礼0
月挙 5年忠治隠居のため ｢家督鯉相連被下,直二政蛾ヲ教｣ とあるo宝永 5年正月20日
59才で隠居し,草保5年 11月29日71才卒o治世 2口年O
へ) 猪右衛門忠昌
点字元年生まれる○幼名太郎作,元禄 15年正月28日左門と改めるo元穂 16年 6月
21日 ｢御仕監御用見習候様二｣と仰出される｡宝永5年正月20日家督 16,ODn石か相
続｡享保 5年伊級 と改名,後,猪右衛門となるo天文 4年8月 10日病気死去,行年 56
歳｡家背相続後金川へ出向いているa)壮数えるほどしかなく,最も長いもC3で 1週間程度
である｡治世54年o
卜) 伊枕忠盈
正徳 5年 2月 17日岡山に生まれ,幼名五郎太郎といったが左門と改めた｡元文 4年正
月江戸-下b,同2月5日伊粒と改名｡元文 4年 9月25日江戸において病死｡行年 25
歳｡なお備中撫川上り皇女迎えている○
チ) 級部忠海
享保 15年 12月 19日生まれ,元文 4年家慣 14.000石相続o知行所金川-は家督後
?年して出かけてVlる○究延5年 ｢御UL用御留守親番粕勤申候軌1とあるが,同5月7日
頚生のかいなく21才で卒 しているため,この年仕殆んど勤められていない0枚か弟万之
進か5月7日華子忙したいと願い出ているo治世 12年｡
リ) 玄零点芳
享保 17年に生まれ,初名忠周〇線16.000百〇発延5年 4月dEI玄巻 と改名,家懲仰
付けらる○宝暦 5年江戸謂o宝暦 5年正月家督後初而御参府o同 14年 8月朔日治政御家
懲為,御礼御登城被遊俵付,伊木豊後,池田主殿,息芳 5名登城仕,公方梯江御目見･･･｡
明和 5年 5月 15日死去,行年 55歳｡治世 17年o
ヌ) 左門恵庭
宝暦9年4月生,幼名槌之進,藤之進o明和5年 7月5日,16.000石の家懲5･つ く一｡
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明和 4, 8年,安永 4,8年忙衛翠用例留守戎呑舟勤めるo明和 7年 10月朔日今牧内
記妹舞姿にしたいとの旨5･授出o安永7年左門に改名したo安永 8年 9月 1日,御留守
裁番軒勤める筈だったが江戸-下向の為,土倉市JT_忙相送った○安永 8年 11月25日
池田宗政息女勝鮭様が榊原政教に嫁ぐ時 (御引移 ),御入輿披之彼女柏餅めた｡ 同年
12月 14日池田志浄座二男久田三次郎斉窄子作,元之助け三次郎嫡子にする｡安永8
年 12月 15日左門21歳卒於江戸o治世 17年｡
ル)三次郎虐英
明和 5年生まれ,池田志搾摩次男o東泉 9年 2月 14日家督御知行琶万六千石格式共
相続o天明2年御軍用御留守残番か勧めるが,同年8月 12日わずか 17才で病死○治
世 5年○
ラ)元八郎唐草
安永 8年正月生,忠原子o天明2年8月25日,｢日置三次郎有世の内原置便通相緋
之儀容父同姓左門実子元之助江破仰付億｣ 天明2年 11月 14日家唱御知行 16.r]00
石,格式共忙相続○寛政 5年一文化 14年の間五度御軍用御留守残番升勧めているC,兼
件がをいため,松平加賀守殿御家中今彼氏邸弟吟次郎を香子にし,追って娘女取らした｡
なか文政5年 10月 1日エb文政 4年5月1日まで軟度にわた射卸仕思織御改口上笹敢
病気故に提出している乙と上b仕思聯 (寛政 9年備前仕置瀞とTzっている)か寛政 12
年に免せられたという説は疑問で参るo文政 4年 5月2日45歳卒o治世 ^∩年o
ワ)吟次郎忠弼
加州今横内記弟O文政 5年 11月27日来手岡山千時 1,1歳,同年 6月22日家督無
相速腸従斉政公.文政 4年 6月22日元八郎家唱御知行 1dnOO石格式共に相払 文政
占, 10年御軍用残呑舟勤め,同 10年9月?5日 ｢窄父元八郎娘此度私垂に申合せ今
日婚礼････｣とある｡文久5年 7月 1El御仕駐役嶺仰付,雅之進が若 くして病死した為.
池田出羽弟軒琴子として迎えたo感応 5年措右ユ門弟帝と改名o明治 14年 8月 1口日
71歳卒O
.確之進忠鴇
天保 6年 12月25日生まれ,妾腹弟子O宗永 4年 12月9日忠弼に相続の件が無か
ったため,妾腹の件である硝之進が17才で嫡子と在った｡しかし爵永8年 8月21日
病死○行年 19才○従って拍敵なしo
カ)数鳳忠尚
池田出宰二男,池田出羽弟｡文政 12年 2月P･日生せれ｡吟次郎年子とをD,安政 5
-LJt】-
年 2月28日家葡知行 16.0DCI石,格式共に相続o艇応元年正月元日帯刀と改名o良応 2
年5月26日池田伊勢弟鍵之介軒笹子にしたいと申し出たo同鑑 ム月 12日防長御追討為
応接出馬｡塵応5年 12月西宮昏術計命ぜられた陶U｣潜は家老以下約2,150人斉派遣 した
が,そU_)一隊である日置帯刀の部隊は同4年正月 11日神戸村において,隊列を横断し上
うとした外人の脇腹舞槍でつき,その後,足腫一同が再びやって来た外人に命女待たず発
砲するという神戸即件51かこし,直接の放任者である第三砲隊長滝啓三郎の切腹が決定し
た｡そのこと在日思帯刀は家老に命じその由軒伝適 し,啓三郎は9日夕7,'臓 した｡明治2
年英彦と改名し,大正7年90才という高齢に達 し卒o
(a)家 臣 団
日倍氏が池田氏の家臣であったため,池田氏とともに敷皮の転封計ともに経てきた○そのた
め日鮫の家臣団は忠勝の代兼職上Dの衆,豊前虐使の代三河上恒7)衆,同代価州南郡,同代備
前先年金川,因州鹿野の衆と多様である○箕文元年には 1口D石取以上が5Ll名であったが,
その中5C)O石以上は4名と高はそれ程大きくはをかった○また,猪右衛門の代に加わった者,
出前の代に加わった者とともに丑前に従って,ノ｣､原原槻陣,奥州御軌 岐府川越之時,関ケ原,
そして大攻両陣にお供款し,手がら-kたてた者が多かったo しかし緑計碍ているのは殆んどの
者が三河であるo以後,威替えとともに加増されている者が多い｡次に究文元年丑7月18日
御家塀侍巾代先祖 (板津家文1日:)エ9まとめてみたい〇
･日倍猪右衝門忠勝襲淑エ9g_)衆--･･7名
板韓啓右衛門 5L10石,板韓晋太郎4□□百,沖田孫十郎 56□石,西川忠右衛門500
石でこの4名は家老となD,他 5名は 10□～ 200石であった｡彼らは埴初池田勝人様.
紀伊守様,正人様-仕えていたが,途中で猪右衛門に遣わされたbあるいは,当主逝去後召
遣わされたbした○又一部には般初から仕官した者もあった｡
･E]鉄也前忠俊の代三内上Dの衆-･･･d名
三内にて食前に仕えた者5名o梶輔大隅別脱之弟舟三河に か vlて大隅殿が預けた｡これは
あくまでも想像O-l城か出をVlが,忠勝の女が梶浦大隅壷となっている為そ叫到係で仕える上
うになったのではをいかと思う｡
･日蝕 前虐使,描州高郡上Dの衆--15名
4名は摘州高郡二而召出された〇三硬与三右裾門は佐之内栽助死去之後,畢人｡今枝内膳
娯肝触nIで遣わされた.
･日隆 坐前虐使,備前先年金川上Dの衆--･･5名
･日殴豊前虚像,匝州鹿野上Dの衆--2名
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･金川上D後の衆-･-･7名
以上50名が100石以上の知行取Dであった9しかし家臣の格技明らかでない｡江戸中期C_?
家臣団C1相成は史料不足で明らかで夜い｡
次に安政5午年正月 11日御歪頂寂之次窮で格及びその人数舞見ると次の通Dである｡
家老･--5
家老子供--･1
横目･-･･1
同格･--1
同格-････5
同格･･--0
医者-･-･5
無足小姓の子供=-=2
鈍足′｣＼姓子供-･- □
物所以下絵人男.･.I.･O
中′｣＼姓休足--･1
家老阻居r･.･･11
物頭･--10
同格--2
物頭取屠･-･･2
中老子供-- 0
衰ノ｣､姓-･･･15
横目以下給入線居---5
衰小姓限居･･･- 1
中小姓･･･- 17
中小姓格･-･･2
以上であるQ
中老--･･o
同格---o
取次.--6
供頭･.--5
給人･･･- 15
同格･-･･4
この家臣C･3線高教みると10口石以上が?_8名と,初期から比べると2名淑少はしているもの
のその^数にはたいした変動は見られない｡そこで一例夜あげて.どの上うに変遷していった
か51調べてみたいOLかし75:がらこれが全体的をもQ_7とは言いきれないo
(史料 ′先祖宙 〝 寺田氏萩 )
(イ) 初代寺田五右衛門塵肺
父普右術門,官長公に奉仕O官長死後,丑冊は尾州犬山城に引込むが,その後,盟蔀虐俊
6-)代三河の国で呼び出され,岐阜城攻の節か供無し播州にて知行50石女与えられる○大坂
両陣に供かし,剛il鹿野にて病死〇
回 二代白市右術門董正
父跡式知行 50石支配共二結高官石｡金川-固着の節50石加軌 その後再び50石加増
され都合200石｡実子が無いため饗子女迎えるo
レ､)三代白市之介重成
襲父跡式滅知 150石女申付けられるO
(⇒ 四代目平介歪久
父跡式知行 150石の内嫡子平介 100石,(戎 50は次男-),後,58石加増され物
頭にて金川横目役申付けられる｡弟は加増さrLIaO石とな9取次役争勤め,市右衛門と名
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乗る｡宝永7年国魚F_退vlた時,弟も退去 したが,弟はその件が草保 5年呼び返され家続5･
申付けられ-たため帰参｡
咋)五代市之介知蓮
呼び返された時 5人扶持,のち1人扶持力摘FJされ,新知 70石申付けられる｡物萌VCて金
川判形役魚申付けられ58石加増Oのち判形共感月艶 頭申付けられ,iブくに弓蘭併横目役兼帯o
卜)六代岩太郎知審
父跡式故知80石｡寛政 5年横目役o同 4年物餅にて金川判形役非常作廻所申付けられる｡
精出して勤めたこと上b毎歳米 10俵宛申付けられ,2□石加増｡再度2CI石加増されるが,
実子がないため香子を迎えたo江戸表-使者軒勧める｡物 頭上席放奉行申付けられる｡老年
にもかかわらず精出して勤めたことに上92□石加増され都合 14□石○
(卜)七代沙兵術知至
文政 11年供所｡繋父家督知行 110石｡天保 14年物頭度胸節,金川判形役棚目役其倣
兼帯o華子を迎えるO のち20石加増され都合 150石｡納戸役｡
(31)八代弥一右衛門知足
守父家懲城知 110石o ｢金川横目役作狙所茶屋諦込徒人足支配意見届申付候｣要子衆迎
える○
(リ)九代敬吉知孝
替父跡式知行 110石｡病死○その後安子升迎えたO
(メ)十代竹三郎
現父跡式淑知 108石｡金川襟奉行○武具方｡この家系には契子が無 (啓子舞度々迎えて
いるo Lかしこれとは関係なく殆んど相続絃親の代 上9線軒淑らされている｡残念をことに
それが何故かか虻っきDとつかめないC又,国計退いた時があるが,その件衆呼び返し白瀬
にもどして,新知蘇与えている｡
夜かとの先祖脊にかvlて,前半の加増帆 概功に対 し,あるいは国菅の時に行われているが,
申朋以後は怠けず精出して勤めたとV,う理由75:どで加増されているOこれは江戸時代に至る
職乱射と,安定してきた江戸時代においては当然の繕栗と思われる｡
最後(a:家臣連の遡過 した大きを事件といえば神戸事件であるo国際法等女知らぬ部隊が外人
と接して起 したとの沓件は安住者の拍巷三郎が切腹衆して形がついたが,かか くの不潮の声が
あった｡ところが百姓に至るまで鉄幹ケこする上')申し伝えられたため,その秘めたる憤bqj:非常
に大であったと思 う｡
2. 陣屋町の成立
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近世の金川は叫屋町として知られているo帖だ町とはいかをるもt71てらLl.いかなる成立過程
葎経たものであろうか｡
岡山椿に卦いては正式に ′町 〟と呼ばれるもQlは他LIJのみであるか,代官所の所在地,交通の
要衝など町がかった警乗舟有している所 もかTrbあったoそれらは在LJrJ-と呼Erfれ,岡山離把は 1
5ヶ所ある○金川もそQ.)1つであb,同時に.臼捉氏U?障屋カ:捕えられていたため,即lEguTグ二名
が奉る｡城下町の規様舞/｣､･ざ(した上うそ形態かもっている｡
日配氏の金川-の入園は腿良八年 (t6l5)であれ この時叫 茂子か奉公耶忙は次の上うに
記している｡
〝･--････(前略 )早御株仕,備前江儲越,津南祁金川二新城ヲ穀髄有償･･･-･- 十一年金川二在
城仕候 ′′
又,七曲神社縁起には,全面的には膚用Lがたいが,
′-･前略--日日歴民度俊此地を慣 し,山上に古城争故で新城を顛けり-･-後略 〟
と記されている｡
勘所,規模は-,71からないカ;,金川に新し(城か軸かれたことは,陣屋町成立0'潤 -歩であるo艇
長占年,蘇命に上か範内C_,城塞は殆んど破却されたが,金川槻 (松田氏簸城07もの )仕難された
というOだから目性氏忙上る集城は,玉松城ql跡に築かれ7t中世の性格をもった山城であったの
ではないだろうか-という見方 もできる○しかし,この見方は仮定であって,史料的を転付けは
75:い○
座長十八年から発永九年までの二十年軌 金川は池田虐継,虎雄eつ支配下になるO 金川がどう
いう状轡であったかは潤みえをV､時掛であるo
寛永九年 (1652),光政の歯菅 に伴い,日毘氏は再び金川軒知行地として授かったo
〝 日,･ -･亜前俵,如前 金々川之械他社成御領家来共住宅仕侯 ′′ (奉公啓より)
とあるので,これ上D本格的な町造bが始まっ7tものと思われるo元利元年の一国-膿令,卦上
ひ日置氏自身は岡山へ届任 し,金川-仕1-年に担えるほどしか来ないということから,屋敷城と
で も称 すべき陣屋が設けられ,御茶屋と称されたo これは町史に上れば,旧妙国章の跡繁用(n
たものと記されている｡通常は家来が居住 したのであろうo
町作折がどのよう72過程をたどったもo'つかは史棚 tJ忙は明らかにできないので,江戸初胤 後
胤のJ二枚の地画から町の神政を述べてみたい｡
細朗の地図にVj党文隼田｣に慶止されたという妙国寺はなく,又娃豊年Pnl,現在地に遮音し7-Eとい
う七曲神社の存在から,早 (ても17世紀末頃qつものである○
これによると,金川は･侍屋盛のある部分と町崇の二つC｡部分から成b立っている0両者の面郡比
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は概算ではあるが2:1位で総をいたらうかと思2,れるO侍感触の方が一般的に大であるが,金
川 も例にもれT=い〇
枚胤 甲巾の中心で阜7..御茶屋は臥屯Lue･収 桝 (現在の町役場付近 )に,侍崖奴上りは一段払い
所陀位既している｡門は男三に向って閑かれ,そ0'つ酌面の北半分VC長h;='/);二価,南半分I'7'-東歯三十
閲鋸,F嗣ヒ十岡部qつ広場が石垣てい.ほ んで参るQ この広小路は旭川ぞい忙渡し場をもち,相門
で仕切られている｡御茶屋-の人や米G7)J出入Dは,こG7_)粍し#,5から行なわれたので参ろう｡広小
路の北に虻凶区画に分れて侍鮎漁がある. 明治 5年の ものであるれ 赤磐削史の金川土屋敷図
に記入されている名前から判断すれば,御茶屋U)まかりに角田,板津氏たど上牧の武士がJ組 し,
耶茶蛙からigt.くなるにつれ,西川,位両氏75:ど下級武士が居住 していることから,階級に上る区
分であることが労1られるo
亨下屋倣7=r囲むように犬川刷に仕船頭町,字甘川側には足軽長屋がめぐらされているo叉御茶屋
のま:trヱ川こはエソソヨ御蔵,武具御殻など一連G,)戒が越てられている｡その他,侍屋敷のある区
画の槌て物 としては,船頭町から侍岸数-の入口に番所がある○以上が倖屋敏郎の構成要束であ
るo 町家 との開披堀と土手に上9区別され,出入口には相門が設けられていて,町人の出入は
厳茄に取b締まられていた｡ しかし,町家と侍屋敷は厳然と区別されているのではな(,侍屋敦
の一画に比船頭町,町家の西のけずれに侍屋数が場所女占めていた○背後忙臥竜山浄擬 し,大川,
字甘川という自然のはbK囲まれた上,柵門,足軽長屋,人工のほDという人為的Tz防禦で固め
られた軍部的 .更には政治的に考以された町作りであったと見ることができる｡
文政～蕗永年聞頃と見られている地図と比救 してみると,町の形態は殆んど変っていない｡新
たに名前が蔓F垂込まれているに過 ぎない｡ 内山下,広コウノ,御蔵町,栄町,船新町,表之丁,
蚤之丁 ,新 j-御長匙がそれぞれに付け られfr名前である｡ 表之丁,英之丁と呼ばれる船頭町の
西側に家が姓てられたのであうう｡ 畑地がつぶされた上うである｡全体的!,(みれば,殆んど前
期のものと同じ偶成である｡
近世にかいて城下町の採用 した都市計画比 碁盤目塾祷路によるものであるという｡金川の町
は字甘川, 大川の河原であったため狭 く方形舞二つ接ぎ合わせた上うな形をしているが,道路
は逗軌 直角に建b･碁盤目型と呼ばれるものである｡ただ軍-g=i的な観点からであろうか ,町口
和門のある道と,金川の町舟東西に走る津lLJ街道とが,わずかではあるが歪曲しているのがみら
れる｡ (現在の郵便局6-)ある四角で,面影はまたはっきDと見られる｡) 中世にかいて比収的 上
く用いられた道路敷設の方法であるので,その名残bかも知れをい｡又.道幅は主要道が五間二
尺から三間三尺,横道が二間ないし一間である｡
次に･町の出入口には全て柵門が設けられている｡侍屋敷に5ヶ所,町家の部分には 古谷 よ
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り金川への入口,(この柵門のそばには:和 L場が参る),乎甘川添の水汲場への出口二ヶ所,下
折からの入口,更に七曲神社脇の臥範山への登b口,都合五ヶ所の桐門が設けられている｡
貞草三年 (1886)日置虐明の留守中の鬼rFの中に′門出入,明大ツjn'E六ツ切夜中/､式台萄入江
断,其趣意ヲ開風 男女共二一人宛改.山人可為仕事 〟
とある○これは御屋敷-の出入についての申し付けであるが,金川-の出入は柵門の設紀という
ことから考えて,厳しく取b締-1られたのではなV}だろうか｡
以上が陣犀町措成の概略であるが,金川は在における政治,軍笹,経済,交通等の中心地とし
て 発展していく条件机悶えていた地であD,日僅氏がうま(それか利用することに上b陣屋町
として,又その他の働き,性格舞もった在町として発展 していったというととができる｡
(′｣､ 池 倫 ｣)
2. 宿場町 ･船頭町 としての金川町
宿場町 ･船萌町としての金川とは,近世における金川の迎輪交通に外ならない｡それには,ま
ずどうして迎輸交通U_)面にかいて金川が韮賓を意味帝もつに至ったかが問題として椀起されてく
るであろう｡これは,美作,備前の旭川に沿った地域tK:かける経済活動が大いに影坪するのであ
る｡地形国魚みれば明らか夜ことであるが,舟遇についての金川の位倍拭,県下三大河川の一つ
である旭川(′こ辛甘川が合流する ｢落合｣忙相当することと,近世にかける旭川水逆の上bT少に
とって丁度一泊するに最適の場所と-/=っている｡せた,これに加えて陸上交通における津山街道
(北国往来 )･旧山陽道 (備前赤磐郡地方から備中にめける)がことTfj鮎包するのと,松山道
(金川～上房郡矢野 ).備中往来 (津LJトー 玉島 )がこの西女通9,クモe_)巣状の交通路が金川を
中心に開けて,陸上交通に着いても要所であったo故に水陸焚通過輪にかけろ古 (からcl要衝で
あったといえる｡金川はさらに室町時代からの松田氏の城下町女承けて,岡LIJ藩家老 日駁氏の陣
屋町でもあり,日蓮完本LU妙国寺の門前町でもあったoすなわち,金川は町の形成過程としては
城下町,門前町として発展してい-JたのであP,それと並行して舟道の盛況にとも75:う結節町 と
交通網の典中に上る宿掛 けとが加わって発展舟とげたのである○船頭町,福場町,城下町,門前
町 と,近世にかける町の形成賀来中 4つ も備えてVlたのであるが,僻にここで取上げて述べ上う
と層､うのが前の2つである｡前述した上うに欽定条件である自然的条件や,その他の条件にもめ
ぐまれて発展してきたのが金川であ9,I.4た旭川と北国往来 というものが,との地方の生命線で
あったからその発展がみられたelである ｡すなわち,もちろん城下町,門前町の形態,過程とV,
うものもふんでいるのであるが,それら以上に金川ql町の発展を促進する英の要凶となったもの
は舟運の盛況にともなう船頭町,北国往来升主軸とした宿場町に他ならないC1であるO ー
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(1)船頭町と舟運
(A) 舟遇の展開
a 婚迎発展の背景
高郷舟の由来kIi,我国の歴史でも相当古 く三代爽錦 (天虚年間 )忙はじめてその名が出
てくるが,ここでは近世江戸期忙ji-Lける高瀬舟舞考えることにする｡古来上b簸川 (ひの
かれ ),創り,大川と色々 の名で呼ばれてきた頻下随一の再りJlである旭川は,大山の南方
蒜LIJ断層足に発源する流程57里 (約 150Rzn)の剛 LLで,途中新庄JLほ どと合托し,最
後に御津町金川にかいT字廿川と合流した後,岡山平野に出て,児島湾にそそいでいる○
高瀬舟はこれ女遡航すること26里 (約 1O4Km),現在の其塵郡勝山町まで舞上下した｡
即ち,旭川舟適は岡山京橋から勝山町まで女その範囲としていたことになる｡別誠に上る
と落合町とする説もある上うたが,勝山町まで遡行していたと考える方が1かろうO｢高
瀬舟と上帯舟が駄馬,人足,舟稗の列に輸送機関無かJhL当時,旭川,吉井川,両川は封
内通輸系統の大動脈弁為し｣ (岡山市史巻 4,2,700頁)とある1うに,陸上運輸もある
にはあったが逓送能力が低 く且つまた時間的に日数 もかなbかかったと考えられる｡それ
に比して高瀬舟はいくらか逓送能力にしても,時間にしても陸上交通上bも傑越していた
ので,迎送の主導権奇杷垣していたL71である｡
上流の美作地域 (久世,勝山,新庄方面 )からの産物,物数が旭川蘇高瀬舟に上って下
狛岡山に運ばれたのであるoさらにそこから他国に遊ばれる物資払 京橋 上b旭川奔出で
て瀬戸内海舞通って適ばれた｡産物計銭にかえる必要のない場合でも,年貢升納めるため
その年=‡米の避強ということから市漸舟の利用が考えられた｡前述のとと(,鷹山～岡山
京橋という範囲にわたb,旭川派域の沿桂村落仕川戸(川航港 )として発展する可能性軒
もっていたが,その中でも先述の上うに,交通,地理的な許条件衆備えてV,た金川は川戸
の町として大いにその役割託果したので参る○その過般物虫としては,上流から米敷,蘇
炭,木材,茶,藍 (あい )をどが主たったものであb,また,金川周辺即ち旧松田氏の領
地 1万6千石といわれた地域からの物焚なども金川で扱う舟荷に大 きな削合計示した1う
である｡ 高瀬 舟 の数 比 ,事保 15年金川村に9袋あった (金川町史554貸 )那,
旭川にはFd]LIJ鮮内に鵬する高瀬舟が 110盤 (岡山市史巻 4, 2.704頁)あD,上流他藩
のもCつと合すると約25Ll鍵の ものがあ9,それらが上下したのである｡そしてT_の旭川
の舟教は碓末明治へと進むKつれて増加の途計たど9,-大敵盛観舞なす上うになるa)で
あるo
b 舟 賃
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金Jl1-両Luの下901所用時間は板醇文tt(金川横棒氏讃)に ｢元疎 16年正月元日天気
吉,今日八郎左ヱ門標岡山え畢生に御出被成侯に付四ツ前(午前 10時前ノ高瀬舟2盤に
て出るO -ヰ略-晩7ツ過(4時過)牙船｣とあるから,約6時間程かかっている｡帰b
舟は洋舞引いて上ったものと考えられるから,この2倍位かかっている｡
そor-)迎男は,浄用に使用する際の規定が岡山か起点として定められていた○寛文7年
11月晦日付の触忙｢高瀬舟貸 1里に就き向後膏匁 5分,帰b舟は智匁たるべし｣と参b,
天和5年8月 15日付では ｢川舟一袋仕五億では,上,b下bとも1里壱匁5分,但し戻b
舟は上b下Dとも1畳 1匁宛｣とあるO大儀これから推測すると, 1里につきい(らとい
う形で一般の迎岱が定められたようであb. 1塵 1匁～ 1.5匁というのが当時e_',相場であ
ったようであるo a.れは経済的条件や船路自然的条件の変化に上って,年代に上って変化
してゆ く｡その例に弘化5年 12月高瀬舟肝煎役大黒屋督十郎上り船奉行への陳情がある｡
その主旨は ｢享保年中運貸 5割増につVlで占割増, 1里につき2匁 8分 5厘と定め,弘化
5年 12月更に5割升増すOとの珊頬杖河鹿毅没と物価の勝負に由来するものをbo近年
物価騰貴せる把高瀬舟の賃金は低廉にして何人も航行計肯んせず○故に用命の際比私銀 1
里 1要に付5匁7分無支給せbo加え河鹿年 埋々没せるに上D公定貸金の 5割増額に改定
されんことを簡ふ｡｣というものであるOと九に対し改定が行われ,｢御用高瀬舟貸長迄
三割増にて, 1里 1袋に付,元頒銀共感札 1匁 9分5厘の処,右の上に当時 59割分,銀
札 5匁8分5厘増合42割増にて,元頚銀井部合銀札 5匁8分に申付候亭o｣と増額され
ている｡ (赤磐郡鼓,756頁)
との,Eうに改定されたのが明治元年に至9,2割下げにて銀札6匁2分4厘に混ぜられて
いる｡拘底の埋没と物価騰貴升理由に貸金増鮫女みているとV,えるo
また近世宋軌の日母家留帳に比
加茂,ib岡山まで御定船悠
･｣､森塩谷上り 拾九匁三分
神薄井ID 拾六匁五分
水谷上b 拾八匁
金川Ib 八匁二分五厘
右古来禰】定近来はとても引合不申船繋
前日土師方荷弓乱 塑日岡山下b船賃
米分とも
土師方,ii7両Lu迄
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米 5斗 4升001夕 5万也
金川より岡山迄
米 2斗 7升也
久師井上D的LIJ迄
米 5斗 1升 9合9万也
と記されているo
これで考えられることは,金川～岡LU間の述賃拭,一般分離8匁 2分 5厘,または米 2
斗 7升雀荘であったということである○
個 船 頭 町
旭川沿岸のところに上って船頭典宵がみられるが,約 50∩年前の近世中期頃の地図によ
っても明らかを上うに,金川の町iTk-,町屋壮現在の範岡とは多少異なb字甘川以北がそれで
あって,その町並は現在 も同じ(その面影女残してvlる｡船頭町は丁匿金川高校周辺 とその
東側の河岸沿vlにあった○その繁栄ぷDは表町,本町車中心 とした主な思索の出店,問屋が
川に面した位隈に建ち並んでいたことからもうかがわれよう｡その代表的夜も0.3に鍋屋,棉
屋十右ヱ門,河内屋又七,威風 った屋 (御手船 ),伊田屋与三左ヱ門などがあ9,当時の
メインス トリ- 卜舞成して栄えたのである｡現在その屋激は三軒残存して,往昔の家並の面
影無残しているが,これ も近々を(なるC,つは残念なことである○そしてそれらと並んで表之
町,表之町 と呼ばれる船頭適の長屋的な町がみられ,今e)高校のテニスコー ト辺Dは轟之町
で参り,仲仕の家が並んでいた｡それらは憲に上って武家屋敷,その他と区切られていた｡
他の河岸場,例えば勝山,久世,落合,西川等にも河岸問屋はみられたが金川のように河岸
問屋と船敢町が 1つの単位として形成されてV,るのは稀であった○近 (の鍋谷 も赤磐方面の
米舟-手に集め.その他の荷物 も同方面からは鍋谷に過ばれて岡山に秋み出されたのであるが
金川のような河岸問屋と船頭集落に発展するまでには至らなかった0
(C) 船 番 所
それではこのように盛えた舟逆 も全 (自由な通航であったかというとそうではない○船番
所が中流では相性に,下流では平瀬 (後には牟佐 ),河口では福島に設けられ,厳重なる監
視*:行っていたのである｡とこでは平瀬6-)船番所について述べエう｡役目としては船数,舵
荷の点検と遡上銀の取立てなどが主をものであった｡
平瀬通り切手古格左の通
日燈猪右門金川磁米手船弐鮫,金川村九兵ヱ船宅般以上三般桁下申候,平姉御番所無相
達御可被下候 以上
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4-5 第 1図 中央右寄りに問屋 ,その左に船頭町
(金川 破砕 氏蔵 )
何月何日 御番人宛
四人印形
(日母家留帳)
これは平漸通過の船赦改めの文中で奉るO運上銀の取b決めも行75:かれた｡
｢年月不詳党番｣ (岡山市史巻4,2.725頁)
1, 高瀬舟遡上乾払,但冬弘と一一所弘
1･ 大高瀬舟一俵に付九斗六升,但一ケ月八升宛閏月あれば十三割
1･ ,J､高瀬舟一億に付四斗八升,但一ケ月四升宛右同断
右払方六月迄の分を七月弘と定め払延引候比ば,八月上9-ケ月弐歩宛利米升掛く｡尤
七月払申串無之総て冬分と一所に払申候.八月エb十二月までの分冬運上を 9 ,右夏冬払
元利一所にして御年貢米分上納と.長さ五間以上のもの東大高瀬,以下のもの女小高瀬と
定め迎上銀として前者に九斗六升,後者には其半額女賦妹 し毎年夏冬の両度,郡部は代官,
町方は船年寄の収納したるを知る｡
また逆上銀は船持,預9主上b徴収 この他に荷主の負連する紡出運上があった0
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寛政三年の武串(赤紫削誌 755頁)に
1, 芯瀬舟退上米,三俵宛紡出超上,薪拙銀札三匁,頻枝木は二匁五分づつ牟佐,和気簡番
所取立の御足桧
1. 御家中手船高軌 宝暦年以前軌 所持の分は船遡上,析出逆上取立をし,宝暦元年上り
以後相増る介は,在船同様遡上取立,但御用手の船御分家様方御用船共同様,就右宝暦
元年以後の船に紘焼印二つ押す0
1, 宝暦元年以前の船持主用木額は両番所へ指叔出すo叉預カの者,自分売荷は遇上取立0
1.宝暦元年以後の船は船遡上預Dのもの上b井村名主へ受引忙及び御代官勘定王,棟木逆
上はね取締込,利役人数の上,番所へ切手出し番所に於で之5-･取立てる0
1. 手船放し,又推進b菅,預け替などは其度 御々郡代-届来,焼印打啓は持主上b焼印改
へ申遺す0
1,御者萌は近来手船二級までは相成由,寄合は所持不成,尤御番頭の時上b持来如ま共感
にて損じ拾な90
1 支封君老中番頭,宝暦元年前後所有の高瀬船如左o とある○
これらから船改めは厳選に行われたことが伺われる｡環後VC牟任の番所が移b変ったこと#･
述べてかこう○以前吐御野郡o'･)河本村にあったが,水路の変速に上b寛文五年平瀬に移し,
字保十五年同地にかいて場所替女行い,それから天明六年に牟佐忙移したものである｡これ
は次の文献にユb明らかであろう○
享保十五年成二月○撮要銀 (845頁)
御野郡平瀬御番所の前通 り襟筋年々高水にて埋bVE相成,船通b不*.番所上b船道手遠く
成僚故,右御番所所管の儀相伺候処,替地被仰付,家引廻藩政也｡
天明六午年○経費録(845頁)
御野郡平瀬船改番所先達って御崎申上侯通,赤坂郡牟佐相へ所管被仰付,作申出来仕候付 ｡
近 平々瀬御番所詰,御先歩行原田礎之進俵,牟佐村御番所へ引越せ候様仕度車有償,依之前
前上b通船改口の法事平瀬御番所に張丸に相成居中候由.市道等の儀礎之進上b申出,御郡
方留も見合申候処,文言相連も無之趣に相見之申候間調査し,牟佐村御番所へ張思せ候様可
申訣奉存候o尤巳前大御目附1妊添 も相見之申儀o是等0-7俵礎之進引越侯俵は大目附万上b移
b合候様,可有御座奉有償o此殿御噂申上候, 以上
十 月 下方平膚 津田源右術門
右 市正殿御淵届済
1 右'JC付償之進引越之儀は大目附上b移す｡
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1. 御郡奉行-申候
御野郡 津高郡 赤坂都
掛野郡平瀬舟改御番所今度赤坂郡牟佐村-所啓披仰付除通,船殻諸番平瀬の通可相心得番｡
1.御郡目附-申渡
御野郡平瀬船改御番所今匿赤坂郡牟佐相へ所管被仰付候o御運上取立併口銭等,諸事是
迄の通可相心得事 ｡
1. 原田槌之進へ,於御郡会所左の通申渡,平瀬御番所赤坂郡牟佐村へ所蓉被仰付候｡引越
の儀は移b合可申候o依之通船改方の俵静事典迄平瀬の通被相心得取計ひ町有之候｡御
法締 替させ候間御番所に張厭町並申候o
(撮要録 847頁)
これらからして牟佐船番所の在ったのは在来の真底に西に出はなれTz=河辺即ち今C_?寿樺東語
の下側の地に在った○此処に番所の設けられたのは天明六年で,それ迄は約半里下の対岸河
本村の内に在ったoそれが前tn:附州ができた為移されたのである｡此の附州のできたのは確
固用水の井堰5:設けたことと,牟佐渡の下に範井手57作った為であろうo故に河本の船番所
が役立たぬ上うに在ったから適地舟求め,その侯補に挙ったのが牟任であった｡しかし其の
牟任にしても恰好夜船寿がない｡色 工々夫の結果,其前の本流に臨時の堰醍女設けて水東通
- 当に支流地#川に流し,以って舟行専用の河川とし,其の小川に番所を一設打て船の監背教厳
にし,以って岡山城上口の守Dとしたのてあろうo
(2) 宿場町と交通路
(A) 交 通 路
道路網 としては江戸初朋において蝕分か完備していた上うであるo正保年間の備前国絵図
はその様相を上く衷しているので,当時の道路については,この地図か参考に考察してみ上
う｡備前国にかける蛸も重要な道筋としてW:西周海道があD, これも船坂峠上b初めは和気
の渡bから磐梨郡可共上村上り死手の城 東越え,赤坂郡矢原上り金Jll-渡るものであったが,
｣ その後は牟佐の渡りを越えて御野郡平瀬から備中板倉-通っていたのであるo次に岡山から
津山Kv}たるもの女みると,これには三つのルー トがあり,一つは上出石町上b陸路金川に
出るものと,旭川を遡って福渡上17陸路に上るものと,森下口.り 陸路和気に至D,吉井川
衆遡るものとがあった｡津山街道と紘収初のもの計時-ぷのであって,北国往来 (街道)とも
呼ばれ金川の町如迅過する街道では広大のものであった○現在の国道 179号静であるO と
の街道は ｢寛永年間池田光政使者封前tl!は,津島笹ケ瀬 上b横井上村,田益に出で同所字
片山上9番桁池の内側女通9,柏谷西部山鹿糾 ヒに至り書宗の西部山醍蘇通じ,束管野に入
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b牧山,字垣舞通過して,金川VT.達し,下EI,箕地峠 た越え建部に逢せLが,光政侯移封後
此の道筋女改め,岡山上り南方北方女経て半田山女越え,横井上で出で相谷,二軒茶屋に達
し,吉宗舟経て辛香峠 費過ぎ中山,野々口,/｣＼山,原,杏谷を経て金川に至るOとの行程四
里六町,金川 上b下田軒経,箕地の坂女越え西原,中田,市場,宮地,述部衆通し福渡(q-至
る｡この行程二塁｣ (御津郡誌 242頁) この上うに光政にエ9多少その道筋に変化が
加えられている｡正保地図に記されているところはこの後者であるo
金川周辺にかいてはこの他の道路が次のエうにつけられていたo
松山道 (金川一松山 )
金川エb下El,下畑,中泉,宇甘上,紙=,虎倉,広面,上加茂,下加茂,大谷,野原,
元兼,加茂市場,下士井,尾原エD備中上座郡矢野に至る｡比の行程六里十八町｡
備中往来 (挫山一玉島 )
建部上,富沢,桜,久保,天満,勝尾上9備中賀陽郡上高田に至る○行程二里十町｡
それに赤坂郡地方から備中にぬける道筋とがあった｡それぞれの道は旭川舞横断するため
の横渡 しが設けられ,その代表的なものは,竹EB楠 (南方竹田 ),金川橋 (金川一矢原 ),
建部橋 (建部上一福渡 )の位置にあった○一里壕は'#地番谷,中LIJ,辛香,二軒茶屋,法界′
4I5第2図 現存箕地の一里塚
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院にあ9,現在では箕地のものが現存しているのみで,中LUGTJものは木株を残している.
また,辛香,発地の両特性との街道での態所 として知られていた｡
(B) 宿 壌 叶
前述した上うに城下町,門前町,船扇町,宿瑚町の四賓発条含んIT発展したのが金川の町
であるが,宿場の繁栄壮津山街道にそった所にみられたo古地図に上ると町の榊成は武家屋
敷,町屋敢 (古 くは坊屋敷 )新丁御長屋から成文っている｡宿:砂町は町屋数にあった｡つま
b横町,東町,遊町と呼ばれる町屋敷内軒下田に行 く津山街道が東西に通っていた地点にあ
ったのである○旭川と字甘川とで園せれた北の部分に町が形成され,それ(n:字垣からの街道
が横町 (巾五間)と気ホウノ町 (巾一間)托入ってくる｡そして,表町,壷町 升西に向うO
と67-)蓑町,横町の北側には名主,大庄屋以下の杏葉が並んでいたのが古地図にみられるが,
この古地図とは年代が逢うと思われる絵鼠には街道筋の様子が描かれてお9,これに上ると,
馬,軸流,旅髄崖などもみうけられるが,倍動状況などははっきbLをい○金川にかけるそ
れらの文献はな(.他の資料から推測する忙すぎをい0
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~ ｢
駅所 (周継所 )
貸金留に天和三亥十二月
従和気村空音ケ原,倉放｡通馬比福田村馬継
従倉敦,吉ケ原室町刈田村o通馬は周匠相席継
従町刈田村至言ケ原,倉数｡通馬は周直村馬継
従苫ケ原,倉敷至和気村○通属性福田相馬継 (赤磐郡誌 725頁)
と奉る.tうに,福田村,周匠村において席捲が行rlれていた上うである｡このことからも
金川に於ても周解は行われたに粕連ないo もっとも陶LUに於いては ｢城下6-)馬継場は小橋町
小橋東詰托して膚楕女束中島に匿(,されば城下の馬方(.i概ねとの地域に住居し馬方頭両名
之れ計統ぷ｣と(岡山市史巻 4 2,758頁)あわ,備前国の属継の本拠地を成していたo
またその継人足(人夫,周)は享保年中の調査に上れば ｢岡山の継人足二十五人,道中上下
仕候岡山U)日用人足六百^許｣と(岡山市史巷4 2,71∩頁)あるo前述の上うに｢人馬継
場の機構かみると,転属役人と人足役人とから成b,伝馬役人の祭事には馬頭二人が居9,
その下に常軌の屈指が二人いた｡転属役壕高jl!住着は周東であるが,常時往来馬継は屈指,
醇の蔵所御用などに出向いての差配は鷹年寄と属判扉各一名が行なったoただ前者で 『重き
御用向』後者で 『訳文不申』面倒を場合に結尾額が出頭して支配したo｣(岡山市史 産業
経済編 217.218頁) 金川に於いても,これらからして,全 く同じ上う夜機構で馬継が行
なわれたのである○
町飛脚について舟後に述べると,享保頃城下西中島町に町飛脚問屋があった｡そして宝永
二年一正徳元年の七年間の調査では,町飛脚延人魚二千七百五十人,共の賃銭二貸九百六十
匁にして諸雑費は左0,如し
11 凡弐官五拾目 御耕宿家項
1. 凡弐官五拾自 任者代
1. 凡五育三韓日余
御状宿作番人目叉比紙iTE,Bi,油炭,ろうそ(代共宅ケ年分入目高平し宅町分合三
方九百九拾目余
旅枕,紬統その他の教科がみられをいが,.馬.*,飛脚をどからわかる上うに,当時の交通は
多少不便であった托せ1相当に進んでいる様子が伺われる｡次にその賃銭についてみること
にするo
(C)賃 銭
まず,安永元年の継人足(往来継人足 )の簡LUエbの御定め貿銭及び増賃銭襲無みてみる
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と,
継先地名 御定め賃銭紙 増貸城較
藤井 42文
板倉 48文
庭瀬 41文
天城 1Oo丈
金川 100文
5CI文
5Ll文
50文
60文
6Ll文
(的山市史巻 4 2.745万 )
天和三年六月 ｢従江戸御朱印伝馬人足貸銀｣などに上ると岡山一金川閏の御定め17奴は
日岡LU距紐 本 駄 貿 荷無し貸 人足翁 金川 (Pq庇六町 )
天和三年 208文 155文 88文
月草元年 158文 1L]5文 77文
TE徳二年 211文 154文 185文
と変化している｡近世後朋忙なると.
｢文化十一一年十一月上b向六ヶ年剛か即し駄貸af.人足貸共一別五分竹飯に決したるが,以来
文政十年十二月,十一年六月,天保四年六月,九年,十四年十月,嘉永元年六月C1数次増板
弁重ねたbo｣ (岡山市史巻 4 2.751頁 )といわれる上うに,瀬銭 も物価上昇につれ増額
されていたoそれらの一部を掲げると,
御高札怒接に 文化十年発酉十一月抱示
定 岡山宿
当酉年十一月上り来る式年十二月迄六ヶ年の間,駄賃人足焚一割五歩増之
金川造 本周一匹 241文 現先属一匹 155文 ^足一人 120文
町刈田造 本儒一匹 215文 畦尻馬一匹 156文 人足一人 10占文
右之通取之,若於背町為仙耶着地｡
文化十酉年十一月 奉行
評定留に 延宝六年成牛十一月十日
本政r17 荷無し賃 人足岱
文政十年 27?文 155文 155文
文政十一年 292文 186文 145文 であるo
(赤磐郡藷 725頁 )
(証 書 岡山市史巻 4 昭和 13年2月 15日発行の ものであるo
(在 聞 宣 久)
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妙固守 沓約
江 1 金川妙IjZ寺戒
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法華丸正行 脚塔
柁 1 金川妙党寺戒
日課本妙髄過去帳
珪 1 金川妙覚寺蔵
(4秒雁の場合 )
身池村論苦己魚
住 1 鹿瀬本党寄席
(輔前不受不施 )
本 兇 寺
托 1 嗣蹄町鹿瀬にあり誹門宗本山
(分派 一 斗師 ,不導師の分裂 )
本串 (春雌降出灘輯)
(内信組放 )
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(A)傭前日遊宗の動向
a 松田氏滅l=後の日苛宗
永敢 11年 7月7日,佃前地域に一大法華国許作b上げた松田氏帆 字音多氏に上って金
川灯滅亡した○ この吸火でもって城内にあった道林寺及び妙国寺が焼失したo LかL.有力外
護松田氏の滅亡に関係なく,日蓮宗は盛んで,iもなく妙国寺,道林寺とも再越されたo
浦上上btj,永轍 12年浦上女波ぼした字轟多は,とこに偶作二州女統一支配する上うに
在ったo沼田頬輔氏の ｢備前法華の由来｣に上ると,この手番多氏の日蓮宗に対する態庇か
｢備作二州女保有するに及び亦二氏の迎捉女継承し頗る日琵宗か倍仰せbきo手鼻多血家の
垂にして,八郎秀家の生母たる阿鬼の如きgj瀕 もEI運米に帰依し,没後の妙法阿鼻大姉の法
監升贈られたb｡｣と説明しているOとの外一族から,直家弟鹿家,辛喜多秀政,沌巌河内
守など,熱心を官署舞だしているoしかし,亭喜多正家が天台寮平福院に葬られていること
から.もとから字音多家が日運宗の帰依者ではなかったと思T,れるが,作附託の記述に∫る
と字音多も松田と同じく｢萄肖案三首余人o斬 新寺o破仏像遂僧徒祭殿亨焚経巻｣の如(
他宗に対する迫害舞さえ行った時代があった｡しかしながら後になると逆に日蓮宗に対して
tE通弁加えてVlる｡このことについて備前軍記には ｢秀家妬垂家の病を日蓮宗の僧に祈砧せ
Lに,井の版なしとて郷怒9て家中の日蓮宗改宗すべLと触れられける｡其の頃明石揃部,
長船紀伊守,中村二郎兵術,浮田太(!B右衝門等切支対を后仰せし折 も-たび此の触舟季托し
て士民に至るまで切支丹になる者多Lo又戸川肥後守,浮田左京,陶越前守,花扮志摩守を
ど比典億托て日蓮宗を改めざる者多し｡｣と述べである○こうした素数政策綻,当時字音多
家領国経営において存在していた家臣団の文更派と武将派Ql対正忙一層の拍車舟かけるもの
であったo即ちとの事件で軌 文吏派,武将派の対王が,切支丹脈,日蓮等派の対立と72っ
てあら-LつれてV}るのである○これは文敢5年から座長5年頃までにわたって長船一派に上っ
て行なわれた領内検地で,さらに対立が深刻化し,ついに般長 5年から4年にかけて,戸川,
花房,檎村等が去るに致るのであるo又r3gガ原の合職以後備前に入国した小早川秀秋 も,そ
の在国切倒は短かかったがEl準采女保革している｡
以上,字音多氏と日遵采の関係舟かかまかに述べfuっけであるが,手番多氏の日蓮宗に対
する弾圧からも,一時妙杏帝の乾糠が放えたこともあったれ 大庄崖江田氏,戸川.槍村,
角南氏等舟有力信徒として租変らず佃前地域に鋲襲信仰はさかえた｡
(参考文献 ) 備前法華の由米 (沼田頗輔老 )
向山脂 の歴史
金川町史 (破砕沖六着)
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b 備前不受不施
松田氏統治以来の ｢仙前法華｣は,文蘇 4年 (1595)大仏供苓部件か契機として目迎宗
が受不施,不受不臓に分裂した時,いかなる態度升とったであろうか.
4-5 窮1襲 京帝妙先寺末寺の全国分布
山 城 I 8(内洛内5)大 和 2 摂 汚 4 和 泉 5 丹 汲 1
凶 幡 2 TT 見 2 指 磨 2 記 伊 5 安 房 12能 登 1 尾 坂 1 菜 汲 1 P HJ 超 這
越 後 9 佐 渡 9 安 芸 5 周 防 2 長 門 1
阿 波 1 讃 岐 2 筑 前 i1I l対 偶 !1 糞 作 8
荘 1. 藤 井等著 ｢法萄宗不安不施派につV,ての一･考察｣上b
4-5 第2表 簡LH媒忙かける日蓮宗の各本山別勢プ]
本 山国 別 妙顕寺 妙先考21 本能寺五1 妙濁寺ク本禅寺 本国寺 合 計
備 前 5 2 A 55
備 中 55 A 0 L] t1 589
荘 1. ｢岡山県のEj=i史｣ 255頁上b
4-5.第1表,約2表よりゎかるように,｢備前駐車｣は妙見寺門沢であれ 全国的にも
妙光春末寺総数の五分の-強行備前が占めている｡さてこれらの備前末寺は,妙党寺21世
日奥が不受不施の主張に如何なる態既をtっ7tである')か｡蒐永7年,身池対翰忙上って不
受不施比弾tEされ京都妙党寺は身延受不池沢の末寺となb,身延上bH虎が煎丑されて妙党
専任朝となった｡寛永 1d年 ｢上京妙発車末寺党｣ (荘 1)に記服された各末寺に日東が節
入れた文言に上ると,備前凶は ｢向山遵呂寺.寺領三百石違背｣を:任じめ,津島妙若等,金
川妙園寺等21ケ専すべて ｢連背｣ ｢干今不参｣と占己入されているo a-q:ととは,惰前妙党
専末寺はすべて前任R臭に組して,受不施身延派の支配下忙おかれることに反対し本尊VC離
反したこと舞意味してLJlる｡一方仙風においでもこの現象が見られ末寺総数匂ケ寺 U)内,壁
不地に転じた妙党寺が杷嶺できたのは,港内,尾張,紀伊等計7ケ寺に過ぎなVlo 従って日
臭の不受不施理論が甜凶末寺忙上って支思され,そして典中的忙存在した備前末寺が,その
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中核となったであろうことは容易に推定できるO.･fE2-具体的忙備前と口臭及ひ妙党寺 との
関係舞追求してみると,日尖の師日興は備前金川ul)大村氏出身で参D,叉口貝 も度 々備前地
域に巡錫 している｡ (艇長4年 8月間LIJ産品等の閃堂快諾の際IR:1k o2度Ejは泣長 17年
赦免帰洛 の時,そして5度日は元和 5年で参るo )こC)ように蛸約 - 妙党専 一 rl臭
と法線的Vr.固 く結びついていた上に,蕩法禁断,不受不施の日蓮宗の思想女純粋に守らんと
する日奥理論が受け入れられたからで参ろう〇滴 5)
遵昌寺,妙国寺,妙沓寺,道林寺rJ併前 4巨利は,妙党寺から松反し,不受不地象支持し
たが,寛文 5年萩府が不受不鬼の全国禁止に踏み切9,発文 6-7年岡山海事の厳しい宗教統
制の中で,受不施派に軒じた逝昌寺女のぞ き,緒末寺に至る盲で皆廃寺の運命をたどった○
究文元年には,この前途の法難蘇予別して,妙威寺務末寺 80有余が ｢今度受不受江誰寺融
通儀縦令有之候共当山者三有年従以前啓法於不受不受不施堅蘭宝地故釣下受不施工舛口何様之
俵出来仮共本末一同二祖師之文題堅固二可相守老也･･---後略｣逓 41と誓約し,光永 7年に
は妙啓寺が ｢･-･･L於有時節到来,異体同心に一間四面の草庵にても妙党等升取bだて,相守
不受不施之法水安倍像師之御E,梼之処可為当門家之本山串･.･-後略｣(荘5)と誓約している○
そして僧侶は.還俗あるいは出寺して,ここに非合法下にかける宗教活動が始まるので参るo
即ちとの頃から始きる寮門改めに上って民衆仕いずれかの寺の燈徒となることを強制された｡
このため不受不尉 富者の多くは,受不砲等舞狂って他案の寺評となって,内実不受の僧に帰
依して内々官仰舞続けた○彼等がいわゆる内信者であり,濁法 (外滞内浄 )とも言われる｡
叉官署の中でも,このようを仮判に上って外相の濁れるの舟繰って除帳し無胎 となるととに
上って内外倶浄升保たんとする者 もvlた○彼らは出寺した僧侶と共に法立あるいは油症 と呼
ばれたOとの滞在の中でも,僧が法中(油僧 )と上ばれるCjに対 して,彼等は一般的に法文
(新著 )と言われ,内債形態が成立 してくるにつれて主に施主の役升果す上うになる0億主
とは,内r富者上Dの供饗か取b次ぐもののことで.古来日野宗では ｢他宗の中に荘華謀計殊
勝に思ひて志はあれども,さすがに改宗することはTzらざる類祈醸或W.追善等 女親む郡ある
時｣値 句など･日蓮宗居着が施主となって,供守細 り次いでいたo これが禁制以後,内官
者に適用されたわけである○禁制当初にかVlては,鱒に入っていない 赤 坊 や幼児女施主に
立てたbL雪江 71極 めて便宜的なものITあったが,鵬 者の組扱化が進む忙つれ･施主札
内官者の指導者,組扱者として,粗放の中核となって重要72役割女分担するエうになるので
あるoそして,備前地域では,後述する俺に所尿する滑稽の もとに施主が存在し,施主の指
導下に内信者が存在するという,冊佃 (俺 ) - 魔王 - 内宮者 (糾 )の組級が,天和
の専師,不等師論争女契機に成立 し,享保～宝船助が,その確立進展朋であった｡
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注1 ｢寛永年庶日蓮宗末寺吸｣ (内聞文庫)
注2･ 狂51 ｢狂輩宗不受不適派についての一考察｣ (藤井等 )
注4･ ｢岡山県古文古典第三鞭｣ 妙見寺文甘舶
注 51 ｢備前法華の由来｣ (常田原価君 )
注d･ ｢亮了状能破状日｣ 万代包鮫録(T巻 )所収
注7･ ｢石上物語｣ (万代屯齢 T巻 所収)582頁
佐伯 6人の内河本在原の妻子作州C3立退 き施主に立ち或 Qi,｣聴 解面相仕ナu生義を
改め施主把五つ子等の毅 も琵師の御指図をD｡
(C) 不受不鬼内信組扱
a 噸y)成立
備前において,禁制以後'誌も重要TZ盾仰血統の拠点となったC)は庵で{pる｡魔性臆寺とな
った比収的小さい寺の系詩か弓Iくものが多vl｡特に備前において仏 僧は遼俗することに上
って,nl地,山林,家屋敷cjほれ 丑俗米軒下附されたので寺宝費守って迎俗し,やがて彼
等が地下にもぐb,俺の設立者とそった場合が多い｡叉山寺僧に上るもq_)もある｡俺には人
間中心 即ち僧侶か中心として主に信者の多い地方にできる庵 と宝物中心 時として僧侶の
い覆い宝物蘇守るための俺の2つの形博があ9,後者は従ってその所在地は法難あるt･とに
点々と移b変っていることがある｡例えば釆知慮俺 (訴門脈 )の如 きは矢原,I-;-備中加茂 う
今岡 ,正行鷹(轟了派 )は群披高瀬っ 7っLU田と安全な地象求めて広範囲に移住している｡
前者は,たいたvlにかいて･ある一定の地政からでることは少ないo矢原の本妙雁(尭了派 )
は時として大観のやぶの中や天満のあ7tbに移住 したことも参ったらしいが,たいたい矢原,
恵谷附近忙あったと思われる｡
4-5 第 5表 備前地域にかける雁の開基か上びその所在地
庵 名 所 在 地 開 基 備 考
大 樹 稽 和気郡益原 日尊 葵 了 派
大 教 職 ′′ 魚道駐日秀 〟
妙 泉 庵 赤磐都佐伯 蕃捷院日罪 .~ ′′
松 寿 席 軌JJ市平井 ′′ ′′
l l1五一･
席 名 ; 所 在 地 開 基 偏 考
生 前 俺i 御抄町山菜 衣服院日玄 桑 了 派
泉 秀 俺 御津町草生 是俊院日友 ′′
兵 馨 俺 御津町下田 兵巷院日従 〟
浄 源 庵 榊搾町久保 持城院日銀 〟
常 在 俺 御津町大谷 通書院聖 ｣ ′′
松 香 庵 御at町斗有 ? 岩絹 門 派
束 知足俺 御津町矢原 本行院日長 ′′
小 山 庵 御津町野々口 i 7 ′′
注 1 丑き鹿洋子一若 ｢不受不施内院の研究｣上_b
4-5 第 5歳は,お上そ文化文政朋K,備前地域に存在 してV,た庵である｡けL奴)俺
紘,元醸2年の分派に上って,尭了派,討I門脈に人 き(2系統K分けるととができる｡又
亮了脈の中でも,その勢九 癌挺帆係把上って4分することができるo即ちO江戸自証庵につ
ながる大樹俺蘇中心とするもの.(21免隆院日通女開基とする唯 紫億 を 中心 とするもの,
′刊春雄院日米の系統になる妙良庵女中心とするもの,及び和本妙魔女中心とする大数庵,兵
脊俺をどであるo
Lかしこれらすべて備前地域にかける魔は他地域の庵と昇った特色升有していた｡即ち備
前VT_は,内盾寺が存在 しなかったことであるo内宮寺とは,不受不砲禁制にエb蓑むきは,
受不砲の寺となったが,不受不施升信仰 している寺のことである○この内r言寄の僧侶が隠局
して寺の境内,あるいはその近 くに俺を営み.内外共に不受不施伯になってV,る型が一般的
に存在 してV,た｡この上うな庵は,内債寺の外殻の もとに存在 し.寺の信者は不受不地の信
者であD,内宮専一庵-内債者という相互J娼係の中で成立してVlた｡ こういった内居等が価
前に存在しなかった理由Qi,池田光政の宗教政策によるもので,光政は.そqj廃仏興稲の思想
から,仏教その もの敢否定し,寺請に代る神道甜衆採用した如 く,徹底的に寺院整理教行っ
た｡これに上って天台,失言,受不施日蓮寮でさえ弾tEされたのである｡まして禁制の不受
不施など･存在計許されるはずがないo雪文占年末から究文 7年春にかけて不受不施軒対攻
とする厳しい弾圧があったoこの上うに奈制の殺初から内宮寺が存在 しなかったということ
紘,備前庵女大 き(特色ずけるものとなったoなぜならば庵は,寺院 と敵対関係LKおいてし
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か存在しえなかったからであるO 必刷 り忙このことは内債老女新 た に 粗放しなかさ夜けれ
ばならなくなD,俺と内層著は,組撒化され密接把結びつ くようになった｡故に他地域の俺
紘,法難に上って内Fa'寺が摘発されることに上って哨戒の道東たどったD,あるいは消滅し
ないにも,大きを打fBをこかむることが多かごた｡この点備前にかいては,エb進んだ組俄
女持っていたため明治9年まで根強 く生 きのぴ,いちはやく再興できた ものと思われる｡
b 本妙庵の場合
備前席の中でも葵了派の十二億が少 (とも元藤樹には設立されていたと思れれる｡この 1
2億中,この頃では本妙魔女挙例忙し席の分析計してみ上うと思 う｡先ず 12億中,本妙庵
を･分析の対象にしたのは,完全に,しかも変化舞見るの忙殺 も良い過去帳が現存しているこ
とである○即ち主焚料とした過去債は次の様なものである｡
1･ 本妙俺開基日位過去傾注 1.(天和-宝永 )
本抄確開基E]位の敢VCなるもので,本妙席成立期の状態存知ることができる0
2･ 本妙庸日殊過去傾注2.(天明～見放 )
本妙庵六世日課缶
5･ 三宅島啓勝魔過去帳軽 5
本妙院日殊選任 4,･日殊の三宅畠における過去帳であれ 日課がお品様 (柁挺嘘 )
として把握 した全盛船級がr'かる0
日珠が本妙庵出身であることから本抄庵が如何に全盛組級に,#ぴついて行ったか,
比軟考察のためとb上げる｡
本妙俺の前身仏 文明年間,金川妙国寺の末寺として妙斤院日仁の開基に在る拘内村宵谷
生前山本明寺であるo寛文年間の不受不施弊Lfに上って廃寺の迎命升たどった｡｢究文年中
亡所仕古寺啓上胤 住5.の記述に上ると･
1･古寺之跡菅ヶ所
津南郡拘内村之内田谷之生前山本明専右老荘花宗同郡金川村妙国寺末寺二両御座候3E
文七年住持昔正坊還俗仕俗家二罷成b寺株田畑山蘇我不残九右術Pl-取迫懇子仁左ヱ
門件長官相続仕居申償但本尊如何様二仕儀 も知不申候
これに上ると時の住持啓正坊が還俗 し,儒家九右ヱ門として寺株,田畑,山政をもらいう
けたというのである｡おそら(この脊正坊が時存みて雅子仁左ヱ門VC誹9,自分は,寺宝本
埠等軒もって地下潜伏し,本明春を出専した僧,智牌坊,了学院及びその他の僧達と共に憶
舞結んで本妙魔と名附け,本尊升安倍したものと思われる｡そして俺主(,Cは啓正坊の弟子智
開院日位が75ったのである｡Ei位の過去帳忙綻,啓正坊日受,円立坊日玄,啓献坊日序及び
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日JIpj四名乗先師 として過去帳に記入し,毎日廻向しているo即ち,日位女ふ くめて彼等 5
名が,本妙庵設立に阻して大 きな役割舞果 したであろうことが想像される〇 日位以下,本妙
経歴代任6.は下記の温 Dである○
(D智照院日位 一･- ②了等駐 日詣 - ･-③智賓院 自乗
④党源院日額 - -- ⑤晋応院日思 - -一一⑥本妙院日殊
⑦了智院日砥 ･- ･ ⑧修来院日解 - 一一一⑨本光院 日音
675明了院日相 63)了晶院日種
こうして成立 した本妙庵机 備前 12席 の中でも,大 き夜勢力女持っ庵の 1つになってお
D,その系列下に大我嵐 兵曹稽かもっていた｡では実際,どの様な勢力地乱 官徒分布敢
持っていたであろうか｡現在矢原の公民舘の桝にある本妙席vc払 庵の触起軒｢文明間金川
妙国寺の末寺として妙+'院 日仁聖人が生前LU本明寺を開基されたが,寛文5年不受不施禁止
によb住僧智照院日位聖人等教名矢原に庵和結び-･･･(中略 )--=旭川にそった備北作南地
域升掌握 していた｣ と番かTLてV,るo とれ5･前記の過去帳に上って, もっと詳 しく分析 して
みると次の様な結果を得るととができた0
4-5. 第 4表 本妙聴過去帳に上る官徒分布
過去帳地域名 A l a C 這 ㌃ 堅 帳 A B C
富 谷 lsd 144 2 伊 EB 17 9 □
矢 原 20 156 15 中 牧 0 45 ∩
金 川 1dl) 214 27 新 庄 2 20 1
讃 州 88 85 146 津 山 4 1 0
内 丸 亀 85 7 7 福 渡 7 2 J
下 田 55 59 56 尾 州 □ 8し〕 □
益 原 11 9 9 大 坂 L] 4 58
佐 伯 4 7 5〔】 総 州 0 【ー 19
草 生 14 2〔l 5 江 戸 2 1 2
大 国 12 78 a 備 中 2 7 7
山 条 56 15 1 鞄 州 2 □ 54
原 村 ㌫~｢ ｢ ~ L] 向 山 8 14 7
荘 1 Aは日位過去帳,Bは日次過去帳,Cは三宅島撃破庵過去帳
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荘 2. 三宅島普勝庵過去帳比,朔日, 2日, 5日, 4日. 8日, 25日,
26日が欠損している0
日位は本抄俺開基であ9,日凍結d世であることから,との二つの過去帳女比較すること
に上って,本妙席の主な信徒分布か上び,その変遷がわかる｡叉蓉麟蔵の過去帳は,ここで
は直接本妙庵のr富徒分布た示すものではないが,日殊が,寛政五年諌味に上って,三宅島に
流されてから箆舟とっ*.ものと思われるので,当時,組織力にすぐれ,総法燈の地位にすわ
D,全国的な中央柴棒的組放た作b上げていったと言われる日珠に,どのように本妙席がつ
夜がっていったれ 又その組軌の実体女見るにも大きな意義があると思われる｡これら5冊
の過去帳の比軟に上って,せずわかること仕,この裏にはあらわれていないが本妙庵は,日
位の時代は,矢原-15はモく,宮谷にあったらしいことである○これは日位過去帳にかいて,
古谷と記徽されているのはほとんど孜 (,｢村｣｢村ノ｣とある｡本妙寺が河内村にあD,
日珠過去帳においても大きな勢力のあること無見TLは ｢村ノ｣舞河内村富谷 と解するととは,
お上そ誤Dでは夜からう○窮二に,群山,福渡,斗有が少 く在ったことは先例派の分派のた
めか○とにかく全体的に南部新Lf,中牧,下畑,大圏が多く覆っている｡次に尾州,大坂地
域,特に尾州が日殊の過去帳にかvlてのみ金川,智谷,矢原に続 (大きな数字をしめLJこいも
のは何故かo叉軌JHが常に大きく結びついているのは,松田氏との関係であろうか○以上4
つの点が,日位,日殊の過去帳で指摘される○さらに尊厳庵との関連を見ると,讃州,大坂,
佐伯がLf倒的VE増加し,凶州,総州が加T79,その他下田,益原,備中,岡山,金川,矢原
机 1げ かであるが関連かもち,他はすべてTくなっている○こ3〕現象は,各地域が,如何
に三宅島への連絡ルー トを開発したか舟示すも93であると考えることは早育十であろうかo即
ち島への連絡ルー トが開発されない地故比,その典型的な姿升雷谷に見ることができる○も
ちろん富谷は,本妙魔とは密接につながっていたであろうが,日殊の時代軒中心に,以級島
との適格が容易とな9,旅僧を中心とした中央典確的組版が成立して行 く過程にかvlては,
おおいに注目される苦境 である｡
C 着任静
内r-i者の信仰活動の中心となるのが許で参る｡辞は普通,希軽諦とか題目粥と呼ばれ,地
域別に約 10名前後で組級されるogE7,これらの鰍 ま･一名の施主によって組級指導され,
施主は,叉一個ないし数個の桝を持ってVlるO施主は元敢頃になると初期におけるが如(莱
教上の純潔女守るための便宜上の手段としてではなく,この上うに内居組稔にかいて重要な
役割%･果す上うになって来るクコである.即ち内信者はその軽格として ｢不受不施ノ道理ヲ尊
敬シ外相ノ仮判ヲ悔工施主ヲ立テ法立ノ僧ヲタバ 滑浄三宝ヲ奉供凱 注8ために･施主に
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組放されることが必要となってくるCjである○ このように施主は内信者女直接に誹の組弧で
杷超 し庵に所屈すZ,｡この耶一施主の組織があれば,もし在中か法難に上っていなくなって
も新しV,法中につくことに上ってFIEP組級女役活させることができるのである○
誹は,甘年だけで結ばれた若附や.女だけの女討,女中前など様々の種類が参ったO特に
金川において興味深いの紘妙見評である｡との妙見誹に･いて厄,宮崎英惨苦 ｢禁制不受不●
施派の研究｣の中で商人附であると述べてあるが, ｢高義山繊 維別 荘9は~2巻存在 し･
｢禁制不受不施派の研究｣で分析してあるものを仮に上巻とする75:ら,下巻があD,上,下両
巻は内容的に,おかいにくいちがっている面もあb,叉まったく同じ記述 もある｡即ち上巻
では,妙見像の開眼供零が松香席 (斗有耶門派系 )の円周院日理に上って行なれれているが,
下巻では ｢寛政五賢丑年目先聖人初而勧詞し奉る-.･･･中略-.･･勧硝主日先史人者VF州川口村
妙良庵 (先例派系 )歴代にて不受不施の個をる故かく隠懲托して尊敬し奉りけ9---後略｣
とある○残念をことに現在,上巻が紛失 しているので,妙見邪とは,どんなものかはっきb
Lたことはわからないが,妙見菩薩の信仰粗放が即不受不施信仰組散と怒っていたらしい｡
注1. 妙見寄蔵
荘2.妙党寺茂
住 5, 立正大学蕨
注 4, 宮崎共修氏は,との普勝柁過去帳5･唯紫俺隆沖範 とL,論文 ｢
｣で分析 して卦られるが,これは寛政 5年三宅島に流された
本妙院日珠の ものであることがわかった｡
注5. 不受不施研究会資料 上り,｢池田家文啓｣
荘占･ 妻鹿淳子苦 ｢不受不施内筒の研究｣
注7. 宮崎英勝者 ｢禁制不受不施派の研究｣250頁
注8 ｢除恥記｣妙党寺文笹(不受不掩研究会な科よb)
(D) 分派と乾の諸問塩
a 概 略
禁制以後,不受不地は各地方ととに様々を分派が生じた｡この原由無考察してみると,ま
す厳しい封鍵統制のもとで,信仰奔維持 して行 (ために生 じる現実生活との矛盾弁いかに調
和させて行 (れ そク)内信の形態浄めぐって多C3滝 兄の対立が生 じて来たことと,当時指
串的地位に参るイ酎呂のほとんどが流刑に処せられてかれ かつ探策の目の厳しい中にあって
は地方cj働 呂相互の間でも意志の疏舶 欠 くことが多くをって来た荘 1.場合が主であると思
われ る0
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との外,阿振院派 (万座元年頃 ),日献派 (文久 5年 ).EI蹄派,久米右軍折り派などがあるが,
これらは現在ほとんど内管か純けているO こ3つ頃では偶新地域升中心に卦とっ7t都 nL,不導
師の分裂とその論争点についてのみ述べてみ上うと思 う｡
b 孝邦両派,不導師旅の分裂
天和2年,陶LUの法王で蘇原という者が,岡LU栄町内倍音万助の仏前か拝し同じく同町の
内宮者九廊太夫宅にかいて,密接導師象したことがあった｡これが古風に反する滑和雄乱の
修黙であるという批難がおと9,開局となったので在中が采脹軒とb調べると,宗股壮久世
の法王助七が宕経導師舞しているの女見たから,自分 もこれにならったと主張した｡そこで
一面助七女調べてみると,帝位導師女した党比ないと答えたが,助七の持っている春雄院日
雅の本革が内rE者と法文と舞いっLLに列記してあ9,これが冊淘混合の詠め方であるとい
う問題 も出て来たoLかしとの時点にかける細 は,宗IRが誓言した上うに助七が時節女し
てい7tのか,参るいは助七が誓言する上)に導師は,しなかったのかの点であb,それに上
ってこの二人の法文升如何に処す劫 の間広であったOとの俗蔭立の問題はやがて当時対立関
係(":あった津寄席 qj盛花院日随 と目指確(唯紫 確)の党隆院日通のE=中相互の対立へと発展
したoそこで京都にあって中国地域の法度蛾にあった日相が仲裁に入9両改梅の碗千だしたo
これに対し津寺方は,領笹したが.目指方比,輪争*J起こしたことに対する党隆院の改鯨は
するが,助七は実際に導師女していをV,93であるから改悔する必撃なしと主張したため,結
局日和は,春雄院の本噂は滑滞雑乱のものであb日精辞任か打ち出し対立は喪刻化 していっ
た｡当時不受不施随一の高僧で日向佐土原VCあった日辞 も,日相 - 目指の調停女試みた
が結局失敗に終った｡と言うのは,との時点におViて壮忠初の個人的対立の時からその形VC
常に存在 していた本尊問題が大き径間倍となって表面にあらわれて来たからであるO即ち日
米の本巧と同種の認め万象している日轟の本尊,内宮者の本帝石.拝しても良いとする尭了状
(群肢の流僧日亮了連判のむ状 )の開店比日相 一 日指C1対立ク⊃時点上b表面化 し,結局
-1i?-
内r富者の本尊不拝女御倍化せんとする日吉沼の攻女も失敗に終らせ,元禄 2.年目指,津寺が2
派に分裂した後の串師,不抑臓 争へと結びついて行 くのである02派分裂以後目指方党隆
院日通は当時m米地域の荘燈的地位にあった日産 (育LU自証寺 )33バック7ッフ敢えて,内
信者ク)導師女しても良いという新穀教程正し除訴記にその理論女あらわして日荊昨対立したo
とこに導師,不萌師の論争,究極的VC妓内宮着ないかに評価するかの論争が始まるのである○
元稚 4年目指派クコ中でも,この間魅に対して比里方.央方に別れ,奥方は先例軒持って不導
師を主臥し一名先例派とも呼ばれたが,後に浄寺派 と合体して不噂耶派と称されるエうに在
る｡これが現在の討門宗tq.つながるものであb,塵方即ち省師派が不受不施派と現在呼ばれ
ている｡以上鵬前舟中心におとった屯師,不導師派の分派の動向弁板略したわけであるが分
派に続 く瑚 両,不哨師派C_,･激しい論争札 非合法下において内債老如 口何に組織するか.の間
組でぁD,もっとつきつめるならそれは,宗教それ自体のあb方の問題 と言 うことができる
だろう｡不串師派は,冊者 (法立 )が内信者の判 而女するとと舟許さないのであるから従っ
て内宮老升 ｢症杜来レ-弟子旦那ノ中二臆病 ヲカマエ色法ノ難ヲ忍-クエヌヤウヤク心-カ
リ二信ソ種々晶ヲ菅テ雛ヲ遁ル､才党スル｣注2着であると低 く評価 しているo故に本尊授
与に関しても｢別途ノ道理ヲ以テ彼内浄外染ノ濁徒 ヲ摂取シ本尊授与ヲ許シテ硯未ノ肪線 ヲ
結ノ､シムノ手段 トセリ -ヰ略-･ 垂然彼滞徒既二外相他宗二混スル大科7ル故二本尊ノ感
応ITrT荘ノ者ノ本卑現当二世ノ利益ヲ祷 ル二相望セ-渦徒本草ノ利生従テ蒋カル-キ畢必然ノ
理也｣荘 5と言って内信者に与えた本尊は括本尊として冊者が拝するとと升許さない○これ
に対して導師派壮 ｢今ノ濁伝法義堅固ナレ-何ソ濁法ノ名ヲ得ル事ナシ亦施主ヲ頼ム-不及
在韓ヲ退転シ国別二随7ト云ニトモ内心-少モ居心臓怠セス｣荘5と主張し ｢未来ノ得道モ
法王ノ如ク早ク-無之遅ク トモ終二-得通有ルへシ｣注 4としで内信者との同座同拝の修英
か許しているoこうした論争に上る分派は,単なるBT幾の樹立ではなく,数々の法難に上b
内層老女強 く組概 していく必貸31,あった当時の現状の存在教考えるなら純粋に宗法を守らん
とした不胡 巾派に較べてある恵味において一歩進んだ型升持つ ものとは言えないだろうか｡
即ち損師派が,いわゆる大衆路線的なものであったの忙対し,不孝師派は ｢半濁 レル本尊 卜
冊浄ノ本碍 卜混雑シテ礼拝スル時-彼半濁 レル不潔ヲ崇JL,ノミナラス自身所持ノ本尊モ唐 音
碓乱ノ過ヲ犯スニ依テ却テ利生蒋ク成行-キ串眼前ノ道理ナレ-審ノミ有テ利生ナシ然ルヲ
湖荘ノ利生ヲ以テ冊IB:ノ利益ヲ況出スル-願到ノ銭こ非スヤ｣注5の文に典動的に表仰 て
いる上うに,寮荘あるいは僧侶中心主鼓であった｡
以上これら仏 学保 6年作か れゝた恋敵盲が 己削 からでてくZ,説昧論争 (串師 一 説暁)
は常に行なわれなければ72らないo不導師派 (無駄な飴鮮魚やめ好機舞見て行う｡ )及び池
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田光政の弾圧と共に種々ク)面から両派J:3居仰舶級に影噂石汁与えることが多かったこと升考応
する必賓がある○
注 1 ｢不受不施内官の研究｣ (裂鹿幹子苦 )
荘2. ｢除討記｣ (党隆院日通 )(不安不施研究会資料 1
往 5. 〟 〝
注 4. 〟 〟
注 5 ′′ "
注6. 除群記に対し不導師派,日食忙上って替かれたもの
外参考文献 不受不施史料 (梶木日密書 )
e 法中組級 (導師派 )
惣紋に上って不受僧は寺に任することが出来なくなb,町宅,官者の家 計隠家にした9,
又は林中の人目につかめ所に雁女構え,或はW･国升流浪したbして布教 したbしたが,その
統制は衆目C3推す所に上って頭的 仰ぎその潮 に従った上うであるo注 1例えば天和の頃
備前,備中5･中心にした中国地域で比,軍昌幸出寺佃日相が,又関東で壮自証寺出寺日産が
法燈と仰がれていたo特に導師派においでは,これが元蔽頃上Dか島様 (流僧 )に権威が典
申し,在地の法燈 上b一段上位につき島から在地の粗放していく総軽焼 - 地方荘燈 -
法中 一 施主 一 内官とViう塾が皐ら7･,九で来た｡この上うなか島梯 (松任燈 )の権威
は如何にしてできていったであろうか. 先ず故 舟の荘雛に上って多くの僧が流罪に処せられ,
その中には指導的立場の人々がいて･倍者の尊敬女受け･自然に荘燈 となってV,る注2が特
に導師派は,その諌喋輪に上って常に高僧が課昧出訴し島に流されているo この流罪地弁竜
葦新報荘5殉教者列名録から見てみると･元顧附 境に,元疎以前仇 信州･岩城,伊予･
薩摩等様々ITあるの忙対して,元醸期以降帆 流罪者のみ 118名の内96名までが大島,
八丈島等伊豆諸島の内-流されてVlるo この上うに流罪地が一定することに上って在地との
連絡 も自然に可能になっていったであろうと思われる｡寛政6年,三宅島の本妙院日珠の手
紙の中に次の上うな記述が見られる｡ ｢.････此度之使bK御役介申入候日韓之通御医被成候
て市右衛門殿 と御相敦之上御撰可破下償右市右衛門と申は御蔵之船頭にて御座候此仁来て応
智院楼上b何角御扱被近傍て誠に如親子何角雌 いたし禎下候能々御挨題頼入候--･･略=･-
外に弥兵衛殿 と申人御座候是は此船の親父殿 と申て船之主分にて御座候‥--略｣注4ト .･･
若又此上三島にも四島にも相成候綻ば,間々居着中上b贈物等大鼓と気之素千万令存候何分
三八之鵬 の内-首尾好配在有之償･･･--･-軌 荘5これらに上-て当時/A,(とも在地から
三宅島と八丈島-(rl連絡がつけられていたようである｡故にこの両島へ配流されんが為に,
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｢牢屋類b石手帯刀毅へ手鉄幹以て申込当島支配に相成候様に何とを(頼出慣可無償島支配
の軸は石手民心次第の由に桑備然妊牢屋同心の内鐸役と申か四人御座候是が其組之内にて上
役にて候何と此四人の内へ懇意升求め位き此人々右手氏御取成侯執成被下値梯内 碇々と相額
置侯･･--略｣庄占とし万事都合上くいっていた上うで参る○
光政 5年,本妙院日珠は,江戸寺社奉行に対し｢法華共正行｣を提出し振暁に上って三宅
島Vr流されると,こういったか島様の相成を利用して,庄中の組織化升試みたo在地におけ
る･享保頃から盛んになった･有力髄等の人郡安静注7忙上る地方統一化への動きも幸いし
て日殊は,庄和 -老 (E燈 )二 老壬 か 中座一惣席一小僧の六階級に分け ｢定軌 注7忙
上って上座5人 (一老二老三老 )升三老僧,中座占人を6人衆としている○又 ｢伍中式目｣
住8K上って･袈裟の着用から列座ク満 悦及び越階昇進についてまで細かく規定し上下の区
別存はっきbしているoこの上うな日珠の荘中細蝕及U'式目等は,彼が ｢貞享年中之間述,
毘 簸 了,庭･通之六堅定格粂酔 狂軸 圧興起放任中及兼併亦定格鰯 弓也｣注9と述べ
ているエうに,白.逮,日堤等忙上って定められたも7_)早,当時まで行7T3:71れていたこと等髭
中心に集大成したものと思れれる｡しかし75:がら叉一面,彼の過去帳の信徒分布地域が,か
って見られをかった尾張,大坂,剛lr,総州などに寸で及んでいることから,組級力にすぐ
れていたことも看過できをV'｡
住1. ｢葬制不受不施派の研究｣(宮崎英修 )151声
注2. ｢不受不施内居の研究｣ (賓鹿幹子 )
注5, 大正 14年発行
注4. 不受不施錠科(窮4巻 )日米手紙,寛政 6年川El氏あて
荘5 不受不施史料(巻4)日殊手紙 /F5月29日了智院呑て
住6･ ′′ 〝 成 5月27日海将日長あて
注7. 日蓮宗宗等全番 (21巻 )不受不施滑親
注8 ′′ ′′
注9 ′′ 〝
以上全般にれたって参考文献として凄鹿鞍手潜 ｢不受不施内官の研究｣ 女使ったo
痕後に,私は備前における不受不砲の効向計研究テーマに持った71けであるが,力たらず･
先八の某紙女掛数するに終ってLIiった｡
尚この研究調査に際し他えすご指串と教示下さいました釈日学氏,長光和雄氏,妻虚 子
氏･檎村顛末氏,板津弥六氏,熱田弘二氏,村上伊勢雄氏に対し,末並ながら深く感謝の悪
女表しますo (松 元 良 子 )
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(a) 不受不施叫白書と殉教
(a) El澄ST:-不受不胞腔の&=本的性俺
a 不量不俺とは何か
不安不施ず酎-1近世にgrしく起ったものでけな(,もともと中世の日延教団が広 (確立し
ていた案内知り広クつ一つであったOとの嵩の特徴は文字の示す祖9受けず施さずという主義
に立ったものであるO受けずとPj:僧侶の場合にいう立場で法準路7)官仰のないもuJ,すな
わち蛎狂者から綻供並を受けめととo施さずとは,一般信者のとる宗教的場圧で,法趣経
を信じ覆い他未33僧侶VTL供課をしないとLJ,う主,B忙立つものである｡そしてそクコ根底に4)
るものは虜法封折といって詣粒を禁 じて駄準正法を韮んじる｡ これは同時に折伏説法とい
って,蔭準正法を確立するために荘革む以外の結他の故荘を破折してその誤りを慣らせ改
めさせることを田的としている○そしてそこから(る国家冊として,派祖で参る仏性院日
央 (1565-1650) 那,｢守譲正義論｣の中で述べた規突政治についての考え方を示し
ているものを引用すると,｢此世界忙全 (二主無し,本主は只鬼釈迦一仏在bo｣と述べ
ている〇第視 日EJfが ｢立正安威論｣の中で述べた ｢新任の人を禁じ正道の侶を丑んぜば,
IjiI中安隈にして天下蕃平72らん｡｣と同じ(,魂実ク)国士7.1主は釈尊であり,国士の本質
は仏国であD,現実13封建鋭主は国土 73本質的所有者でないという考えである○この現世
=釈士,国士-仏凶という理念である｡ と乃珊念こそ不受不沌派の鋭vl反権力的性格73甑
鬼であった｡
b 千僧供J-lrE
Lかしこうした原則が大きな就蘇ク〕前作立たされる時が来た｡文轍四年豊』臣秀吉クj千僧
俳鎚である｡方広寺の大仏殿,/)払立 と同時になされた千僧供硬結,秀雪が,そr)祖先'/)髄
を弔うために,一切'/3宗旨乃僧侶IP上る俄雪をこころみ[7:oそこには秀吉政権1,'もとにお
ける寮教の統制という意図も含まれて居ったのであろう0 日畢宗紘,こク)千僧供去'/3枚さ
れるにあたって,そ うした専制君主ク)意図をどうとろかで大きな難関にたった｡目迎宗rj
とれ迄ク〕原則を適せば,当然秀膏ク)忠志に背 (こと昨夜る○しかし秀吉1)J意に従えば,日
蓮芽;7)日蓮宗たる所以はな(禿るであろう｡こうしたやDとbが行才つれ,前者73主張は本
鞘寺目玉を中心とした主張で大勢を占めるが,京都妙見寺ク〕日興ら比重(までも後者7滴 兄
を主張した○
そこで日典は月波ク〕園に隠駿 して,国主強味ク〕ため1jfrltJを興したOだが何上Dも,そ7j時
日典の存在を不快に思ったク)紘,受不俺に走った倍達であった○受不魔ク⊃僧遠にはやはb
自分遠は権力r)前に妥協したといううしろめたさがあった○そこで受不施ク〕倍達は,日奥
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忙放Lく論争をしかけ,とうとうこれを大阪城の永訣の前で73対決忙まで持っていったo
ここにおいても白典は,一歩 も自説を曲げなかった｡披ク)と11上うな妥協を許さぬ態度は
家康に反感を抱かせ,臼臭は対島へ流罪とされた｡ 15年'/-つ鼓El央忙船首オ1て,再び喜郎
好捕lh想徒ク)人々L/C,｢不受不施｣ク)筋目を守らなけIlぱならをいことを中L渡 したoそ
こで又 もや受不施7〕僧連と筋炎し輪誼 となったo●
c 身他対旅
先永三年九月将司工秀忠夫人の法会VCfP.JLて,終止-11してR炎に味方していた開煎 73不
受不施派7〕拠点,池上本門寺ク,'日樹等(1,,そクコ布施を受けない73みか,これ-&受けた身延
派(受不施)を噸集 したのであるo これ忙対して,身延の方は光永六年幕府に訴え出て,
El樹等を弾劾することを賓試した｡ここ忙身延派 と,弛上本門奇脈が輪争したOこれを身
弛対輪という｡しかしそれが,柿力iR:従 うも'/〕と,極力に背 くもク⊃クコ対立である以上,権
力は自ら巳に従うものを助け,日樹,日炎ら(r:i追派とされたO不受不施脈でirlこ才1を,寛
永ク)を雛といっている○
(b)日蓮宗不受不施派への追啓
a 徳川幕府ク)宗教政策
葡府宗教行政を-flする謎本的練題帆 将茸を頂点とする封感的身分fJjuK韮いた近世瀬
譜体制ク⊃中に乗数勢力をいかにして組み入れるかということであったO具体的に言え仏
教団上部に対しては,王位が仏法を支配し,政権が教団を技量する王位為本を是認する静
圧を求めることであった｡この意味において,幕脚宗教行政.乃中心に置かれたも7J'は,と
blつけ一向宗,日評米,切支丹であったo これらの宗派払 幕府が簸羊蹄体制確立柑jKおい
て,そ73把握に汝も心懸けた,姓民,町人屈を博徒として細扱L,,それにjZ,脚 した教団で
あっ*.からであるo上記7)上うに王法が仏法を支配したもク〕忙対しては,本末関係で末寺
に至 る迄,#支配し,奉納忙上って民衆をも完全に支配する体制が完成したが,それに従
わなV,,切支丹,日蓮宗不受不施派,悲凹不受不施派に対して軌 機あるごとに徹頭徹尾
弾圧した｡
b 岡Ll帝における不文不施寺院の迫等
光政舷,儒学 (心学)を串唐してその理念を政治に現乗化することに専念したが,彼の
輔数半官比反面にかいて,出世間主虫7)仏教 (寺院,僧侶 )に対する厳しさ批判者の立場
をとらせたo即ち,神儒合一7J'見地から儲道の尊信は,神道ク)5_用と結ばれ,切支丹の寺
請制を廃止して神道51iにまで発展した'/)である.光政の僧侶輪姫ク〕明徴扶究文六年八月二
十三日家老番頭以下13韮臣連への致翰忙 ｢仏蔭は盛をれども,坊主たるもの多くは有欲,
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有我忙して,誼目だ忙唱えれば,成仏すと云o是人に悪を数ゆる也｡自今以後如此7)邪法
を説で,人心をそこTrい風俺を不可乱リo｣とあるO と乃上うな光政13思想は:,儒教主幾
的立場のお1_;ずからの柑緒でも多少,又その背紫(h=は,光政が,草間上,政治上の肝間と
して重要したo熊沢蕃山の思想的士紺 を虐め神るであろう｡要するに光政は,こク〕上うな
恩憩的工場から,当時の佃 昌ク〕腐敗,墜落の甚 しき故をもって,更に幕府の日蓮宗不受不
施派の禁制に則って,寛文六年,領内qj不受不鹿瀬寺院7)｢追放｣,多数ク〕寅吉采寺院73
｢立退,遊惰,求-追放｣を断行 したク)であるo貰文六年十二月七日附で,砧桁13寺社奉
行から光政宛灯下記の敢状が参っている〇
十月十二之泣礼致拝見候
京都妙党寺井軒連晶等日登方へ差越僻苛状,並,日豊口上之黙付御越竣成数社見侯o
去年寺方江御朱印破下僕節不受不施工託之寺々,為致懲 申候｡其英紙今度致遊覧侯｡
加此手形仕儀者其介二而可破差任候｡手形不仕僚寄倒追放可破成候｡津島妙啓寺串,本
末帳二秒党寺,妙題等,両方ク〕末寺二uTF載有之儀fj而難片便故,光井分二両偶有之様 こ
と申渡候｡一寺Ⅱ仕儀様 ことは不申付借間,其御心碍可額遊候o (後略 )
上記'/)資料に1れば,究文E年幕冊から寺領 (恩田,悲田 )を下賜されたときに謝状 (辛
形 )を差出した もの,即ち,不受不地から転向したものは喜許され,節状 (手形 )を申 き
上げなかったもクコ(転向し孜かっ允も73)は追放 されることに在ったO と73幕府の発令を
受けて,京都妙先帝軌 間Lu城下ク〕笹屋寺を通 じて不受不地脈イ酎呂の追放杏,光政に訴え
ているが,それに応じて光政 も不受不施寺院の追放を計 ったわけである○
そこで津商都を中心とした日蓮宗を主 とする寺院淘汰及僧侶澄俺の英態についてみていと
うo
寛文五年 ｢男女改懲付｣に比, ｢出家道心押PlJ'/つ人数は,千九盲五十七人と記されてお
b,児文七年七月,大老酒井虐肺に報告し光ところに上れば,従来ク〕専数千四十四寺,坊
主故千九百五十七^で,｢不受不施策門先年追放｣は参百十参寺,五百八十五^,｢天台,
炎言文退避俺或-i朗女｣は,二首五十寺,二百六十二人,合計五首六十三寺,八盲四十七
^が淘汰され,結周,残D73寺院四首八十一寺,坊主数,千首十人 となっている○寺院,
僧侶ク〕淘汰は完文六年中に終止 し允13ではな くて,そ1J後数力年間行･r7れた も73と思われ
る○
(C) 殉 教
a 非合荘下における信仰
兄文11.年 (1日 5)#府は不変不施旅の全面一的棄止に踏み切 った｡寛文九年 (1日 9)
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林府はさらに,不畳不施寺院の寺講をJAJ止 し,不受不施佃俺73追放を完壁なものにしたO
そこで不畏不純派の僧と信者は,そクj官仰を守る眼力,非合伍のFj態しかを く,やがてそ
こに独得1J'租驚折紙を育てていった○
これに比二つの膨態に分けることができろo一つ!,31表面は,芝不施.あるいは他;lL:-VC_転
んで合狂的に生活し,内心忙不呈不地引吉仰を保つことでめ9,いせ一つIr1,本姫地をLu
奔して,諌旨人別帳からはずれた ｢帳外1.'講｣として,衷豆ともに不受不施をiliく方法で
ある｡前者を内乱 韓は (外欄内浄 )と砕ぴ,後者を沼転 (内外倶浄 )という｡不釘留に
は表面は支脈に軒んで寺院に住む内官131宙と,触楕73佃として,内心,外相とも不要を貫
く洞派の佃がある｡,不受不臆イ断つ大部分け後者ITあD,これを任LF'(ほっちゅう)という○
地方ごとに在中クコ中から長老が選ばれ,法灯 (綻威 )が置かれたoそして元締朋以操は,
主たる駐中が(･5とんど,八丈払,大旗等,伊豆七塩へ流される上うになると,こク⊃流罪'/j
憎仕, ｢去､見様｣と呼ばれ,本土の法灯 上t)も鴨透された｡だ沖 'jj供給軌払,内(言クコ佃73
山舞 と官者,/J子弟であった｡荘中ク)任務は各地73内官省が設けた醸家,陪席に潜んで布放
した9,あるいは内富者の横の連絡をたどって,諸国に伝道することであった○そして決
して閃食重荷はしない,滑僧である○ (こ73tf耳習は現在 も堅 く守られている○ )不惜身命
(lE盛を守るためには身命を悼まぬ態圧 )と厳しい戒律,そこに信者を魅了する僧侶ク⊃人
格があったO
-方信者の大部分は内后であったo彼らは受不塙や他宗ク⊃寺院から専誹をと9,普通7⊃
生活を営む｡年忌,正賓,Lg･式,祈とう等萩数行Ti'帖 合任的な也那寺で執行するが,すべ
てその律ひっそ ;つと,か くまっている駐中に上ってや恒か入る○
ところでこの内†吉者と症立の間に法文 (ほうbubう)とい うもクつが参る｡強信を信者クコ
中で,表面上の転びさえ繰って故郷を捨てて人別帳を外れ ｢帳外の者｣となった人である｡
荘立何人かが一人クJ荘中に付属する0位立'7.)任務は内rE者から法中-クコ地物,あるいは郡
式,法要,祈とうクコ要諦を-たん受け止め, 自らが施主となってこれを法立に次ぐ｡こ
れを施主立てというoそ1_)れけVま,内信者絞表面はすでに謝任である｡不畳不施憎たる症
中れ 不変不施の削戒｢たとい誘引ク⊃)J-放たbと雄 も,直に務荘供慾を受くべからざるこ
と｡｣に上って,虚徒者たる内常磐から73施物は直旗には受け取るととができ-なかったか
らである0位正は内心,外相とも不受をrrく相沢ク〕同者である｡ここに法王 71施主立て刀
悪義がある○従って内居者を直接把握する73吐B:-3Zである｡そク⊃粗放を回に示すと,
僧 侶 信 者
お品様 一 地方症立 江且 一 内信者
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･内層者の姿格 - 組放された定立につ(乙と
･琵立の性格 一 内管粗放忙公欝された榊者｡庵に所属 ｡
｡荘立の役割 一 内信者を訂忙他校する｡僧侶の補助役｡
上記1)ようE't内愚の組紋につVlで若干記したが,では具体的(てけどクj様な形管であった
のかを現在不受不施派,/j敬虚を官徒である白袋菅野さんが,彼女クコ母から閃かされたこと
について述べてみ･上う｡彼女は御酔町下田で生れ育った○ もちろん敬虚を厚徒73家に生れ
育った人で,現在矢原に嫁いでいる老人であるo ｢表面絃巳応寺13檀那で宗門改73時IR:紘,
表JEむしろを欺いて米,敦ばつを納めた.不安僧が夜中に,手ぬぐLハで敵をか くして人目
をしク⊃んでやって来るo家の納戸で数人が典まって,あまb口大掃わず忙倍目をとなえ,
僧ク〕説教を開いたbした｡そして次13所へ行(紅は山中に秘軒のルー トがあって,時間を
しめし合せて僧を送b,次の所の迎えの者がやって来たo僧の移動はこ1),tうにしていた｡
こ13上うに陰で夜ひっそbと会合するととが多かったo しかし信仰形憩としてはこ73上う
に隠れて秘密にするものだけではなく,表面的Kはカムフラー ジlして,公然とか祭をし
た例があb今 も払っている｡例えば,御津町矢原'/⊃本妙俺の地に参る本妙院日朝7)つくっ
た日朝13供零碑は, ｢ニッチョウサマ｣と呼ばれ 7月5i)日の深夜7:圭ま日として賑わうが,
これは眼ク⊃神様を舞ってVlることに茂っているが,現在でも続 き,現在で壮不受不施クコ僧
が来て同所のすぐ近 くに参る矢原公民倍で盛大夜儀式をも上かしている1)をみても明らか
な上うに,不安不施ク_l恒仰をカムフラージュしたもク〕-CあったOとの様75:例としては,妙
見梯というのがある○これは雨乞の祈田として多(13^ 々がこれt,C集まったというO との
例にみられる上うに,不受不砲を唐する^々が一般ク〕層仰忙まざらわしてそク〕信仰を吐罪
した婆であった｡この時ばか9枚,大声でお題目が唱えられたという話である○
又私は金川地方で代 東々商として統vlでいる江田音三氏宅に僧の隠部屋があったと知b
訪問しそのことについて話を恥V'た｡しかし或念なことin:,昭和 55年国道 55号線が江
田氏宅の屋敷内を耳通 し,私が中学 1年分時毎日その前を通っていた時クコ古いどっLbと
した商家造 b払 新たにモダ ソなモルグJL,遭bクJ家に建替えられて居D,今はそ7-'隠家(rt
ついては,その姿を見ることはでき72いoそこで江El氏上り73開きとDを少し述べて,隠
家については,宮崎英惨苦 ｢勇的J不受不施派グ)研究｣の24占頁からの引用でその実態を
明らかにしてゆこうo
｢金川町に(正確には御韓町金川 )ある江田氏の家r)二階は部屋が椀に三重並んでおD,
右側の童ク〕正面の証手に当る所が奥行一間の物思にJj3:っていて,三方が壁で外部と仕切
られている上うに見える｡ しかし突吐三重並んだ中の重の正面に一間半の押入れがあ9,
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押入れの下クJ羽目板を比すすと,丁鑑物思クコ左側ク⊃豊の隣bVE当る所が四壁虚位の隠し
部屋となb,凶方が壁の共時を部屋Kをっていて,外からみても,二階に上っても,降
bてそ7〕あた.hを見てもそんな所に部屋があるとは思えぬ上う巧妙に作られているo｣
筒現在江田氏は市役所-勧めていて商売 ク3方はやっておらず,昔の何の商売をやってい
たから判らないとのこと｡しかし,近世に於て栄商であったことは車乗である｡叉,金
川に妙国寺があった頃からの屠徒で,不受不地が禁制になるとすぐか,あるいはその少し
前かに,妙国寺の宝物をあずかb,代々保管し,現在で吐その大部分が妙党寺に所納 して
あるという轟であった○
間と73様な隠部屋としてこの地方で判明しているク)紘,Lu集の北LIJ真治氏宅の土蔵にもあ
っ7t｡とこも訪ねたがしかしこれも,古(て破親 しかけた放,もう大分前作取bこわした
ということであった○
しかし私払 前期の ｢日朝横｣ ,｢妙見楳｣といい,これらの隠し部屋といい,信徒は堅
い組魚を持ち,あらゆる智恵をはたらかせながら,不受不施派の荘続を守ったことVC硝異
の思いを感ぜすKはおれないo
b 不受不施派を維持した原動力
明治九年四月十日,釈日正上^等の努力に上b不受不施派名の再興と布教が数部省上b
公認され,諸国のかくれ不受不臆は初めてその全晩を現し,R正上人のもとに粗放されこ
とに不受不施派の二百余年間に渡る長い通番と殉教忙幕を閉じた7,であるが,との附に法
中の大部分は伊豆諸島-流され,又たび雷なる摘発は,法難や殉教者を生んだ｡天保73症
姥の如き比,ほとんど壊滅的な打撃を受けたが叉再嗣成されたもク)ク〕巨視的にみれば,か
くれ不受不施 乃勢力は次第に諌過の道を辿っていったことは明らかであろうO
しかしながらこ73二首余年に亘る巽に滞 くべき苦しみに耐えながらも,不受不施派の法
統を維持してきたoそこでそr,原動力と在ったもの壮何であったク)かを考えずにはかけな
いだろうo
いうまでもなく,不受不施派を守b続けたク)は名もない多(の官徒であった.不受不施
派の僧結審帯をしないから当然僧は,信徒の中から出てゆかをければならなかった｡この
ことは当無だとしても.外濁内浄の内官者達が,幾代もの間その家ク)祖宗 として守b続け
たのは何故かO
まず第-に考えられることは,僧侶の不惜身命なる修行VC対するカリスマ的尊敬心があ
った13では夜かろうかo又不受不施沢の中に祈 とうを行 うといった多少迷居めいたことは
あっ7tとしても,巨収的Kは,宗義そ73ものが正銘で参ると,内信者遠が確R;Tを持ってい
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たことであろう○次に,それ忙対する,オ.)･}ナルな意見として,立命館大学ク)奈良本辰
也氏が,｢部落陶題研究｣創刊号に,｢史上侶大のレジスタンス｣とのタイトルで,不受
不施派の殉教史について考寮しているもgjから抜すいし腰 介してみエう｡
｢そういえばl こ,73旭川13沿線払 鄭 乍と備前73中心を交ぷ焚通路で参b,旭川自身が
その水迎に上って,所々に交通と商業1J'中心の町をつくっていた｡金川 も福渡 も,すべて
そ うした所であるo叉とP^J地方性綿Qr3栽培地でも参ったoそれを作る良民,売只に従審す
る商人がたくさんvlた7)である0日趣宋比一両,商業vc対する関心を多(持っている｡現
在利益を重んするのた○いき妙党寺にある日史上^の憶をみると,これ紘二つの俵乃上に
またがって'大熊天 73億 をかたもづくっているo左手には荘題赦7J経巻を持っているが,
右手には革の財布を過ってVlる｡しかもそれは,フックラとふ(れているク)であった｡日
奥の健それ自身が商英の守趣神であるか分上うである13だ｡それが不受不純派であるとす
れば,こうした商業が栄えるところがそれを信仰しなVlr,けがTZい｡とくに徳川幕府の下
では轍 結尾 も卑 しむべきも,73とされていたO言ってみれば,商^は封槌剛度に対して,
あるいはそ乃統治糟神VCおいて,腹の底から不満を持っていたにちがい覆いo もちろん,
封建制鑑に利用するもの拭あるとしても,彼らを鈍祝し抑圧するも刀工9,彼らの生き方
それ自体に意鶴を認めるも乃を朋待する方が大きvl73は知れたことである｡日藩弄れ 京
都の町人のなかに大きな支樽を持ってVtた｡又地方ク)町人rJなかにも大きな支持を持つこ
とが'Tきた○それ比不受不施派の弾tEにおいて,多く受不純に走ったけれども,封辿制度
の中に矛盾を感じているも7°は,本能的にも不受不鳩派が正しいととを知っていた13であ
る｡そとに彼らがあえて不受不地脈を屈伸する替由があった｡
溢民としても同じで参ろ うO 現世利益,n呆旨,国王を改める堂々たる態度,そ'n反骨は
封建制下に悩む曲民Vr_多く,/)親近感を持せたo叉僧侶が病気T3:ど陀対して,呪をするとと
も,医者にかかること,/jでき75い姓氏の救いであった忙違いない｡そして同じ上うに禁教
を盾じていることが相互扶助,Jj柑神をつちかい,お互い'/〕困窮を救い合ったことも考えられ
る○そしてそ,Jjことが,結局,強い東独をつ (bあげた'Jjで参ろうoそれが商^と]笠民の
結合 と在るとき,上b有利を条件 もひらけてい75:と見なければなるまい○そうしたも'Dが
-つ-つにかたま如きがら,ときとき銘V,t抵抗精神を示していたo｣
紅)結 賢
本文中に,巨視的に見れば不受不滝沢札 内居中(非合荘時代 )下降線をたどったと述
べたが,何ゆえVC下降線を7tどらをければなら73j:かっ7tれ そ'n薪について若干述べてお
こう○天保任塵前には,若干組鮎 別に甘さがあった'jjではなかろうかo例えば,.天保荘
- 129-
姫,J3直接'Jj契鵬は,伝えるととろに上ると,天保九年五月三日,施主院日妙'/)弟子運趣院
目地が師命で,7J.I(戸侯-直訴し,未熟γJfz:めに同侯の甘言にだまされて内信組級を白状VC
及んだために十網打尺に,いもつる式に逮禰されたということ(J'Cをっている0-万に於て,
薪鮮権力は異端宗教VC対しては常に弾圧'/)散会をねらい又弾EEしたoそ,/jたび重在る弾E
に対して,じbじDと下降線をたどったことも事実であるo
しかしながら,全国的な視野忙立ってみると,不安不適煎れ 非合鍵下vc於ても,宝船
から享保にかけて,一時的にしろ,盛b上Dを見せたが,それ以後下降線をたどb続けた○
宝暦.草保細れ #韓体制に最初,Jj大きを矛盾が現1つれたoそれけ全国的な商品経済,焚
通'jD発達,首姓,町J^B 力'/)上井, こ'JJ頃･/)出民闘争はしばしば,全課的75:蜂起形態をと
る程強力にをってき7toと'n頃になってくると,町^'n中VT:結,目脂労働者,下級職^,
奉公人,問屋制家内工業'D労働者等近代プロレタリアー ト'/)前身である前脚プロレタリア-
ト'D屈が厚 くなった○同様に曲村でも前川プロレタリア一 卜が広 く生じた｡水春百姓的一
面ではそ'jD部親に入るoこれら'Jj新しvl勢力には,彼らをD,/)柑神的をJくソクポーソとを
る思想が必賓であったであろう｡
前述'/3｢不受不鷹派とは何か｣ 'n中作品､いて,不受不施,j3国家耕たるも,/)を少し述べた
が,近世初期'jC)段階において帆 そ'n思想は封睡体制に反抗する-つ,n思想として役割を
占めていたが,宝暦,享保を境として,そ'Jj思想,J3存在価値が希薄 となった,j3ではなかろ
うか○
又一方,非合荘下Vこ於て,横γ〕連絡がうま(ゆきとどかずして,韓寺派,日艦派,≡
鳥派等'j3,幾多'n分派が生 じ,内部分裂をおこした｡これらが下降線をたどった主役理由
であろうと思う0
-万現在私が疑問に思う,Dは,これ笹までにして威しVl弾tE下において,不受不施派,Jj
荘続を誕b続けたエネルギーが,現在ではみられTzいとvlうこと.再興後から今日迄vE,
信徒が急激に増加したということを私は知らない 0 時代,jD流れとはいえ,熱心にか寺へ参
拝する,nは,金川附近'n生椿にゆとDと暇,j3ある^が多い｡他,j3信徒連は,偵習忙上って
しか参拝しなtJlという現象o
これをど'j3上うに位置すけるか比別 と して ,魂在'n不受不脆派には,非合法時代,J3エ
う忙機会あれば大衆,/)中に入っていこうという教典,j3ない,Jjは放念を気がする｡
(山 地 隆 司 )
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(B) 不受不純派,D分布
金川における研究VCて別紙'/3分布教を作成 した.分和匿i作成忙あたb目迎宗妙見専及U:金川
町役場'J)資料を中心材料 としたo精 忙金川公民飴上biと重な仏剰分布,/)文科を縛るととができ
た○
(A) 日蓮宗不受不地脈仏剰分布表 (別紙 )
主なる
㌍ 科
地 図 - ｢吉備群郡も_･成｣
大正 18年 9月発行
(抄党寺審慣所有 )
仏 剥 - ｢妙国寺m ｣ (i.g文 5年当時 )
(妙党寺所讃 )
(f9 仏利所在地染料 (｢岡山殿御酔郡監｣.り )
a 妙Eg寺
｢金川町字君谷に参D,文明年間松田元成,共弟元沼を出家させ住戟 とし花光院と号すO
住職には日和,日航,日悦,日番,日宝,El詮,日東,白軌 日微,日航 と租続 き,松皿
氏隆盛'jD頃には僻約四大本尋'/3一つ忙しで備前目迎媒沿革史忙｢祖師堂客殿斉堂鬼子母神
堂仁王門鐘桜寺趨軒並々有塔頭十個院末寺五十余個寺｣ とあb,元亀天正時代'j?｢妙国寺
本未定判記｣には ｢備前,糞作,西国に於て英数百二十余ケ寺｣とあ9,松m氏滅亡 と共
に退転し其後日応寺'/j分院として庄燈を持続すO松田氏代 JH/3益碑当院に参D｡｣
b 妙党寺
｢金川町大字金川臥梶山'j3淀にあり,税率山と号すo畳字紘明治九年'/)窮迫にして規校
大ならずと雄 も掛 軸士別,地は臥砲山下幽辺,j3境にあD,日蓮宗不安不施派,/1祖山たちに
恥じず,其'/)沿革を徴するに ｡
鮭殴二年京助,n^小野妙党は其･n別邸を笹弟日倍に供すC,天授年中京都妙田寺三十舶B源
'/)婿弟日宝之が綜桝を改めて沙党寺 と卑 し日俊を捌基と夜すo鬼を当山,/)超取 とす○
降て文疎四年太閤葬昔各琵上b-千僧女房'L7し京都菜LU妙法院にて祖先'n一大追福会を緯
す｡日蓮宗寺院 も亦其耶忙応ずるも,/3多し,鵬Z'忙当山廿一代日興独9祖訓を守り其応緬を
藩琵背教,Jj行為として之に応ぜず｡
太閤大いに悠b威tE甚 し日興はついに妙光寺を退出して丹波小泉(仁敷居すろこと-'L;辛,
払艮四年荘帝宗徒,n訴上するあり,大坂奴中に於で不受不施 ,n対輪 あD,徳川豪放大いに
怒b日興'/j三衣を剥ぎ対馬に流すo在砧十三年丸くされて京都忙帰る0 ---･･云 々o｣
(｢当時宝物後考｣紀収 )
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C 本先寺
金川町大字鹿拓にあD,久遠LIJと号す｡日運寮不安不施恥門燕 ,/3本uJをbo井,/)由来を
徴するにIE丈二十八年日蓮宗不受不施派'/3尖制と禄DL上り僧侶は配鼠に逝vl,寺院拙他
門JjC占領毒れ値か陀各地JjC俺墨を七㌧Iへて伝症せ /h｡･..･･別治九年不受不地脈として公許
を碍たるも,/)は即ちロ喪,/)流門をDと｡ -
明治二十一年六月本堂を姐五二し同二十九年十二月ついに寺院,/)公称を許され久遠山本党
寺と称すo (｢当時宝物禄茸｣記職 )
(B)仏剃所在地一覧 (廃寺 )
(｢旧準高郡内社寺戒足底喝軒｣上b)
大光山妙禰専
普正U｣正酒寺
山名 寺
仙LU山荘道寺
永久山本行寺
十谷山抄奥寺
髭大LU妙硯寺
当高専
長谷LU顕照寺
生前山本妙寺
長袖等
宗林寺
やJl光山番仙寺
抄本寺
供懇LIJ遠久寺
寿意山本明寺
経永L億 久寺
:.永山道泉寺
納前山妙辰寺
栗栖寺
時正山妙徳寺
姫居山光樟寺
曲管野村
勝尾村
大坪村
吉尾村
大月村
十谷村
横井上村
中野村
母谷村
富谷村
下敏村
中牧村
横井上村
吉原村
田中村
大審村
里部村
歯 仲村
芳発刊
下芳賀村
益田村
椿谷村
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滑陰山浄本寺
妙先山円明寄
金症LIJ宝仙寺
門松LU荘林寺
志水山油水寺
面室山妙零寺
加屈山安立寺
束血相
大岩村
中 辞村
佐山村
村水村
面畠村
栢谷村
以上二十九寺日蓮宗光文年間中退転
伊福寺中泉村
日向山妙園寺
号住山妙安等
善行寺
赤坂山大乗寺
常連寺
能年寺
宰英寺
道横山靖久寺
滑涼山浄疎寺
竹本LIJ地i畢寺
牛霜山窯林寺
大徳寺
西光寺
長室山医王寺
苑光山観音寺
既成寺
南向山妙賓寺
本行幸
赤城山仏宝寺
日蓮LIJ新屋寺
青木山正視寺
良野山長宝寺
金川村
菅 村
紅二村
虎倉村
草生村
槌郡上村
田地子村
中田村
西原村
細田村
元道村
紙工村
紙コ二村
慮朗村
上加茂村
越部上村
桜 村
山哉村
三的村
上田原村
井原村
長野村
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安住寺
椅現LIJ玉叔専
杉谷山千光寺
牛軌 山甘砲寺
大境山′J､仏寺
永敬寺
年末村
墜昧村
杉谷村
和田村
金牌村
里駒村
(C) 代表的信者連判状例 (口 内壮不明瞭な字 )
･金川そ℃他の古村 も加入
･堂]t料 ｢妙戚寺文鞍｣ (妙見寺所蔵 )
天正11年妙国寺本末寺概連印
･金川本寺妙Lf)専
安立院 (花押 )
奮立院
年来坊
股林坊
詮妙坊
江田孫右衛門
耗波与三右門
片山五郎右衛門
江田四郎兵術
Jモ郎兵衛
･手塩ノ本妙寺
妙蔵院
大数坊
兼題坊
馨正坊
追行坊
同 所左締門
同 二錐兵衛
妙知院
汲髄坊
教住坊
教範坊
一行坊
江田彦左衛門
江田彦右術門
二錨右締門
原村ノ 宇野藤左衛門
同 輿市左衛門
LU田六石持門
二郎右術門
蜂谷五郎左相門
i3:左術門
三郎兵術
生前村ノ 木工右御門
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･手金ノ覇正寺
本行院
円珠坊
数宗坊
学円坊
光林坊
本来坊
母谷村ノ
庄屋′ト平左
画 十郎右衝門
三郎右術門
又三郎
河内村
庄屋九兵術
宗左術門
孫兵術
以上の一例･J]如 くLもされているo これからも,分布図作成(位思忙おいて)有力をft科
を得るととができたO
(赤 木 哲 夫)
◎写未は妙党寺番康内'jD古文啓上b
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第 5章 交通の発達 と変遷
第 1節 舟 運 の 盛 況
汽車も自動車も無かった頃,旭川は膿下三大河川の lつとして交通上大きな役割を果たしたo旭
川の中間にある福渡や金川は重要な川戸(川の港 )の町として高瀬舟が立ち春ったo上流の久世,
勝山,新庄方面からの物氏が岡山に運ばれ,掃D舟に上って色々表生活物氏が運んで行かれたo金
かわと
川壮丁定一泊するの忙最速を場所として川戸として繁栄した町であb,その周辺に紘幾つかの船頭
典啓があった｡以下明治以後の高瀬舟鞄送について,主として船頭娘落静賓について調べた所を記
す｡
1 高瀬舟の構造
旭川の高瀬舟も高梁川･吉井川の高瀬舟と大差なかったよ9である0第 1園に見るととく,船
の長さ8間2尺,巾 1間 2尺で今から考えても随分大きをものであったo船材は杉と松を使ったo
船底壮厚さ 1寸 2分の松硬,舷側仕 1寸4分の杉板を使った｡普通の姶材は落合の木山から,良
質のものは牛忽から見って旭川を船で運んだo明治把は静索にも舟大=がいて舟を造っていたが,
普通は福渡か落合の下見で造られた○
一
I
:i --L, Lナ一･一､----1･･.一･--一一 50Ja - ∴ 一一-I-･->:
第 1図 高瀬舟の構造 (福村蓉太氏の描かれた図上b塵理)
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2 高 瀬 舟 の 優 位 性
I
江戸時代から明治時代にかけて高瀬舟輸送壮全盛を瞳めたのであるが,これはいったいど4)よう▼■
な理由によるのであろうかo
ます考えられるのは陸路輸送に対する高瀬舟輸送の優位性であろう｡高瀬舟によらない時,人々
は物資を人のr百か牛馬の青によって遅ぶ他なか･)たo しかも当時の旭川沿いは,峡谷であって道は
夜く,県北では中国山地の支脈のをす峠を登b降Dして適ぶ以外方法がなかったから,物資の輸送
は困難を極めた｡輸送力の無い-IjIが生産を停滞させる一方,消費物資は高価につく上入手し姓く,
生活は臼から自給自足の貧しい自然経済に低迷せざるを得なかった○ところが高瀬舟は 1膿 1,SOD
刃から2,000貫も連ぶ串ができ,しかもわずか5人の乗務員ですむわけで,迎賃も比叡にをらぬほ
ど安く在るのであった｡だから高瀬舟が通うようになる蔀によって生産壮向上し,生活は豊かにな
9,商品経済は高瀬舟の舟路を動脈として進展して行ったのである｡
5 船 頭 典 落
当時の船頭連の生活はどうだったであろうかo ここでは部落全部が船頭をしていたと言われる洛
須について調べてみた｡このような粂啓を船京銀落と呼んでいるが.この他鍋谷 ･大鹿なども船頭
集落であった｡現在の洛須は総戸数24戸の小さを部落であるが.明治時代は約50戸もあb船頭
典落として栄えていたのである｡
ます当時船頭をしていた人に開いてみよう｡
『14才頃か
ら船頭になb,
4D才過ぎまで
船頭をしていた｡
岡山 ･勝山間を
往復していたが
1往復に 10 日
もかかったoそ
れぞれの船には
か得意の問屋さ
船承娘落(歯頚)
んがあって,そ
こから荷物を月
い取って岡山へ迎んだ〇一敬こは5人乗っていたが落合 ･久世 ･勝山に行く時比親方船頭が乗って
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いたo勝山からは主に自炭 .薪 ･恩炭を運んだが,時に白炭は当時米の値と同じくらいの高値であ
った｡その時の水加味vcよって運ぶi正一壮途っていたが,普通 1,400耳 ･慮高 2,000貫は疎ん だも
のである｡岡山からは 200Ⅰ‡ぐらい迎 んだが雑食抗う;多かった｡江与昧 ･且士までの船は上Dの
場合空船が多かったo賃雛は明治の末頃で日当30俄 ぐらいだった｡その上船の通る期間は秋の彼
岸から5月末までの8ケ月間で,年に 12回ほどしか乗れをかったoだから船頭の稼ぎ的 やっ
てゆけなかったので言分や休みの時は畑仕事等をしていたQ
今では湯須忙も少しは田地があるが,これは大正元年の耕地整理で出来たもので.それ以前は部
落全部合わせても1町歩足らずの畑かあるだけだった｡
船萌はどこにどうV}う岩があるかなど,目をつむっていても判るくらい川を良く知っていたもの
である｡船頭の仕事は重労働だったので 50才を過 ぎると近回b忙なる場合が多かった｡高瀬をや
めてから船を改造 して彦崎から倉敷の方へ藁を耕み忙行ったが,5年ほどでヤめてしまった』(敬
慕,鈴木興三氏 昭和 41年 )と言っているo
右表は明治末期にかける御津町の部落別高瀬船所有数であるo旭川周辺のほとんどの部落が高瀬
船を所有してかD,総数 49鹿にものぼる｡
このうち温須 ･大鹿はほとんど部落全部が
船頭をしていて,典型的な船頭集落だった
と言えよう○
次に船頭達の生活について述べてみよう.
高瀬船の乗教員の構成は竿さし･中乗b
かじとDの5人であるo
これは下bの場合で,上bの場合は中東
ひさと
Dとかじとbが曳子と呼ばれるつ75:ひ章に
なって赦 引つぼった0-番経験を有する
者が竿さして,竿さしにをる為には職人に
なるように修業が必要であって,誰にでも
なれるというものではなかったo又中東D
は炊事をやる見習いのようなもので,船蔚
Eg i冠
御浄町部落別高瀬舟所有数(明治末期)
部 落 名 l 所 有 数
大 鹿 11#
鍋 谷 I 4
田 士 8
国 ケ 原 5
十 谷 1
没 頭 10
矢 原 5
草 生 5
k k 4
計 I 49
忙なるには最初中東如 ･らなったo 僻 ) 町教育委員会 安藤長丑氏調査
下る時は 1般づつ別々に下ったのであるが,1る時は 5腔から8偲 ぐらいが迎らなって上ってい
ったo これは一級では1れない瀬の所を,お互いに助け合って上る必要があったからであるo船首
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の船頭は長さ 5間もある竿
を川底につき,その端をは
らかわと呼ばれる皮製の腹
当てに当てて,船尾に向か
って足をふんばD,船を進
めながら自慢ののどで船頭
歌を歌ったo船から斜上手
に比,長さ80串の麻の曳
綱を肩にかけてつなひさが
歩く,舶罰歌は力の入れ所
を指示する唯一のたよ9で
あ 9,滴を越すためにはな
くてはならぬものであった｡筆舌 Lとつなひ きが気を桝1瀬を乗 b切る為に必要を労働歌で あっ
たと言える｡●
高瀬船の稼行期間は秋の彼岸から丑年 5月末までの約8ケ月間で,夏期は水田の用水の為に金川
･玉柏等の井関を閉めてしまうので船は航行できなかった○この間の船頭連結家でブラブラしたD,
田畑の仕事をして日を過ごしたのであった0
日程は岡山一金川一福渡一西川一落合一勝山で往復 10日の旅であったo河岸関屋は水谷 ･栃原
･小森 ･江与味 ･且土 ･落合 ･久世 ･勝山等にあb,
それぞれ得意先の問屋から遊んだので岡山一勝山間
とか岡山一且土間とか,だいだいのコース抹決まっ
ていたo ここで岡山一且土間のおおよその日程を楯
弟 2衰 コース別 日数
備考) 銘木興三氏上b聞取b
介すると.岡山発午前 4時半一地域 (牟佐 )で飯一川瀬で友一敬愛蔚午後 4時 (一泊 )-金川で薮
-,J､食で茶づけ-建部でち上こ友一福渡方 (一泊)一江与昧カ (一泊 )-且土潜 ･と在る｡(安倍
春雄氏よb開き取9)○概荷は主に白炭 ･熱炭 ･軒などで,勝山で 1,000耳ほどを頼み,落合で上
研みをして合計 1.500耳 ほど額むのが普通であった○その時の水加城によって頼む丑が迷ってい
て,多い時には2.000貢 ぐらい疎んだが,夏枯れの時などは800箕ぐらいしか横のない時もあっ
た｡勝山と落合で二度疎むのは,勝山から落合までは川が浅く,一皮に郡めなかったからである｡
上Dの場合,岡山から主に食料品 ･雑貨類を200文ほど疎んだが,落合 .勝山までの船の他は空
船が多かったoこれは金川までならば丑も多くないので馬車等で運ぶ串ができたからであろう｡
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淑須の場合は問屋手船は少なく,船頭手船が多かった｡船の所有者である親方船頭は.得意先
の問屋から品物を買い取って迎ぶのが普通であったが,迎賃の良い時には運貸疎みを丁る番もあ
った○親方船頭は使っている船頭に賃金を支払わなければならなかったが,その支払い方法は正
月と盆の2回に分けて支払う方法であったo船頭適性もし途中で金が無くなった時には ｢内借也
といって親方から借金をしたが,これは正月と盆の支払いJL)時に漸 された｡金額については記
銀が充く,又船頭によって貸金が適っていたのではっきbLないが,大正の中頃′｣､森-岡山間が
6円であったので日当 l円になるo当時米 2升分に相当する｡親方船頭として商売をしていれば
別であるが,この船頭の穣き竹 づで値 三宿していくのに不充分であったOとの為に家族壮食べるだ
けの米を作って家計を助ける必要があったのである｡
船頭として働ける期間は 15才頃から50才 過ぎまでで50才を過ぎると岡山-勝山問の人で
も近回bKなったようであるo澱初中乗Dから潜めて年期を疎まなければ竿きしにはなれなかっ
た｡一生中乗りで過とさかナればをらなかって人もいたわけであるo船頭の仕姿は大変毛玉労伽
であb,又共冬でも川の中に入って船を引っぼったbする串が多く,年を取ってから足を痛める
者が多かったo一種の敬業病であろう0
第 2節 舟 運 の 衰 退 と湯 須
1 舟運の衰退
江戸から明治にかけて全盛を竜わめた高瀬船 倫送も,明治末糊からようやく衰退の道をたどる
第 図 岡山県lci,.ける鉄道の開通図 (岡山県の歴史 )
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串と食った｡その原因として挙げられるのは明治維新後tjCおける陸上交通の発達である｡すなわ
ちこの旭川沿感においても,明治20年に風道が草生一掴波間に開通し,又明治50年金川一有
演線の改仏そよ9,せいぜい巾d尺を越えなかった道路が9尺～ 12尺の道路となって明治 40
年には県道と怒った｡そして達に壮明治 51年 12月中国鉄道が開通するに至D,除 打々払上輸
送が優位を占めるようになった｡高瀬船翰送も次第に栄えてVlったが,奥地の沿線から遠い地方
は依然として高専gi船にたよっていた｡しかしこれも大正 12年8月に津山-落合間,同 14年に
は勝山まで作僻線が伸び,そして昭和 11年俸山一姫路間の開通で姪折糠が誕生し,又同9年の
大水芸).{よって旭川の通解が不能となり,高瀬船は旭川からまったくその礎を消してしまったの
であるo
このような情掛の中で5,原の人 絃々どのように対処していったであろうかo部落の人の話によ
ると,『昔,爪から道路や鉄道を豹須の近くを通すという静があった時,そん夜ものはつけてい
らん,といって村長と言い争った』(敬須 常長包三郎氏敢)というのがあるが,これはその間
のLTT倍をよく物狩っているものと言えよう0
2 船頭原典後の告須
このように姫新艇の開通と,昭和9年の大水書をもって,高瀬船はその喪をまったく消してし
まったのであるが,舘訳を廃業し夜ければならなかった人,.7は,その後どうしたであろうか○せ
ずBL初に考えられるのは良薬である｡しかし明治時代の静男は,わずか 1町歩ほどの畑地がある
のみであった○現在の耕地は大正元年の耕地塵理によっで新しくできたものである○昭和 15年
度の御津郡牧山村経済更生計画宅f(節 5襲)によると,脇須部落の農家 1戸当Dの桝地面朝は Sd
反であD,伯部落と比戟しても少ないことは歴然としている｡その上 5反未満の耕地所有者は部
落全体の80djOに連している｡これでは旗英だけで生活し¶ハくことはとうていでさかno そこで船
現を廃業後,多くは大水著の後始末の為の河川人夫 ･道路人夫と走ったo又船を改造して西大寺
倉故方面に昂つみに出かけた者もあったが,長くは続かなかった○明治時代 50戸の多きを数え
た沿須も大正時代には 50戸,そして昭和に入って24戸に淑じ現在に至っている｡対岸の大鹿
においても又同じような現象がみられるのは興味探いことであるO
現在の肪賓の世帯安住者の専 ･煎茶の内訳は鞍共 15戸,兼業 9戸となっているが,尊築 15
戸の内純粋に瓜菜だけで,生計を立てている家は,わずか 7戸を数えるのみである○職薬別に見
るならば国鉄取見 ･=員 ･串務負などが多く,勤･掛 也は御門町に目立った産菜がない為,岡山方
面が多1ハo a.れ紘労tlJ力の供給を過して煉南地区の工業化に寄与していると言って良いであろう｡
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第 3節 金 川 と舟 運
1 金川 と舟述
金川は岡山県の三大河川の一つ旭川の中間に位置しているo明治 51年 12月 21日 , 55.5
哩の中国鉄道が闘通する寸で,旭JLはこの地方とPPJ'南,岡山とを結ぶ唯一の交通路として,韮賓
な役割を果たしていた｡高瀬舟は上流の久世 ･脇山 ･落合方面からの物資を岡山に適び,帰b舟
にいろいろを日用雑ilT品を覇んで帰った｡金川は位置からして高瀬舟の立寄る重要な川戸 (川の
港 )として繁栄した町である｡
〔注〕 高脚舟の思い 出
｢ヨ-工,ヨー 工,舟を出したぞ,ヤ-レ.ヨーエ○ヤ-工,そbや,やるぞよ,ヤーレ.
ヨーエ - ････-｣と船歌を歌い夜がら何袋もつらなった舟が白帆にいっぱい風をはらんで川を
1るのどかな風食の見られた旭川も,今では旭川ダムや設岸=-giによって昔の姿はとどめてい
ないo
最盛時には540生から150袋 の舟が往き来していた当時の高瀬舟の活躍の様子を老人た
ちに開いてみよう｡
石井馨一郎氏談,(87才 ,明治 12年射1,江与床 )家は現金屋と呼ばれる間尾であったが,
16,7才 の時,船を貝って使った○その頃は船が唯一の迎総力だったんだからなあ｡ 50才
位まで船を使ったo高瀬船で川下げされる物軽は牛,馬の乱 入の背によって川戸まで遅ばれ
てきた01流では久世 ･勝山の白炭 ･刑木 .大豆 .こんにゃく玉等を研んで岡山に行った｡岡
山から江与味には日用品を持って帰って売った0 24.5才の時,大豆を 1日に 5□□俵位,
(2･50哨 位 )運んだことがあるo岡山まで行きで 1日,帰りは江与昧までで5日,勝山までで
7日位かかったoだから,1ケ月に4回位しか岡山には出かけられなかった｡ 50年位前には
高額舟はなくなってしまった｡ トラックの時代になったので,わしは英 っ先さに切換えた｡
高潮舟は長さ8Furl幅 7尺の大きなもので,一生 に 5人づつ乗っていて.帰bには 2人が河原
を歩いて70から80鞄の麻の.楓で船を引っばb,1人が船に乗って竿を便いせたく朗宅をとっ7b
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落合の下見,福渡に船大=がいた｡
杉山武男氏談,(明治41鳴 れ ,西川 )岡山せで下bで 1日,上Dで 5- 4日かかった○帰
bに金川で泊っていたO 大正 14年位に始めた｡その頃, 240から250袋はあったo 'J､
倉のイデという大きなイデがあb,5月から9月までイデ止めであったo船問屋があb,倉庫
を持っていて,いろんな品物を只って前んでいた｡船主である親方はそこに行って,物穀を買
って船荷をつくった.船問屋は西川にも5軒ほどあったO高瀬舟の舵がとれるようになると,
一人前に怒ると言い,一人前になるの忙5年位かかった｡昭和 4年頃には船はなくなってしま
った○自動車が通b出して,こbや,船の時代 じヤないと思い,昭和 2年に トラ ックの免許を
取b,トラック運送に切 b換えた｡
香山隆三郎氏談,(明治11笹 れ,金川),牧山,汲須には船頭亨んが多かった.この辺は
少なかったo荷物を迎ぶのとは別に飛船といって客だけを乗せる船があった｡金川にも1袋船
を持っていた人があったが75:あo船に乗ると昼食を食べさせてくれたo ｢米の飯を食べさせて
くれるo｣と言って,普,喜んで乗っていたo船甥は米で支払われていたo米 1升が 6.7銭
の頃だった｡
金川が川戸として栄えていた頃,この町の中心は船頭町であったo今は見る影もなく名前だけ
が残 っているが,鍋屋,銀屋,角匿などの商家がずらっと並んでおD,現在の金川高校のテニス
コート辺は姦丁という名前の町で仲仕の家が立ちならんでいたそうであるo
次に,江戸時代初期の金川古地図の一部 (現在の船頭町のあたb)と,船頭町に残る古い家の
分布,角屋の見取図をあげる｡多少をDとも当時の姿がしのばれるのではなかろうか｡
第 2図の船頭町は第 1図では,植屋,伊田塵攻どのある筋にあたる｡
角屋は船頭町にあって,酢を造ったD,油をしぼったbLながら,木炭問屋をしていたという
ことである｡木炭は金川の近郊などから異h典め,店の前に横んでかき,船寅連がやって来ると,
それを売っていたそうである○ (坂田香氏,(明治24年生れ )談 )とすると,その頃,船頭は木
炭などの物fiを船に買い耕みをして,岡山へ連んで行ったものと考えられるoすなわち.船田,
イコールその船の所有者であったと考えられるoしかし,｢この辺の荷物はだいたい,岡山の石
閑の辺に持って行っていた○矢原にも2軒ほど船を持っていたように思 うo船頭仕手垣.金川の
方から商われていたQ船の所有者を親方と言い.運搬する荷物は親方が頼まれて,船頭にこれこ
れを額んで行ってくれと頼んだO荷物を遊んで岡山まで行 (だけで,帰b舟には何も横んで帰ら
ない｡特別に頼まれたら,男ってくる位であったo｣黒沢御代氏 (明治19年生れ)較Oというこ
とであれば,親方が船荷の準備をしておく.そして,焚金を出して,船頭を頼み,横んで行って
I
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5- 1 第 2 図 船 蚕 町に 残 る古 い家 の 分 布
注 1)t至国 印は船頭町の江戸末,明治初期の建物
2 ) 水門は洪水の時は樋を入れて防 く切言,平常性船頭の通路になっていたo
船は,この水門の下に来て泊ってVlたO
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5- 1 第 5 図 船 頭 町 の 角 屋 の 見 取 図
もらうという形である○親方が頼まれてという胃薬があいまいをので,よくはわからをいが,令
頼むということを,その荷物の所有者が親方に貸金を支払って道雄を頬んだと解すると,これは
貸横みの形をなしていることに在るoしかし.それほど,経済力が発達していなかった金川の場
合では,これも只横みの一形態と考えた方がよいように思われるo注 5) す夜わち,船頭,イ
コールその船の所有者であったものが,だんだんと金のまわbがよくなって,それを専科するこ
とによって,胎を2袋 ,5生と増やしていき,船頭を雇ったものである｡
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このように,少しづつではあるが金川の船運送も進みつつあったOだが,金川の場合,船遊送
として大きを発展をなす以前に,次の公物運送の時代に入っていった○頻南の岡山に近く,此敏
的はやくから鉄道がつき道路も整備された朋係から,田-水を引くためのイデ止めや水の増戒な
どによって影申される船迎送の役目はかな勿比やh時期に終わったようであるo
｢明治 24- 5D年,金川有漢敵 倦なるOせいぜい広くて巾6尺を越えなかった道路が9尺
～ 12尺の道路となって明治 40年県道となった0 26年以前には 2尺巾の板橋がかかってV>た
o｣(金川町史エb)
｢然れども夏季田甑滞敵用水のため,河中に堰を設 くるを以って,挿秋後秋故障に至るまでは
遇輪の優を欠(-｣ (御津郁恵エb)
明治58年の ｢-国税二園スル在役蔽｣には,はやくも貨物適送が出てきている｡
5- 1 第 1表
英名 種 目 売 上 貸 賛 従業者 摘 要I 営 業 墳 氏 名
運 送 貨 物 400月00 5 金川 502T2 石部猪代太
注) 卸辞町役場所蔵 明治58年 ｢匡俄に関する笹徴殴｣エi)作成
石部猪代太は現在の日本通運-と発展していく0
2 金川の商業
金川の町は前述した江戸時代初糊の古地図を見ても,町家の構成は現状とほとんど変わってい
なレヽ0
5- 1第 2表を見ると,物品版売勤 王急適に増えているoこれだけで,そう言い切ってしまうこ
とは,少し性急かもしれないが,これは明治 2q年 からの道路の亜価,明治 51年 の鉄道の開通
による舟輸送から陸上輸送-の転換とそれにともなう稔速力の遠いによるものではないかと思わ
れる○すなわち,陸上祐送への転換によって.品物の流通が速く,安全に行なわれだし,この金
川の町にも多くの品物が入ってくるエうになったとLJlうことが官えるのではをいか○
道路の改修と鉄道の開通以後の交通については次の節で詳しく,考察していくことにしよう○
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5 - 1 第 2 襲
年 英 名 人 見 収 入 高 収 入 金 1人 平 均 額
M 52L1 59 物 品 販 売 業金 銭 貸 付 菜水 道(敵 しょう油,絞拍等)印 刷 弟料 理 薬代 弁:運 送 52419占 14.950円ム 155270〔) l 729588
注 ) 御帝町役 協 所蔵
明治 52年 ｢国我営英級｣
｢明治55年4月 1日現在,物品版売菜外 4番営業者の明治54年中収入金取調沓｣
｢明治59年4月 1日現在,物品販売菜外4都営薬者の明治58年中収入金取調啓｣
よb作成
この調査は王に聞き取カ,御津町鶴 史料によって考察 したものである｡御協力いただいた赤
木定一,石井啓一郎,杉山燕軌 熊沢成代,坂田番,香山隆三郎の諸氏 その他 た くさんの方
々に深 く感瓢の意を表 します. (二宮 常子)
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第 4節 道路の改修 と車輪交通
1 津 山 街 道
津山より岡山へ通ずる主賓を通路として,早くエ9開けていた津山街道ではあるが,官道と呼
ばれていた頃は,一度雨が降れば梶田の中を歩くが如き様であったという○
こうした官道と云われるものでさえ｢股に性人膚を通すのが也′蛾 ､で,たV･たい明治年間をとおし
て,大丑の物資の流通,人的交流の手段に供盲れたのは,高瀬舟と中国鉄道に専ら･まかされて
いたようである｡従って,陸路としての津山街道の占める割合は,微々たるものであったと言え
る○
その後 ,この街道のみならず,金川一高梁間の現在の県道も改修が進み,定期乗合自動車が迎
行を開始するようになった頃,やや以前に比して.道路交通が重要性をかびてきたよう思われる｡
現在津山街道は,二枚国道 55号線として,御幹町,金川よb建部町に至る間を除き,ほほ御
津町内にかいては,旧道に沿って走っているO御浄町金川は,岡山よD汽車でも自動車にても約
50分で行 くことができ.ますます,岡山市との経済的結びつきが強くなっている現況である｡
(l) 津山街道の改鯵と橋梁
古来,道路とは,動物の踏み分け道よ9その元をなし,江戸時代の官道においてもわずかに人
馬を通ずる程度であったという｡明治に至って,漸次改修されていったが,現在のように機械
力があったわけでもないから,専ら人的労力によらざるを得なかった○そのため改良工事も小
規模であるから,御津町内の幹線道路にしても一度雨が降れば,水没する箇所が多々あったと
いう○
又岡山一金川には半田,辛香,金川一沖山間には,箕地の坂道が円滑を交通を妨げ,物資の
迎搬には,その大半を高瀬舟と中国鉄道にた上っていた｡明治二十年代,津山街道を始め,加
茂地方に至る東西道路が改修せられるに及んで.車馬の交通が以前に増して行なえるに至った
が,交通迎輪の頻繁なるに及んで改修を必要とする個所が増えた.
5- 2 第 1図の地図は,旧津山街道と現在線としての55号線を示すものであるが,津山
街道が失地峠を通らなくなったのがいつ頃のことであるかは知る事ができなかった○私が,こ
の巽地峠を自転車で建部町に抜けた時,御国曙β誌に ｢人力車をも通すことができ夜い｣と出て
いるのを痛感した○この峠は,現在廃路同然の様相を皇している○草生の直線コ-スは,県庁
道路整備課によれば,52- 5年頃改良工事をしたとのことであるが資料処分にて不明である○
又 55号線は,昭和 27年二級国道に格上げせれ,向59年 に一級国道に昇格したものであ
る｡この55号巌の同町内には,辛香,野々口及び金川と三つのパイ/,'スがあb,野々口は,
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5- 2 第 1図 御津町 内の主賓道 路概 観
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昭和 57年度杏葉で完成,旧道は野々口の家並みの中を走9,中国鉄道上を通過していたのを
陸橋を架 して通過音せたo従って.際杜は,旧道上b約 2001ln,増して,1Kmにをったが,時
間的には同じである｡
金川バイパスは.昔の舟所集落の家並みの中を通過 していた旧道が,車軒の大型化で停滞が
放しいために山手にまわしたものである0 40年度事業で完成させた｡
学者バイパスは,昭和 45年 5月51日完成予定で,現在=事中である｡旧道は,砂塵で前
方が見えなくなる大変な箇所である｡これを,地道 520mを含む2,0占5m として,約 550
仇嬉箱する予定であるoこれが完成すると.同町内の55号藤は,全線舗装が完了するととに
をるo
次に主を棟梁について知るところ女声己す.古い桶につLrlて壮全然わか らモいが ,現在同町
に架設されている橋のほとんどは,昭和9年の大洗水で流失した後のものである0
5- 2 第 1表 主 な 橋 架 の 政 略
内 容 全長h) 巾月毎
鹿 瀬 橋 ラyガ-鋼柵棒ゲルバ-読鉄筋コンクリー ト橋 195.90 6.00
観 渡 橋 鉄鮫コyク1)-卜ゲルバー橋 84.00 a.50
金川大 橋 鯛 桁 橋 221.00 4.50
栗 地 棟 鉄筋コyクリー トゲルバー構 84.8C) a.50
(2) 革 帯交通 の発達
御率町と岡山市,或いは,津山,高梁方面との商業的結合が,明治時代上b盛んに行なわれ
てい七様子である○この物資あるいは.人的文辞を果すための交通機閑としては,遠い晋上b
徒歩,局,舟等いわゆる前近代的手段に上っていたということは車乗であるが,次第に世の中
が開けてくるに従って,このよ9な旧態依然とした交通手段にたよっていたのでは,大丑女物
糞の流通も塾めをいし,人的賓流も打開すること比不可能に近い○
そJ て,との山間の町村を少しでも文化的な方向-串びくための第-の布石として行なわれた
もZ)が,中風鉄道の敷設であったoこれは明治 29年 5月に起工し,明治51年 12月に岡山
一粋山間 56血が開通したOこの開通に上D.舟運の上5に冬の渇水軌 正の増水によって,
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交通が妨げられることなく,定時に,しかも早 く,目的地へ行くことが可能となった｡所要時
間は,舟であると5～ 6時間も用していたものが鉄道であると,わずかに 40分ぐらいで目的
地へ行けることができたのであるO
では,鉄道開通以前は津山笥道をどのような車輪が往来していたのであろうか0
5- 2 第 2表 御津 .津南両郡の陸上交通機関の推移
年月日種類別馬 車 人 力 喪 牛 車
-疋立 二疋立 総 数 一人乗 二人乗
明治 15年 12月51日 1 - 4ム7 595 74 -
′ 17年 12月51日 - - 451 556 75 -
(岡山県統計年報による)
この2蓑は,町村合併前の統計であるので.果たしてとのうちどれだけの皐数が,御浄町に
実在していたかを把壇するのは,困難であるが,後記の 5表とからみ合せると,約 70- 8D
台の人力重があったものと考えうる○
中国鉄道の開通以後は,人力車仕.やや下b攻とな9.金川駅,野々口駅に詰めていて,今で
いうタクシーとして動いたもので,さして遠方へ行くことが.従来と比軟して減少したがため
に自然その数も減っていったと考えてもさしつかえないと思われる0
5- 2 第 5表 御津郡 の陸上交通機 関の推移
年種月日類馬 車 人 力 革 牛 車 大 審 中小車 自転車-疋立 二疋立 総 数 一人乗 二人乗
M 41.5.51 9 - 140 140 - 59 - 2,911 257
M 42.5.51 1 - 155 155 - 54 - 5.119 574
(岡山県統計年報による)
上記5表を考察しながら,鉄道開通以後の帯革の推移を追ってみよう｡
これによると,町内の往来には,自転車で充分に用が足D,鉄道の影啓で人力車が放浪してい
- 154-
るoそして荷物の連破は,馬車,牛車及び中小串で目的地と駅の間を運んでた模様であるO
大正よb昭和の初めにかけては,どのような帯革の推移が見られたか,固自動車の紬 はど
うであったかを考えてみエうと思うO
次の4表で大体の社会的背紫が推療できるのであるが,先ず自転車が,大変普及して.大衆の
足となっているということであるoそれに比して,自動車性,まだ一部の特定恵階級の所有と
なっていて,その妙呼はぜだ少ないものであるといえよう0
5- 2 第 4衷 帯 革 の 牲 移 (金川町現勢調査簿)
乗用馬連 鹿研用屑箱 i人 力 車 荷 車 牛車 自 転 iB !自 動 車
一㌔■晋 ぜ JL晋 甘 i 大事 悔 J､ 自 管 乗用
T l J1 - 7 - 14 - - 85 - 51 (2) - -
2 - 7 - 13 - - 84 - 85 -
5 - 7 - 14 - - 99 - 98 -
4 - 9 - 12 - - 111 - 109 -
5 - 9 - 15 - - 111 - 105 -
占 5 117 149 1
7 1 8 1 ll 1 ー 119 1 207 -
8 1 1 ll 1 1 28 1 210 1
9 1 1 6 1 8 1 1 128 1 202 ‖ー 1 1
10ll 1 1 12 1 ll 1 1 122 1 228 (1) 1 1
ヽ 12 ll 117 - 255 (1)
12 16 12 115 - 264 (1) - 1
15 14 8 99 - 295 ((i) 1 占
14 15 8 95 504 (2) 5 7
15 10 7 80 510 (3) 5 a
B 2 7 占 92 505 (3) 7 ム
5 5 5 8占 519 頼 4 12
4 5 5 8占 522 佃 5 15
5 4 5 78 51占 (2) 6 12
6 1 - ･56 511 (3) 7 10
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しかしこれが,乗合自動串として利用せられるよう忙なると,故が少をくてもその彰申力が大
きか-たといえるoそのことは･人力車の推移を見れば明らかで参るQ
大正初期に･金川自動車株式会社･焼いて･御津自動車株式会社が殴立言れて.岡山一金川
｢尾原 ･田原 ･井原に
バス路線が開けた｡し
かしこれらの両バス会
社も,中国鉄道の鯵系
会社山階自動車に合併,
月収をされた.
又.現在の中国パス株
式会社は,昭和 19年,
敬時休剛の下中国鉄道
紘,重要軍需路線とし
て国鉄に買収せられ,
現在パス専業となって
いる○
明治時代に御浄町上
b出荷された9,移入
されていた品目にどの
上うなものがあったで
あろうかoこれを少な
い資料ではあるが.そ
の主をものを見てみ上
うo これらの品目が.
貨車,舟でもってその
大半を輪送されていた
ことが知れる｡
5- 2 欝 2回 金 川 村 人 力 車 夫 名 簿
- 156-
5- 2 第 5黄 金川村 の姓産 物 生 産 高 と消費丑
品 目 年 間生 産 高 年 間 消費丑 一 残 高
玄 米 800石 1.850石 1.050石(不足)
大 安 占00石 570石 SO石
干 草 150只 150王‡
む し ろ 1.500∬ 1,500rt
(明治二十九年金川村農高関係脊索上b井出)
51 2 第 占襲 字甘 束村 での輯 出入丑
種 類 輸 出 敢 丑 輸 入 数 丑
栄 25.437石 12.910石
裳 7,135石 4,589石
# * 2,287石 900石
菜 種 2556 420石
タ バ コ 5D,780耳 20.dDO耳
莱 2.555耳 1,250耳
甘 55,080才 5001耳
用 材 1,51&.721材 505.000材
蘇 859.800耳 500..Or)0貢
炭 544.475耳 SOD,ODO耳
牛 馬 985節 1,11口頭
瓦 172.000枚 108,850枚
紙 顛 76.250井 2.845貴
石 炭 78.00Orr 90,000貫
(宇甘東村鹿商関係藩類 よb井出 )
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2 津山街道と御帝町の文化
御津町金川は,津山街道の存切町としての性格と船頭娘帯のそれとを兼備していた｡津山と岡
山のほぼ中間に位僅していて,高瀬舟の荷物の硫み卸しでにぎわっていたが.明治 29年 4月に
中国鉄道株式会社が設立され,同 51年末に営桑が開始されると,金川は.かってのようを盛況
を示さなくなるo
大正時代に自動車が出現すると,卸幹部一帯がその益にあずかることになったoというのは.
定収乗合自助車が運行を始め,また極めて少数ではあるが,トラック輸送も一部にみられるよう
になったのである○
しかし,この当時の御津町は,きわだ.,た産典も浸かったようで,塊菜がそのほとんどであった
といえる｡大衆の足として活用されたのは.自転車であった｡
現在の55号瀞の役割は,浄山街道が,県道であったころよDも重要な恵鼓を持っていること
は,交通丑の増加よb見ても,また人力車,馬車時代よDもその目的と規模の拡大をみたならば
明確であると思う｡
定期自動車の優が,開けると中国鉄道と津山街道の二つの動脈が岡山市-通じたことにを9,時
間的経済的距離がそれだけ岡山にせばまbいくということがますます激しくなった○近年の自動
車の普及と道路改良は,産兼の税益分肢点を低下させるの忙大いに関与しておD,追.路はこれか
らの発展を約束する牽引車であるといいたhoその関点に津山街道もぴったbとあてはまるだろ
うo
(松 本 卓 男 )
5 坪山線開通以後 の交通
1. 中国鉄道の開通 と御津町
(1)岡山県地域における鉄道開通状況
わが国に初めて鉄道が開通 (新橋～横浜間 )してから10年後,明治 15 (1882)年に
わが国最初の私鉄会社,日本鉄道株式会社が東京一骨森間の鉄道敷設経営を目指して殴立さ
れた｡この私鉄の営巣純益が,建設丑の一別以上にのはるという予想外の好成瓜が明治 17
(1884) 年に報告されるに及んで,第一回の猛烈を私鉄ブームがかこった｡この私鉄ブ
ームを背紫として,岡山県を通る環初の鉄道である山隈藤が匪生した｡即ち,明治 21(1888)
年 1月,山陰鉄道会社 (焚本金 1.500万円)が設立され,神戸～下関間の鉄道敷設を開始し
たoそして明治24 (i891)年 5月岡山迄,同年 8月には県内を通過することとなb県
内営薬を開始したo この山隈鉄道壮岡山県を横断する環初の輸送校閲であD,県内産菜の発
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展を促すもととなった｡又日本の鉄道の幹藤であったため,日清戦争の勝利に果した役割壮
大きなものであった｡
(｢岡山県の歴史｣による)
(2) 中国鉄道の開通とその当時の経営内容
h)中国鉄道の敷設
日浦戦争後の5億円に及ぶ賠併金の流入と.朝鮮市場の埠得は再び企業ブームを硯出し,
しかも明治 28 (1895)年から50年にいたる計画投焚総額の占0舜近くが.鉄道へ
の投資で占められていた｡しかも明治 25 (1892)年に公布された ｢鉄道敷設法｣に
よって,私設鉄道会社とくに地方線に新たな殻炎が典申した｡即ち1895年 ～ 1900年
間に設立免許を受けた会社は97社に遷し,第 2回目の私鉄ブームがかこった｡こうした
状況の中から山限鉄道の岡山県横断に対して岡山県を縦断させ,ひいては日本海側まで連
そうという目的をもって今日の津山感及び蓄備線の生みの親である中国鉄道株式会社 (資
本金 580万円 )が設立されたo
中国鉄道は大阪の名越愛助及び岡山の杉山岩三郎,立石肢,香川英一,馬越恭平を含む
45占人を発起人として鞍本金 570万円を似て,山隈鉄道線岡山に雇b津山を経て勝山
に至b根雨.米子を過ぎて境にまで遠する 102哩 (1占5.2KEn)の線を敷設するものと
して,明治 27 (1894)年 5月との免許を申請したoしかし里 6月鉄道会議にかいて米
子～塊間吐規定の山陰.山隈連絡線の 1部であることをもってこの区間を除き免許するこ
とを換めたので,7月発起^は訂正席幹を壌出し,嶺路を岡山-米子間 92哩 (147.2馳 )
に短点し.充本金を500万円に改めたOこれに対し同年 9月仮免許状が下附盲れ,明
治29(1896)年 4月 50日鉄道開業免許が下附された○
明治29(189占)年 5月′J､川資帝を技術長として招いて起工し,手立 トンネル(延 長
165G沢 5口3m),兜地 トンネル(延長2442択 745m)及び急勾配140の妊工串
を完遂し,明治 51(1898)年 12月21日に岡山 -津山間 5占･8Enが開通し,金川,野
々口両駅もこの時営業を開始したC (岡山-野々口16.6払 ,岡山～金川 1?.5b )をお
起点岡山市よb山隈鉄道線岡山停革嶺に至る間仕仮連絡虜を敷設し手押しをもって食草を
通した○翌年正月 8日後楽園に於で閑i瓦式を挙行し｢中国鹿｣と命名された○この中国濠
は中国地方では山階線に次いで2番Elに国英 した私鉄線であった0
｢岡山県の歴史｣
｢日本鉄道史｣
による○
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但)中国鉄道の経 営 内容
日清敬争後の反動は意外に大きく,小会社は大会社に吸収合併されてゆくという時期に,
中国鉄道比明治51(1898)年苫備鉄道会社を51,500円で買収し,翌年 10月 10日
間LLL一湛井関を開発したOしかし恵がら会社はBt金枯渇を旦し,明治 52(1899)年 5月
には経曳節約のため会社内部の改革を行ない,敬具を減じ,各取締役は奉給半額を辞し,
その他営集の支出を繋船し.もって収支維持に努めるという苦肉の兼を騎じたoそして明
治 59(1906)年 6月には津山以北の終蔽取消しが許可書れるという状態であった○
中国鉄道の旅客迎賃は,明治54(1901)年 2月 1日 ,今まで岡山一件山間三等,1
哩 (1,d馳)1銭 5厘であったものを 1銭8厘と改め,1･2等は5等の2億及び5倍とし,明治57
(1904)年 lD月5等を 2銀とし1年を贋止した○さらに大正 6(1917)年 12月よ
b2鎖 4厘.翌年 4月よb2戯 7厘というように増していったo以上のように中国線の旅
客逮賃をみると非常に高いものであったようであるoちなみに山陽線の旅客迎賃をみると
開通当時三等 1哩 1銀であったものが明治59(1906)年!,Cは 50哩まで 1銭 6毛と大幅
VZ:値下げをしているo こうした容爽拙,山階鉄道には鉄道輸送に対抗する交通手段として
海上交通があったことに上るのだが,この中国故にかいては,当時これに対しうる交通機
関が夜かったのが旅客運賃の相連となって表われてあると思うo下衆は中国鉄道初期の経
営状態である｡
5- 5 第 1表 中園鉄道初期の経営状態
M59(1906) T l (1912) T 7 (1918)
車 輪 数 機関車 ,客車 50情 59櫛 59栢
貨 車 147軒 ‖ 7両 167帝
運 送数丑 旅 客 1.055.459人 1.456,255人 1,64?,754人
貨 物 16,995℃ 1占7,469 t 204.540 t
営 業 収 入 500.550円 485,706円 742,175円
支 出 l営 某 発 16?.180円 219.505円 410,5占5円
.建 設 費 5,958,291円 4,214,176円 4,218,051円
益 金 /換 散 史 5分 5度 5分 8厘 7分 9厘
配 当 上 半 期 1分 古屋 5分 6分
下 半 期 2分 4度 5分 8分
職 月 掛 275人 511人 7
(｢日本鉄道史｣よb作製)
- 160-･
(3) 金川駅 周辺の状況
中国鉄道開通に際して.金川の人々の榛子を伝えるものとして金川町史に戟せられている
ものに｢開通した時人々は,奇怪女形の同蒸気を見るため迎えに夜灘 丁を持って野々Uまで
出かけた｣又汽賓については ｢新町の長屋をひっぼって行くようだ｣といったものがあD.
当時の人々の活きの梯子をはっきbと知るととができる○鉄道が開通する以前の輸送手段と
しては主に高瀬舟に頼っていたことを考えれば,そうした感じ方は当然のt,とであったろう
と思うo
なお金川駅開設当時の駅周辺,金川村の状況を示すものとして次の開墾及び略図がある｡
これを見ると金川の大よその姿がわかると思う○
中 国 鉄 道 停 車 場 附 近 状 況 調 雷
1. 戸 数 524F7
内 訳 ｢停車場所在地人家適材市街ノ休ヲ為ス分 2" 戸
う前項ヲ除キ1塵以内二屈スル分
2. 人 口 2,500人
内 訳 l停車場所在地人家速射 荷ノ体ヲ如 分
l前項ヲ除キ1里以内三屋 ス ル分
5,土地の状況
254戸
1.500^
1.270人
(1) 悲 -普通ノ米安生産業ニシテ安東典果樹栽培ノ副職某ヲナスモノ大略十分ノ二ノ奉=当ル,I
英-指物箕量産ノ製造7ルモ戸数全般ノ百分三,商-日用雑食ヲ販売スルモノ及行商ヲ営ム
モノ遵超戸数ノ半以上ナルモ岡山市こ交通ノ便アリテ在メテ微々クリ,漁薬旭川二於テ文秋
ノ交鮎ヲ漁スルヲ以テ主 トス,而シテ其営業者モ少ク先ッ全戸数ノ百分ノ二十内外ナリ,漁
枚数-削合二多ク岡山,津山地方へ出荷ス0
回 商業上ノ取引先キノ主ナル地方
岡 山, 津 山
H 住民ノ主ナル職業名 曲, 商
F)水陸適斡′､極メテ便,陸上-無論鉄道二依 リ,旭川ノ舟運夏季挿秩ノ際ヲ除ク外絶エルコ
トナシ
的 官衛公 署の名称
金｣L働使局,岡山区求判所金川出張者,石井替薬草金川分署
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日 脚 上ノ関係･別 二 記 ス-キ ナル- 年姫路連隊区徴兵署 ヲ舵 セラルO
(卜)節 -22- 行代離 ･加茂貯軸 行代理店･剛 絹 銀行代郎 71)･
牛馬市郎 Vトモ砕新 資金ニテ餅 二回及- 回開設o
鉱山-有名ナル伊田凱 7ル軸 郡三保 ルヲ以テ記セズ○
＼
5 - 5 第 1国 金川停車場 ｣旦以内略図
､‥＼､､ヽ
iZI
＼ - ＼ 隣壊
一㌧ 一因 野々口駅停車場
(h4157&商三関スル往復殻 金)tl村鯛 による)
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研 竜準山妙党寺,臥亀山玉松城ノ旧跡.私立金川中学校アリテ春季会式ノ際旅客首五.六十
及至三盲人以内典ルコトアリ｡
明治37年 5月 50日附
御用会停車場附近 ノ状況取調 へ 紙進達候 也
明治 57年 6月 11日
金 川 村 役 場
御 津 郡 役 所 第 一 課 御 中
A)鉄道開通 に よって受けた影 卒
中国鉄道開通前の交通機関 (長匪稚輸送 )としては,旭川を利用しての川舟輸送.それに
道路を使っての陸上輪送が主であったo前者で岡山まで5-6時臥 後者はそれ以上の時間
が必要とされていたo ところが鉄道によればそれが (金川～岡山間)わずか40分 で行ける
ということになれば,当時の人々の懲さも目に見えるようである｡したがってこれまで隆盛
(叔全盛の時は400位 の舟が上下 )を櫨めていたところの川舟輸送への打撃はひとかた売
らぬものがあったと思われるo これから高瀬舟の数も,船薪の数も滅少していったと考えら
れるのであるが,明確夜数字を確認することができなかった｡こうした高瀬舟の衰退を伴を
いつつも,岡山への交通は従来に伺十倍して便利になったことは疑う余地のないものと思う｡
又京阪神との直接的なつ夜がDといったものも生まれてきていることは兄のがしては夜らな
い｡とにかく中国鉄道の開通によって,旭川を上下する高瀬舟の中継地として果してきた金
川の役割というものを一変させたということができよう.
一方近距離的なものであるが,金川駅の誕生ということで人力車交通.,馬車輸送とその荷
役といったものが金川駅を中心として大いに栄えている0人力茸については金川町史に｢中
国丁線が通ってから駅梢内に 10丁 と大谷屋のある辺Dに 2丁,東町に2丁,計 14丁 があ
って日勤車の時代まで続いた｣という人力直天の缶がある｡
明治56(1905)年当時の列車時刻表と乗車賃は次の如 くである｡
5- 5 第 2表 中 国 鉄 道 時 間 表
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??
?
?
?
?
?
?
?
? ?
? ?
?
?
?
?
? ?
? ?
?
? ?
? ?
??
5- 3 第 5乗
10.00 12DO 役 2DO 4DO 占00 7.50
ll.DO 後 1.00 5DO 5L]D 7･DD 851
ll.25 校 115 525 525 7･25 855
12DO 後 2DD 4DO 占DO 8DO 9･50
上 b 津山 よb
福 渡 50 銭
金 川 42 銭
岡 山 65銭
下 b 岡山 よb
金 川 22 銭
福 渡 54 銭
津 山 65銭
山根林太郎『岡山名勝』(明治 56年 5月 10日発行 )所故
03)金川駅管外輸出入il物丑 別 表
(4)当時の陸上交通
人力車のことについては前に述べたが.荷車による輸送もかなb活発に行なわれていた｡これ
は近距離間の運送を主とするものであるが,金川においては旭合資会社なる遇速星があったこと
が明治 52年の 個 税営業扱｣にでているo しかし,こうした人丸 富力を利用しての輸送も自
動車の出現までである｡金川町史によると,金川に初めて自動車が来たのは,大正 2年頃という
ことであるが･その後急速に自動車が増加してゆき,大正 12年 7月金川自動車EE ,昭和 4年
1月御浄日加ヰKEが設立され営業を開始している｡
中国鉄道はこれまでパス事薬には手を出していをかったが,昭和 10年 4月当時岡山一津山間
を連行していた山階自私事を月収し,傍系会社として当社が全額投犬したの忙始まD,御津自動
碑をはじめ数社を合併して昭和 ､4年 1月山陽自動車を中国鉄道は合併し,自動串練を設けいよ
いよ本格的に･自動車営巣を開始し･昭和 18年 には金川自動車も吸収合併しているo中国鉄道
がパス部門に手を出したのは･他の私鉄会社と同じように鉄道の経営が思わしくなく,その打開
策として,,'スの直営を始めたものである○中国藤の場合･比較的山間部であったため,他の私鉄
業者に歓べて自動車の印 を受けることが少なかったので..,･ス事業進出は,他の私鉄集者よb
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も遅いぐらいであった0
2. 国鉄津山線 と御津町
(1)鉄道の国有化
私線の官線への月収の声壮ます民間から起った｡即ち,民間資本家からの長距離直通迷転の
円滑化の要求がそれである.また政府内にも先の日相磯争,そして今また日活戦争の軍事輸送
を経験するに及んで交通の全国的統一.鉄道の国有化が強く叫ばれたoその結果.政府は明59
(1906)年 5月に｢鉄道国有法｣を成立ませたOとの法律は.一般幹線運送にたすきわる鉄
道をこれから先すべて国有にするが,限られた地方だけの輸送を行なう鉄道は私鉄として鵡投
や運営を認めるというものだった｡こうした内容だったため,中国線はこの時には国有化され
ず.岡山県内にかいては山陽線のみが国有化きれた(明治59年 12月 )○
さて筋2次世界大戦に入ると,再び鉄道国有化問題が畢串輸送の面上b起ってきたo今度の
鉄道国有化の原因としては,柴本家並びに民間からの要求といったものもあったが,前にも増
して畢番面からの要所が他と比較して鞍かったようであるo即ち,戦時陸軍非常体制確立の一
環として昭和 18- 19年の両年に地方鉄道の異収が行なわれていったo こうした状況の下で,
中国線も昭和 19 ( 1944 )年 6月 1日只収され,国有化して国鉄津山線となったo
当時の中国線は地方鉄道が一般的に営業粁壮短く,国鉄-の依存性が高く,かつ貨物輸送を
主たる目的としない静′｣､経営体であった例に海れず,さらに戦時色の疎い昭和 14 ( 1959)
年以後は赤字が続いてかD,そこで鉄道市にかける赤字をバス事業を兼営して,それによって
経営効果を上げようとしていた時にもあたb,中国線の国有化が実現することとなったoそこ
でこれまで副菜としてやってきていたJtス卒業のみの専業となった｡
5. 現在の酔山線 と御津町
現在,御津町における交通手段としては,鉄道交通と道路交通の2つがあるご両者についてせ
ず旅客輸送の面をみると,鉄道においては,軌山線はロー カル線としての特徴をいかんなく発揮
していると思うO 金川の場合.岡山の北約20Kznという位置にあD.通勤.通学に鉄道は大貴な
役割を果している.道路交通の方も岡山～仲山を括ぷ国道 55号線が通ってかb,峠の約 1bの
未舗装を除けば,岡山まではきれいに並傭されてかb,中鉄バスⅩⅩを主とする旅客輸送が年々
盛んになってきている｡そして両者の関係は近年増々,鉄道稔送エbも便利なバス輪送の占める
割合は大きなものになっているOまた貨物輸送については,鉄道と道路輸送との分化が行なわれ
ている状態であるO鉄道をみた場合,近年榊 送丑にたいした変動もないということは.輪送
の産兵的背景に変化が少なかったことにも上るが.次京に指頭してきたトラ,ク輸送にi物 増加
ー 145-
分を奪われてきたということもいえるのではなかろうか○今後道路輸送にかける比重は一層大き
くなることが考えられ,さらに交通手段としての路面整備,特に路幅拡張,バイパスが必要とな
ろうo
(1) 醇山顔 の現状
せず津山線の営業状態を示す営業係数を他線と比戟してみよう0
5- 5 第 4 襲 営 業 経 数 ( 100基 準 )
津 山 線 LLJ限 尚 宇 野 線 伯 備 線 書 傍 線
8 旅 155 57 101 127 285
59 貸 299 87 159 149 .524
全 体 177 68 116 140 285
8 旅 157 52 91 118 256
58 貸 254 74 114 151 2〔)5
全 体 154 61 100 12占 254
8 旅 159 51 85 117 262
57 貸 225 72 109 124 202
全 体 155 dD 94 121 261
8 旅 l 14占 52 84 116 267
56 貨 218 72 102 115 205
全 体 158 dl 91 11占 2占0
日 旅 - - - - -
｢鉄道要覧｣に よる｡
この表を見れば,鉄道一般については除々に営業内容は慈化しておD,特に貨物輸送における
後退が著しく.現在ではただ山陽線のみが黒字を保っているにすき'ないことがわかる｡津山線の
場合,旅客,貨物輪送とも大き(他線 (吉備線を除卓)よb劣っている｡特に公物輸送にかいて
他藩との大きな差が目につき,主賓幹線である山r%L臥 四国と連絡している宇野線,山陰と連絡
-1占占-
している伯備線をどとの役割の毒炎が顕著に現われてかb,津山線のローカル糠としての立切を
如実に示していると思われる｡このことは次表を見ればさらに明らかに夜ってくる｡
(2) 金川駅の現状
lA)旅客輸送
鉄道の旅客輸送をみれば,昭和54年と59年度の2回のみではあるが,定期外乗車人見
に比較して定期乗客人見が非常に多いのが目につくoそして定期乗客は,行き先はほとんど
が岡山方面という会社fl,学生ということであD,又降車人員と乗薄人見とほほ同数という
ことである○こうした傾向は一般的をもので抹あるが,金川における鉄道利用の方向も,津
山線のロー カル線として通軌 通学が主といえることと一致する｡昭和59年度以後の乗車
^見波少については,近拒鞭を主体とした..'ス輸送の増大 (1日50往復以上 )ということ
が考えられるo即ち,運行回数も多く.通勤,通学及び買物などには鉄道を利用するよbも
便利夜点が多く,僻にバス利用は小まわbがきくという利点もあわせて,こうした現象は今
後一層はっきbとしてくると思われる｡
㈱ 貨物輸送
金川駅における食物輸送丑壮次の如くである｡
5- 5 第 5表 鉄 道 貨 物 取 扱 数 丑 (単位 t )
発 送 到 弟
指 数 指 数
昭和 51 18879 1〔】0 4527 100
52 17289 90 4092 92
55 ld851 90 5201 11占
54 21200 110 5206 11占
55 28280 158 5840 155
5占 25725 125 占955 158
57 192占0 102 10019 225
58 21554 111 8510 191
59 1占425 88 7665 175
40 16740 88 7555 175
｢鉄道要覧｣に よるo
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5- 5 第 2図 金川駅 1日平均乗薄人見 5- 5 第 5図 金JrT.駅 1日平均貨物発貴史
- 1占8-
金川駅における主を取扱貨物品目は次のようなものであるo
51 5 第 占衷 金 川 駅 晶 貝 別 焚 物 Ll一 単位 t (S.40年鑑分 )
発 送 F 到 宕
品 目 t Z主 を仕向地 品 目 t 主 な仕 出頚
( 砕 石 1000D i岡山管内 '鉱淳 800 l三保
､､ レ ー ル 269
/鉱 淳 5 0 全国的
lt芸 ツ警 1;:Oo 芸'ir 荒木 (鵬 鉄 5000＼ セメント 5 道瑚糸崎
ノ′南 米 1000 皇帝 半田L E:-f… 壬≡喜 ,茎葉 芸 冨 (.芸 芸 2;:oOそ.の他 500 武 生 糸d山崎川その他 2
｢貨物職送駅勢報告｣による○
嚢によって明らか恵ととく,金川駅取扱焚物は,金川に弁柄を作る工場があって,ここへの原
料 の移 入 ,弁柄鉱淳の移出が主なものである○これら比重丑貸物であるため,鉄道治送に依存
している｡又重患焚物では砕石の占める割合も多いo これは鉄道路感に敢かれるもので鉄道輸送
によるのも当然である.
金川に卦いては農作物が問題になるのであるが,鉄道にかいては遠距離輸送を用するものが扱
われておD,出発生産物を移出して,肥料飼料の移入が主であるO 虫産物輸送の手段壮近距離の1
場合,トラック輸送に頼るといった傾向がLk'い忙高まっている事乗は且のがせなhoトラック
梅送が何かと便利な点が多く.こうした現象が大きく打ち出されてきたのだと思 うo
とにかく,金川駅における貨物取扱丑は.和洋町の重美棉進が固定 してかD,あくまでも良策
中心の町であ9,又これといった大きなエ菜生産もないということとあいまって.貨物取扱丑に
たいした上下差が現われてこないというのが突佃であるo
最後に上田賢一先生 (操山 )の御指導に対 し心から感謝 してこの報告を終るo
(吉 永 忠 克 )
-1▲9-
5I 5 第 7東 金)順 における移出入物ftの梢成 ri物 賂散取調参考訊 金川村役也
B)-]治 56年
＼ ＼ 移 出 l 移 入数 iT:i 価 格円 同 左 轟 る仕出地 赦 丑 価 格 円同 左 啓 主なる仕向地
曲産物 - l 45200 I兵 応 - - - 尾道 楯山糸崎神戸 兵庫西九条阿樹 明石松江l
栄 5400石 40800 - - -
安裸 麦 400石 2400 - 同松 江神戸 広島
苑地親類 - - - -
果 爽 - - - - -
水産物 - - - - 10800
生 魚 - - - 90000斤 10800
塩 干 魚 - - - - -
且 類悔 革食 塩
飲食物飾 2敬除 く)滞 酒 600
洋 酒 - - - - -
燈 油 - - - - - -
酢 - - - - -
茶 7500斤 600 - -
錯 詰 - - - -
糸及綿類 - - - -
i - - - -
放物類共他油類及燃料石 油 d505 1180両 2242
石 炭 550 H節 1225 - - -
皮 25000 4〔】00 同 - - -
材 木肥 料 占400 1280 兵座神戸 大阪厘 広島 42dCIOfl 8占07
大 克 柏 - - - -
稚粕干粕 - - - - -
魚 肥 - - - - -
人造肥料 - 100 - 100
- 17〔)-
大 正 7 年
＼ ＼ 移 出 tI 移 入
＼＼､＼､数 血 価格 同 左 I主なる仕出地 l故 -hiLF価 格 同 左 豪 主茂る仕向地
曲産物 - 12砧2〔l 兵庫 神戸大阪 - - - 福山 尾道明石 兵併
米 5400石 102000 - - -
ま 1500石 24000 同神戸 大阪大 阪松江 米子一 一 - - -
裸 安 - - - - -
其他穀類 - - - - - -
果 爽 250箱 620 - - -
水産物 - - - - 7570
生 魚 - - - 15800斤 1200
塩 干 魚 - - - 5000斤 2250 尾道 下郎糸崎 一兵上衣
月 類 - - - - -
海 草 - - - - -
食 塩 - 105000 4120
飲食物(約 2樫 l 24t〕75 - ◆-●
滑 を態く) 500石 19500 - - -
洋 酒 - - - - -
箇 拍 120石 5占00 - - -
節 - - - - -
茶 1580斤 975 - - - -
飾 話 - - - - - -
糸及綿斬 - - - - - -
商 - - - - - -
放物類その他 - - -
油類及燃料 - - - - 14050
石 油 11 薗 990
石 炭 - ーIE ■ - 58DDt 4150 糸崎 大井田兵雌 神戸大阪尾道
蘇 - - - - -
顔 - - - - - -
材 木 - - - - -
肥 料 - - - - 8250
大 克 柏 - 55000貫 5250
様相 干粕 - - - - -
魚 月巴 - - - - - 10〔】人造肥料 10〔) 150DOA' 5000
その他雑品 - 5500C) - 占00
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大 正 8年
＼ ＼＼ 移 出 移 入故丑 価 格 円同 左蕗 主なる仕出地 数 丑 価 格 円同 左蕗 劫 る仕向地
出 産 物 - 191000 兵店 神戸大阪同神戸 大阪 - - -
栄 560CI石 15480〔) - -
i 1400石 55000 - -
裸 蒙 - - - - -
其 他 殺 頼 - - - - - 糸崎 尾道兵歴尾道 兵庫
果 実 - 1200 - -
水 産 物 - - - - 10500
生 魚 - - 4500
塩 干 魚 1200
月 額 - - - - 500 尾道
海 草 - - - - 500 同
食 塩 - r - 4000 糸 崎I飲 物(前 2種を除く) 2100〔】一 15
洋 酒 -J- i - 大 阪 1I- 800 大 阪
僚 油 100石 5500 - -
酢 - - - - -
罪 - - - - -
稚 詰 - - - 1500コ 500 大 阪姫路
糸 及 絹 類 - - - - 225000
碗 - i 1500石 225000
油類及燃料 - - - - 15700 -
石 油 ー;■ 15DO函 15500 神戸 糸崎大阪
石 炭 - - - 120と 2200 若松兵庫 神戸
薪 - - - -
炭 - -
材 木 - -
肥 料 - - 215〔】0
大 豆 粕 I 2100Drr 12〔lDD
種 粕干 柏 Il 500rr 500 同
魚 肥 -- - -
人 造 肥 料 180CIOrr 9000 大阪 神戸
その他推晶 - - ･--.
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大 正 9年
＼ ＼ 移 入 移 出改 正 価 格 円 同 左藤 劫 る仕出地 故 丑 価格 円同 左 藤 主漁る仕向地
曲産物 - t154500 兵滞 大阪 - - - 糸崎 尾道兵康
栄 5750石 1125DO - - -
衷 1508石 225C【ユ 同 - - -
裸 変 兵 店
其他穀 類 - 800 - 1ー60(】 -
果 実水産物 700 同神戸 大阪
生 魚 - - - - 5000
塩 干 魚 - - - 1608 尾道 兵庫
月 瓶 - - - SOD 尾 道
海 草 - - - 200 同
食 塩 - - 1580D 4580 糸 崎大 阪姫 路神 戸兵 価阪 神戸
飲食物(前 2種を除く) - 24500 - 1200
滑 酒 550石 245 - -
洋 酒 - - - 1200
僻 油 - - - - -
節 - - - - - -
莱 - - - - - -
錐 話 - - - - -
糸及舶類 - - - - 46□08
A - - - 1200 46000
放物瀬その他 - - - - -
油類及燃料 - - - - 1200
石 油 - - - 1500函 1200
石 朕 - - - - -
節 - - - -→. - -
炭 - - - - - -
材 木 - - - - -
肥 料 - - - - 199(】0
大 豆 柏 - - - 2500 124OQ
種粕干粕 - - - - -
魚 月巴 - -. - - -
人造肥料 - 00 70
その他雑品 ●- - - - -
合 計 - ld1000 1〔ID - 99900 100
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大 正 15年
移 出 移 入
数 丑 価 格 円 同 左 帝 主たる仕出地 数 .Jlri: 価 格円 同 左 蕗 主なる仕向地
虫 産物 ~右 71372 兵 庫 - - - 兵成 下閑
栄 1975 68841 - -
安 200 2551 兵畑 静岡庫 東京姫 路名 古 屋庫 - -
裸 麦 - - - -
其他 級数 - - - - - -
果 実 - - - - -
水産物 - - - - 4771
生 魚 - - - 2555 5484
塩 干 魚 - - - 1187 1287 同兵 庫
月 類 - - - - -
海 草 - - - - - -
食 塩 - - - - -
飲食物(前 2種を除く)冊 酒 1254 16220925427 - -
洋 酒 - - - -
骨 油 414 16575 - - -
節 475 28209 - - -
茶 - - - - -
錐 語 - - - - -
糸及細類 - dO456 - - -
i 5869 56088 - - -
織物軒 の他 15500 4568 - - -
油類及燃料 - 15dD - - -
石 油 - - - - -
石 炭 - - - - -
節 3400 1560 - - -
戻 - - - - -
材 木 - - - - - 108
肥 料 - - - - 5757
大 豆 粕 7500 900
積和 干粕 - - - 455 175■ 同
魚 肥 - - - d55 417 尾 道
人 造 肥料 - - - 3DO5 1267 兵 庫
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第 6草 御 津町 の経 済構 造
第 1節 典薬の生産構造
1.盛業生産力の発展
(り 地理的条件
御津町は岡山市に隣操する兵家人口9.8占5人,農家戸数 1.957戸の点薬中心の町であ
b,中国LIJ地の最南端に位匿している｡地形的には古生層の岩石からなっておb.比較的ゆ
るやか夜傾斜の高原集落を形成している0-万耳匪郡川上村常山に源を発してこの町の東部
を慣流して岡山市にそそいでいる旭川ぞいは.攻撃斜面と在っているoこの旭川はU字型の
若いだ行帯を形成している.従ってこの川の流路は絶えず変化しつづけてきたOこの地域は
有史以来大洪水に度々見舞われ,大自然と良民との戦いがくb返されてきたのである｡支流
には旭川に向って東から流れる新庄川と酉から流れる宇甘1日があるO この二つの川は水丑は
比較的少食い｡字甘川では明治初年頃からかんがいが行なわれていたO従ってそのころから
荒地を長田に改良していったoLかし新庄川流域では宇甘川流域ほどかんがいはさかんITな
く,小さなため池が散在 しているのがわかるO土壌についてみると,洪水の度に流路が変化
していったことから,LU軽にも砂疎や埋木や粘土が出てくるのでこの地域の土地生産性は衣
来的に壮比較的低かったのではないだろうかO以上のことからこの地域を地形的に分頬する
と三つの地域区分ができるO即ち旭川,宇甘llL,新庄川の流域の谷底平野と中国山地の吉備
苗原上とその丘陵地である｡袋落別に分環すれば谷底平野には,字甘村,金川村,宇甘東村,
宇甘西村,五城村,蔦城村があb,丘陵地に比布都築村,五城村があり,高原上には牧Ll村
がそれぞれ位監していると言えよう｡レゝずれ托しても卸津町忙自然的環境にあまb葡せれて
いないのは否定できをし､中葉である｡
(2)先行期の生産力
(A)明治末期
ムー 1 第 1蓑 米の生産苗
生産高㈲ 反 収㈲ 面 攻囲
-T894年(M27) 545 1.55 408
1905年(M58) 1.171 1.77 548
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まず明治末期にかける米の反
収に注目すれば 1905年に
1.77石を示している｡これは
明治 59- 45年の全日平均反
収 1,7 14石よbやや上位にあ
b岡山県の平均が 1.80石であるから岡山県のうちで比やや低い反収地域であることがわか
るO作付面材をみると1894年- 1905年の9年間に 140反も増加 してVlることから
水田開発がさかんであったと思われる.
占- 1 節 2衷 変 の 生 産 高
大 麦 小 安 裸 麦
生産高 反 収 作 付 生産高 反 収 作 付 生産高 は 収 作 付
1(9震笥 52(?) 0_75 152 122 0.80 155 0.88I 548
安について貰えることは三租鼎の反収はあTib変 らないことがわかる｡ この時期の重要な
商品作物の綿につVlてみると1895年 (M 28)では作付両村 140反,収皿 965官で
あb 189占年には 1,970官 と浸っている｡資料がをいためその動きをみることができな
いが 1チ05年の主な輸出品目表をみると次の様にそる｡従ってこの時期にかける金川の綿
の生産にかをbの比箕が懸かれていたのではないだろうか｡
6- 1 第 5表 1905年の輸出目標
嘉計＼ 数 丑 価 格
栄 25,ロoo侯 BH OO円l
安 5,000 10,000
綿 2,000耳 2,ロoo
糸 炉 8,000/ 15,000
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(B) 1910年代-第一次世界大戦前後-
6- 1 第 4表 徴砕町の米生産高･反収 ･作付面碗
転一､-＼生農 高 】反 収囲 一作簡 放 輔 .-＼＼ 生農 高 反 収毎) 作闇故
1912年大正 1 1,575 1.84 75d 1927年82 1.100 1.94 556
1915T 2 1.424 1.占8 756 1928S 5 1,595 2.80 55占
1914T 5 1.520 1.78 757 19298 4 941 1.70 555
1915T 4 700 1.04 577 1950S S 1,219 2.10 558
191占T 5 1.497 1.95 752 19518 6 992 1.75 581
1917T d 1.059 1.52 722 19528 7 1.75 581
1918T 7 1,156 1.dd 719 19558 8 2,55 429
1919T 8 1,472 2.0る 705 ～
1920で 9 1.575 1.94 690 1945820 612 0.941 640
1921T10 1.509 1.97 678 194dS21 518 0.928 775
1922で11 1,551 1.99 6d8 194722 784 1.587 5占5
1925-T12 1.01ム 1.54 665 1948825 727■ 789
1924T15 1,057 1.67 884 1950824 774
1925T14 1.050 1.占5 592 1949825 1,688 2.10 745
1926 1.75 1951 1,175 1.544! 775
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6- 1 第 5表 小麦の生産高 ･反収 ･作付面威
ーヽ4Fk 一. 生 産 甫 反 収 作付面研 ■＼年食-＼ 生 産 商■反 収 作付面群
(石 (石) ( (石) (石) A1251912年大正 1 17[) 1.85 ld5 1925年大正 14 221 1.7占
1915T 2 118 1.07 110 1926昭和元 211 1,76 1.25
1914T 5 57 0.80 50 1927S 2 160 1.15 159
1915T 4 85 1.50 70 1928S 5 520 1.占0 200
1916T 5 80 1.25 67 1929S 4 220 1.20 187
1917T d 87 1.29 67 1950S 5 260 1.60 165
1918T 7 62 1.50 47.8 1951l s d 198 1.20 165
1920で 8 78 1.20 55 1952S 7 258 1.40 170
1921T 9 164 1_15 105 1955S B 525 1.60 527
1922T†o 81 1.00 81 ～
1925Tll 96 1.10 96 1950S25 691l 1.861 416
1924で12 85 1.10 77 195ーS26 t tl 5d9 1.10- 555
6- 1 第 6表 大安の生産高 ･反収 ･作付面朗
＼年代＼＼.生産高一.⊥邑)122 反 収 作付両統 ＼i 生 産 帯一反 収 作付面倒五〕0.88 皮) 年代 ＼ (草)20 (石) (監Lll1912年末_正元 140 1925年大正 14 1一90
1915T 2 100 0,92 110 1928昭和元 20 1_90 ll121914で 5 91 0.70 157 1927S 2 18 1.50
1915T 4 191 1,58 140 19288 5 24 1.90 15
1916で 5 148 1,55 115 1929S 4 48 2.00 24
1917T d 141 1∴28 115 195Ds 5 10 1.60 6
1918T 7 75 1.70 45 8 1.80 5
1919で 8 ld8 1.60 105 1952S 7 6 1.60占 41920T 9 277 1.50 185 1955S 8
1921T10 65 1.10 80 ～
1922Tll 82 1.20 占9 195Ds25 54 1.90 18
1925T12 72 1_20 60 1951bl26 占 1.28 5
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